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障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
地
域
社
会
で
「
共
生
」

し
、
一
人
一
人
の
個
性
と
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
る
共
生
社

会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
「
自
分
ら
し
く
」
生
活
す
る
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問　

障
害
福
祉
課
（
☎
８
２
４
・
１
１
８
１
、
ＦＡＸ
８
２
６
・ 

１
８
６
０
）

互いに認め合う
　　 共生社会
互いに認め合う
　　 共生社会
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障害福祉課

障害者作業所で制作した
物などの配布を通じて啓
発活動を行います。

ふれあいキャンペーン

12月５日（火）
午後１時30分

日　時

寝屋川市駅前場　所

内　容

問い合わせ

　広く障害者の福祉についての関心と理
解を深めるとともに、障害者が社会、経
済、文化その他あらゆる分野の活動に積
極的に参加する意欲を高めることを目的
に設けられています。

　市は障害者団体と協力し
て街頭キャンペーンを実施
します。

　

石
橋
奈
美
さ
ん
（
46
歳
）
は
、

介
助
犬
「
ウ
ル
パ
」（
７
歳
、雄
）

に
支
え
ら
れ
て
日
常
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
介
助
犬
の
仕

事
や
身
体
障
害
者
の
社
会
参
加

に
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
、
石

橋
さ
ん
に
聴
き
ま
し
た
。

　

ウ
ル
パ
は
、
筋
肉
の
力
が
低

下
す
る
な
ど
の
症
状
で
車
い
す

生
活
を
送
る
石
橋
さ
ん
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
っ
て
５
年
。
仕
事

は
、
石
橋
さ
ん
が
「
テ
イ
ク
」

（
英
語
で
「
取
っ
て
来
て
」
の

意
味
）
と
呼
び
掛
け
る
の
に
応

え
て
、
必
要
な
物
や
落
ち
て
し

ま
っ
た
物
を
拾
っ
て
来
る
こ
と

な
ど
で
す
。
中
で
も
、
体
調
が

急
変
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
石
橋

さ
ん
に
と
っ
て
、
万
一
の
と
き

に
関
係
先
へ
知
ら
せ
る
携
帯
電

話
を
持
っ
て
来
て
も
ら
う
重
要

な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
「
ウ
ル
パ
が
来
る
前
は
、
看

護
師
さ
ん
ら
が
訪
ね
て
く
る
ま

で
倒
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
こ
と

も
。
普
段
の
生
活
で
安
心
感
が

違
い
ま
す
」
と
石
橋
さ
ん
は
強

調
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
調
子
が
悪
く
て

イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
て
も
、
つ
ぶ

ら
な
瞳
で
見
返
さ
れ
る
と
収

ま
っ
て
し
ま
う
」
と
心
を
通
わ

せ
、
癒
し
て
く
れ
る
存
在
に

な
っ
て
い
ま
す
。
石
橋
さ
ん
に

発
作
が
起
き
て
体
の
震
え
が
止

ま
ら
な
い
と
き
、
ウ
ル
パ
は
足

の
上
に
乗
っ
て
抑
え
よ
う
と
し

た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

買
い
物
な
ど
で
外
出
す
る
と

き
に
は
、「
介
助
犬
」
と
書
か

れ
た
ケ
ー
プ
を
着
け
て
同
伴
し

ま
す
。
以
前
は
入
店
を
止
め
よ

う
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
が
、
厚
生
労
働
省
が
作
っ
た

身
体
障
害
者
補
助
犬
法
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
見
せ
て
説
明
し
、

理
解
し
て
く
れ
る
ス
ー
パ
ー
や

コ
ン
ビ
ニ
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
た
だ
、
中
に
は
分
か
っ
て

も
ら
え
な
か
っ
た
店
も
あ
る
そ

う
で
す
。

　
「
ウ
ル
パ
と
訓
練
を
始
め
た

頃
、
久
々
に
外
出
し
て
空
を
見

上
げ
、『
こ
ん
な
に
青
か
っ
た

ん
だ
』
と
感
動
し
た
こ
と
が
忘

れ
ら
れ
な
い
。
補
助
犬
に
よ
っ

て
た
く
さ
ん
の
障
害
者
が
社
会

参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
補
助
犬
の
こ
と
を
多
く
の

人
に
是
非
理
解
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

「
ウ
ル
パ
」
は
か
け
が
え
の

な
い
パ
ー
ト
ナ
ー

石橋 奈美さん
（池田西町）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

共
に
生
き

　
　 

助
け
合
う
社
会
に

　身体障害者補助犬法では、補助犬を同
伴している人を公共機関や公共施設、スー
パーマーケットやレストラン、ホテルなど
は拒んではならないと定められています。
　また、店や施設が「補助犬を同伴した人
を快く受け入れます」という気持ちを表す
ことのできる“補助犬マー
ク”が作られています。 店
や施設は、このマークを入
り口など、目立つ場所に掲
げて、補助犬を同伴した人
を温かく迎えましょう。

身体障害者補助犬を
知っていますか？

　補助犬とは、目や耳や手足が不自由な人
のお手伝いをする、盲導犬、介助犬、聴導犬
のことです。体の不自由な人の体の一部と
して活躍しています。

12月３日から９日は
「障害者週間」
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障
害
福
祉
課
で
は
、
就

労
を
希
望
す
る
障
害
の
あ

る
人
が
仕
事
を
体
験
す
る

機
会
と
し
て
、
市
役
所
内

で
仕
事
を
し
て
も
ら
う
庁

内
実
習
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

清
掃
や
印
刷
、
文
書
整

理
、
ホ
ッ
チ
キ
ス
止
め
な

ど
の
事
務
仕
事
を
体
験
し

て
い
ま
す
。

　

仕
事
を
通
し
て
責
任
を

持
っ
て
働
く
こ
と
や
自
分

の
得
意
な
仕
事
、
不
得
意

な
仕
事
を
感
じ
て
も
ら
う

機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

庁
内
実
習

エ
ル
・
ガ
イ
ダ
ン
ス

声参加者の

就労のための訓練などを
希望する人や家族は、一
度相談に来てください。

共に働く

○�朝から夕方までの長時間仕事をすること
が目標で、休まずにできてよかった。

○�作業を終えたことで、自分でも求めら
れる人になれるんだと自信がついた。

○�適度に種類の違う作業が用意されてい
て、同じ作業が続くとしんどい自分に
はよかった。今後この実習を参考にし
て就活をしていきたい。

○�緊張感のある中で作業ができて、いい
経験になった。

○�作業所で身に付けていた知識を実際に
試してみることができてよかった。

庁内実習

――障害があっても働きたい人、
応援したい家族、障害者雇用を検討している企業の皆さん、

生の『声』を聴いて、一緒に考えませんか？――

＊ 就 労 支 援 ＊

11月７日（火）
午前10時～午後３時30分

日　時

市立保健福祉センター５階
場　所

内　容
就職者の体験発表、模擬面接会

申込　当日直接
問　障害福祉課

※ 模擬面接会（定員30人）のみ
事前申込が必要

　

障
害
の
あ
る
人
が
働
く
た
め
に
ど

ん
な
準
備
を
し
た
ら
い
い
か
、
ど
こ

に
相
談
す
れ
ば
い
い
か
な
ど
、
障
害

の
あ
る
人
の
就
労
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
障
害
が
あ
り
な

が
ら
、
就
職
し
て
働
い
て
い
る
人
の

仕
事
に
つ
い
て
の
発
表
や
、
模
擬
面

接
会
を
行
い
ま
す
。
就
労
を
希
望
す

る
障
害
の
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、
障

害
者
の
雇
用
を
検
討
し
て
い
る
企
業

や
、
自
立
を
応
援
し
た
い
と
考
え
て

い
る
家
族
の
人
も
、
是
非
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　

就
労
を
支
援
す
る
機
関
、
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
枚
方
、
就
労
移
行
支
援
事
業
所
、

精
神
科
医
療
機
関
、
障
害
者
相
談
支

援
事
業
所
、
支
援
学
校
、
産
業
振
興

室
、
障
害
福
祉
課
が
協
力
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
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身体障害者福祉センター

市総合センター２階
市立東障害福祉センター

場　所

　聴覚又は言語機能の障害のある人が、市役所の手続きや病院での
診察時など、意思疎通を図る上で支障があるときに、手話通訳者や

要約筆記者を無料で派遣しています。
　要約筆記とは、文字を使って話の内容をその場で伝える文字通訳です。手書き要約筆記とパソコン要約筆記
があります。
　聴覚又は言語機能の障害で身体障害者手帳を持って
いて、手話通訳や要約筆記を利用したいと考えている
人は、障害福祉課へ問い合わせてください。

あ
な
た
の
力
を

貸
し
て
く
だ
さ
い
！

手話奉仕員養成講座を開催

要約筆記体験講座を開催

そのほかの取り組み

　初めて手話を学習する人を対象に、手話奉仕員養成講
座を開催しています。４月から翌年３月まで42回、約１年
を通して開催します。入門課程・基礎課程があり、手話
で、あいさつ、自己紹介、簡単な日常会話ができることを
目標にしています。
　今年度は、朝の部は毎週木曜日午前10時から市総合
センター２階で、夜の部は毎週木曜日午後７時から市
立保健福祉センター５階で行っています。
　講座が始まって約６か月、受講生の皆さんは、聴覚
障害者の講師と手話で楽しく話をしています。
　募集は年１回、毎年４月頃で、広報誌などでお知らせす
る予定です。興味のある人は、是非参加してください。 　手書き要約筆記とパソコン要約筆記のどちらも体

験できます。
　今年度は平成30年1月に開催します。参加募集につ
いて詳しくは広報ねやがわ12月号に掲載予定です。

共に暮らす

要約筆記 に
   挑戦しませんか？

手話通訳 や
　手話通訳や要約筆記を必要とする人のと
ころに派遣され、通訳などを実施する手話
通訳・要約筆記登録者を募集しています。
　募集について、詳しくは広報ねやがわ
12月号に掲載予定です。

寝屋川まつりのステージでの
手話通訳の様子

手話奉仕員養成講座の様子

　身体障害者手帳を持っている人、難病の人が、
通所で、創作的活動（書道・手芸・絵画・生け
花）に取り組める場として、また訓練（機能訓
練、リハビリ体操）の場として、健やかな地域生
活を送ることができるよう支援します。東障害福
祉センターでも同様の支援をしています。

※ 活動や訓練の日時、申込方法などは障害福祉課、市
立東障害福祉センターへ問い合わせてください。

意思疎通支援事業

使ってみたい人や
家族の皆さん、

見学に来てください!!
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市民情報ひろば/公共機関・団体
地域で子育て（子育てイベントの案内）
ねやがわで教育を
ふるさとねやがわ
フォトニュース
議会だより

今月の表紙

　秋も深まり、紅葉シーズンです。
11月末には、打上川治水緑地でメタ
セコイアが色付き始めます。

11平成29年
（2017年）
No.1376

※ 問い合わせ先の課（室）名に電話番号が記載されていないときは、
市役所代表番号☎824・1181で担当課（室）名を伝えてください。

納期限のお知らせ
～忘れずに納めましょう～
★固定資産税・都市計画税
　第４期（固定資産税課）………………11月30日
★国民健康保険料（保険事業室）………11月30日
★後期高齢者医療保険料（保険事業室）…11月30日

★保育所保育料（保育課）………………11月30日
★介護保険料（高齢介護室）……………11月30日
★留守家庭児童会保育料（青少年課）……11月30日

＜納付相談など＞
　市税、国民健康保険料については、平常業務のほか
に、毎週木曜日（祝日を除く）午後８時までと毎月第
４日曜日（11月は26日）午前９時～午後５時30分に
納付相談と納付を受け付けています。

＜口座振替が便利です＞
　納期限に自動で口座から引き落として納めることが
できます。納め忘れがなくなりますので利用してくだ
さい。
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今
年
も
早
い
も
の
で
、
残
り
２
か

月
ほ
ど
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
は
一
日
の
温
度
差
が
大

き
く
、
体
調
を
崩
し
や
す
く
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
適
度
な
運
動
と

規
則
正
し
い
食
事
、
睡
眠
を
し
っ
か

り
取
る
な
ど
、
体
調
管
理
に
は
十
分

お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

　
　

　
　
　

 

　
　
　

　

市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
・
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
は
ち
か
づ
き
ち
ゃ
ん
の
新
し
い

お
友
達
を
紹
介
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
募
集
し
て
決
ま
っ
た

名
前
は
「
ね
や
丸
く
ん
」
で
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
い
た
し
ま
し
た
。

御
応
募
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
ね
や
丸
く
ん
」
は
、
11
月
３
日
に

市
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
市

民
文
化
祭
で
お
披
露
目
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
、「
ね
や
丸
く
ん
」
は
、
は

ち
か
づ
き
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、
市
の

Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
の

で
、
温
か
く
２
人
を
見
守
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

　
　
　

 
　
　
　

　

最
近
、
さ
ん
ま
や
栗
、
季
節
を
感

じ
る
野
菜
な
ど
を
見
掛
け
る
と
、「
実

り
の
秋
」「
食
欲
の
秋
」
を
感
じ
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
も
、
少
し
で
す
が
野
菜
を
育
て

て
お
り
、
育
て
た
野
菜
が
収
穫
の
時

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
心
を
込
め
て

育
て
た
季
節
の
野
菜
を
お
い
し
く
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

　
　
　

 

　
　
　

　

市
民
の
皆
様
に
都
市
農
業
を
身
近

に
感
じ
、
地
元
農
産
物
へ
の
関
心
を

高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、「
農
業
ま

つ
り
」
を
11
月
19
日
（
日
）
に
打
上

川
治
水
緑
地
で
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
内
農
家
の
皆
さ
ん
が

丹
精
込
め
て
育
て
た
、
新
鮮
な
野
菜

な
ど
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
農
家
の
皆
さ
ん
と
直
接
お

話
を
し
、
お
い
し
い
野
菜
の
選
び
方

や
食
べ
方
を
教
え
て
い
た
だ
く
な

ど
、
新
た
な
発
見
な
ど
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
是
非
、
多
く
の
皆
様
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
御
家
族
や
友
人
と

笑
顔
あ
ふ
れ
る
一
日
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

北
川
市
長

笑
顔
だ
よ
り

の

11月19日 日 　午前９時～午後１時＝雨天決行
（暴風・大雨・洪水など各種警報発表時中止）

打上川治水緑地
地場産野菜の販売、農産物加工品・おにぎり・
餅・米粉パン・ポン菓子の販売、ＪＡ北河内、
ＪＡ九個荘の販売コーナー、友好都市すさみ
町の特産物、市の和菓子の販売

問　産業振興室

※�午前 7時から防災行政無線電話応答サービス（☎８２４・
２０３７）で確認できます。

※�駐車台数には限りがありますので、車での来場はできるだけ
控えてください。

日時

場所

内容

感じてを秋の実り

農業まつり 開催を



8広報ねやがわ
平成 29年 11月号

小路土地区画整理事業
問　まちづくり事業推進室

4

2

3

活性化しそうだね！
ますます、まちが

5

整理前 整理後

Ｂ Ｂ
Ａ

ＡＥ Ｅ

Ｃ ＣＤ
Ｄ 公

園

保
留
地

土地区画整理事業
ってなあに？

寝屋川市駅

萱島駅

旧
国
道
170
号

N

第二
京阪
道路

国
道
１
７
０
号

讃良川

至大阪

至京都

小路北

小路地区

旧
国
道
１
７
０
号

小路

そうだよ。第二京阪道路の
供用開始を機に沿道で乱開
発が進まないようにするた
め、平成 17年から地域住
民や地権者でまちづくりの
研究・協議が行われてきた
んだ。

小路って、小路
地区のこと？

※�保留地…売却して事業費の一部に充てるための土地。

道路や公園などを整
備し、敷地の形を整
えるなどの基盤整備
を行い、土地の使い
勝手を良くし、より
良い市街地とする事
業だよ。

現在は平成３０年度末
の完成を目指し、宅
地や農地の造成と道
路や公園などの公共
施設の整備が行われ
ているのよ。

より暮らしが
便利になるね！

1

この事業が
完成したら
どうなるの？

今はその立地条件を生か
して、物流・商業などの
機能を誘導する「広域交
流拠点」として位置付け、
土地区画整理事業が進め
られているよ。

誘致している物流施
設や商業施設が平成
３０年度～３２年度の間
に開業する予定になっ
ているよ。
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トピックストピックス 大切なお知らせ

広報ねやがわ
平成 29年 11月号

▽
日
時　

12
月
２
日
（
土
）
午
後
２
時

（
開
場
は
午
後
１
時
30
分
）

▽
場
所　
市
立
中
央
公
民
館
講
堂
（
市
総

合
セ
ン
タ
ー
２
階
）

▽
内
容　
第
１
部
…
小
・
中
学
生
人
権
作

文
・
詩
の
表
彰
と
朗
読
、
第
２
部
…
講
演　

「
性
別
は
男
女
だ

け
で
は
な
い
～
こ

れ
か
ら
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
～
」
・
講
師
＝

三
ツ
矢
雄
二
さ
ん

（
声
優
・
マ
ル
チ

ク
リ
エ
イ
タ
ー
）

▽
定
員　
４
０
０
人
（
申
込
順
）

▽
入
場
料　
無
料
（
全
席
自
由
席
）

◎
保
育
あ
り
ま
す
（
６
か
月
～
就
学
前
の

子
ど
も
で
年
齢
に
よ
り
３
人
～
９
人
）
。

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
も
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル

（
ア
ド
レ
ス
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
）
で
、
イ
ベ
ン
ト
名
、
氏
名
（
参
加
者

全
員
）
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
、
保
育

の
有
無
（
子
ど
も
の
氏
名
・
年
齢
）
を
書

い
て
人
権
文
化
課
（
☎
８
２
５
・
２
１
６

８
、
ＦＡＸ
８
２
５
・
２
６
３
８
）

テスト
ねやがわフ
コン

ォト
夏結 果 発 表

人
権
を
考
え
る

市
民
の
つ
ど
い

　入選作品４作品が決定しました。応募していただ
いた皆さん、ありがとうございました。

問　広報広聴課（広報担当）

　12 月頃に行います。たくさんの応募
をお待ちしています。
※詳しくは広報ねやがわ12月号でお知らせします。

作品名　川遊び

い
ろ
い
ろ
な
性
を
考
え
よ
う

◦地蔵盆

◦パパと夏の思い出

撮影場所…���淀川河川公園
　　　　　点野野草地区

篠田長政さん（葛原新町）

中井忠さん（東香里園町）

安美奈さん（池田本町）

入選2作品
テスト

ねやがわフ
コン

ォト
夏

準グランプリ

テスト

ねやがわフ
コン

ォト
夏

入賞者の
コメント

暑い夏。川は自然に親しむ最高の遊
び場です。初体験のカヌーやボートを
楽しむ子どもたちの声が、そこかしこか
ら聞こえるようです。

※�①入選作品は市ホームページ「広報広聴課」に掲載しています②審
査内容、結果などに関する質問は受け付けません。

笑顔テーマ

ねやがわ テストフ コンォト 秋・冬 開催

作品名　初夏の潤い

撮影場所…打上川治水緑地
松永克敏さん（三井が丘四丁目）

グランプリ

テスト

ねやがわフ
コン

ォト
夏

入賞者の
コメント

初夏から梅雨にかけて緑地内の周辺に
きれいに咲くあじさいは、緑地に彩りを与
え、心身共に癒されました。また、健康寿
命を延ばす市民の健康広場として日々利
用するオアシスでもあります。



10広報ねやがわ
平成 29年 11月号

みんなで守ろう
見逃さないで子どもの SOS

いち早く知らせる勇気・つなぐ声

子 ど も の 笑 顔
　いじめや児童虐待に関わる痛ましい事件は後を絶たず、深刻な社会問題になっています。
子どもの笑顔を守るため、市全体で改めていじめ及び児童虐待について考えてみましょう。

問　こどもを守る課（こども相談担当☎ 838・0466）

　年々相談・通告件数が増えています（平成27年度1,171
件～ 28年度 1,388 件）。それだけ周囲の関心が高まって
いることが分かります。また、相談・通告元の約 10パー
セントを市民が占めています（右のグラフのとおり）。あな
たの相談や通告で救われる命があります。
　虐待の背景には、孤独な環境での子育てがあるといわれ
ています。
　虐待を未然に防ぐためにも、地域でのつながり、子ども
のいる家庭への温かいサポートをお願いします。

児童虐待の現状

　「虐待を受けたと思われる子ども」＜虐待シグナル
チェック（右の表のとおり）＞に気付いたときは連絡し
てください。
　「虐待かどうか分からない」「誰かが通告してくれ
る」とためらうこともあると思いますが、あなたが気付
き、勇気を出して連絡することで、子どもたちや保護者
を救うことができます。連絡した人が特定されないよう
に、法律によって秘密は守られます。

気付いたらすぐに連絡を

�　�不自然なけが（打撲傷、あざ、やけどなど）
が見られる

�　�衣服が汚れている、季節にそぐわない服を着
ている

�　�虚言、万引き、家出などの問題行動を繰り返す

�　年齢にそぐわない性的な言動が見られる

�　�保護者が長時間不在で、いつも子どもだけで
いる

�　�子どもが望むのに登校させない、食事が与えられていない

�　�大声を上げ、子どもや家族に暴力をふるっている様子が感じられる

　殴る・蹴るなどの体への暴力だけでなく、子どもの心を傷つける、衣食住の世話をしないなど
も虐待に当たります。保護者にとっては「しつけ」のつもりでも、子どもにとって有害なら「虐待」
になります。

児童虐待とは

虐待シグナルチェック

相 談 ・ 通 告 元

※平成 28年度こどもを守る課統計。

159

121 264

市民
135

363
児童相談所

他市

警察・
医療機関

その他
関係機関

346

学校・
保育所など計

1,388

11 月は児童虐待防止推進月間

児童相談所
全国共通ダイヤル ☎189（いちはやく）

府中央子ども
家庭センター

☎828・0190
月～金曜日の午前９時～午後５時45分

（祝日・年末年始を除く）

☎295・8737
月～金曜日の午後５時45分～翌日午前９時
（土・日曜日、祝日、年末年始は24時間）

市こどもを守る課
こども相談

☎838・0466
月～金曜日の午前９時～午後５時30分

（祝日・年末年始を除く）

児童虐待の相談窓口・連絡先
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トピックストピックス 大切なお知らせ

広報ねやがわ
平成 29年 11月号

みんなで守ろう
見逃さないで子どもの SOS

いち早く知らせる勇気・つなぐ声

1「おかしい」と感じたら迷わず連絡　

２�「しつけのつもり…」は言い訳

３���一人で抱え込まない

４���親の立場より子どもの立場

5 ���虐待はあなたの周りでも起こりうる

乳幼児揺さぶられ症候群

赤ちゃんを激しく揺さぶらないで

子
ど
も
の
い
じ
め

妊娠・子育てについての相談窓口

◦● 子育て支援課 ●◦

☎824・1181
月～金曜日の午前９時～午後５時30分

（祝日・年末年始を除く）

活用してください

コラム

子どもを虐待から
守るための

覚えておきたい

　
い
じ
め
は
、
友
達
な
ど

か
ら
の
言
葉
や
行
為
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
書
き
込

み
も
含
む
）
に
よ
っ
て
子

ど
も
が
心
身
を
傷
つ
け
ら

れ
た
と
感
じ
て
い
る
と
き

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
学
校
内
外

を
問
わ
ず
起
こ
り
う
る
の

で
、
い
じ
め
の
防
止
に
向

け
て
、
学
校
・
地
域
・
家

庭
・
関
係
機
関
な
ど
、
市

全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
す
。

☎０１２０・７８３０・６６
　月～金曜日の午前９時～午後５
時30分、祝日・年末年始を除く、
臨床心理士が相談に応じます。

　携帯電話やパソコンを使って手軽にチェックする
ことにより、いじめの兆候への気付きを促し、相談
につなげることを目的とするサービスです（右のＱ
Ｒコードからアクセスできます）。児童生徒はもち
ろん、家族も利用できます。

　虐待死亡事例の多くは０
歳児です。その要因の一つ
として、「乳幼児揺さぶら
れ症候群」があります。
　赤ちゃんの脳は、激しく
揺さぶられると衝撃を受け
やすく、脳の損傷により重
大な障害を負って、命を落
とすこともあります。「赤ちゃんが泣きやまな
い」などとイライラしても、絶対に揺さぶって
はいけません。

望まない妊娠をしてしまったときは
　「望まないのに妊娠してしまった」など悩ん
でいるときは、一人で抱え込まず、必ず相談し
てください。

こども専用フリーダイヤル

いじめのサイン「守ってあげたい」のサービス

1

2

通告

あなたに
できることから
即実行

子どもの
立場で
考えて

子どもの命
が最優先

特別なこと
ではない

５か条

子どものいじめなど子どもの相談事は こどもを守る課
こども相談 ☎838・0181 月～金曜日の午前９時～午後５時30分

（祝日・年末年始を除く）
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 29年 11月号

市
か
ら
の

お
知
ら
せ

来
年
度
の
寝
屋
川
ま
つ
り
開
催
日

　

平
成
30
年
７
月
28
日
～
29
日
の
２
日
間

で
開
催
す
る
こ
と
が
寝
屋
川
ま
つ
り
実
行

委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

問　

寝
屋
川
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
市
民
活
動
振
興
室
内
）

寝屋川まつり（今年度の様子）

香
里
園
バ
ル

　

チ
ケ
ッ
ト
１
枚
で
１
ド
リ
ン
ク
と
各
店

自
慢
の
１
皿
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
香

里
園
駅
周
辺
の
52
店
舗
で
行
い
ま
す
。

▽
開
催
日　

11
月
４
日
（
土
）

∧
前
売
券
販
売
∨

▽
期
間　

11
月
３
日
（
祝
）
ま
で

▽
価
格　

５
枚
綴
り
チ
ケ
ッ
ト
３
０
０
０

円
（
当
日
３
５
０
０
円
）

▽
場
所　
「
香
里
園
バ
ル
」
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
又
は
バ
ル
参
加
店
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
協

力
店

※
①
当
日
券
は
午
前
11
時
～
午
後
８
時
に

香
里
園
駅
西
側
ロ
ー
タ
リ
ー
で
販
売
し
ま

す
②
詳
し
く
は
「
香
里
園
バ
ル
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問　

香
里
園
バ
ル
実
行
委
員
会
（
☎
８
３

１
・
０
５
８
９
）
又
は
市
産
業
振
興
室

香里園バル キャラクター
「こうりえもん」

市

　
　政

市
役
所
日
曜
窓
口 

（
第
４
日
曜
日
）
11
月
は
26
日

∧
業
務
実
施
窓
口
∨

　

市
民
課
、
保
険
事
業
室
、
納
税
課
で
す
。

※
取
り
扱
い
が
で
き
な
い
業
務
も
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
担
当
課
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問　

各
担
当
課
又
は
企
画
政
策
課

立
地
適
正
化
計
画
（
素
案
） 

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
の
変
更

　

11
月
９
日
～
12
月
８
日
で
予
定
し
て
い

た
、
立
地
適
正
化
計
画
（
素
案
）
に
つ
い
て

の
意
見
を
募
集
す
る
期
間
を
変
更
し
ま
す
。

　

変
更
後
の
期
間
は
改
め
て
お
知
ら
せ
し

　事務権限の違いで、次
の４種類に分けられます
（右の表のとおり）。
　寝屋川市は現在、施行
時特例市です。

　市にはどんな
種類があるの？

ねやがわねやがわへへ

中核市
vol.2

　市では、平成31年４月の「中核市」への
移行を目指しています。中核市のいろいろ
な情報をシリーズでお伝えします。

Q

問　中核市推進課

A

今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

※国や府との調整などにより、時期が前後する可能性があります。

時　期 内　　　容
平成
29年度

11月～ 中核市移行、保健所設置にかかる国との事前協議
３月市議会に「中核市指定申出」議案を提出

30年度
４月～

府に「中核市指定の同意」の申入れ
国（総務大臣）に中核市指定を求める申出
国が「中核市指定」の政令公布

12月市議会に関係条例の制定などの議案を提出
31年４月 中核市に移行、寝屋川市保健所を開設

府
が
担
当
す
る
仕
事

警察の設置 など
児童相談所の設置（必置）、国道・府道の管理など

府の仕事の
約８～９割を実施

保健所の設置、産業廃棄物に関
する事務など 府の仕事の

約６割を実施環境に関す
る事務など

府の仕事の
約１割を実施

一般市
（四條畷市・
交野市など）

施行時特例市
全国で36市

（吹田市・茨木市など）

中核市
（人口20万人以上）

全国で48市
（豊中市・枚方市など）

政令指定都市
（人口50万人以上）

全国で20市
（大阪市など）

市の種類と仕事の範囲

　移行するために
は、多くの手続き
を経る必要があ
ります（左の表
のとおり）。
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 29年 11月号

ま
す
。

問　

都
市
計
画
室

く
ら
し
の
情
報

食
用
油
の
回
収

　

11
月
24
日
（
金
）
午
後
１
時
～
３
時
、

市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
。

※
業
務
用
・
未
使
用
油
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

問　
「
市
消
費
者
協
会
」・
前
田
（
☎
８
２

２
・
１
９
９
７
）

募
集
情
報

任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
な
ど
を 

募
集

▽
採
用
予
定
職
種　

事
務
・
児
童
指
導
員

な
ど

▽
試
験
日　

12
月
９
日
（
土
）

▽
採
用
日　

平
成
30
年
１
月
１
日
（
祝
）

※
①
欠
員
状
況
に
よ
り
、
採
用
予
定
職
種
を

追
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
②
受
験
資
格
・

勤
務
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
、
11
月
13
日

（
月
）
か
ら
配
布
す
る
試
験
案
内
又
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
人
事
室
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

郵
送
で
11
月
13
日
～
30
日
＝

必
着
＝
に
人
事
室
（
〒
572
―
８
５
５
５
本

町
１
番
１
号
）

子
育
て
応
援
リ
ー
ダ
ー
を
募
集

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
子
育

て
応
援
リ
ー
ダ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
養
成
講

習
会
を
全
て
受
講
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▽
講
習
会
日
時
な
ど　

右
の
表
の
と
お
り

▽
主
な
活
動
内
容　

保
育
所
な
ど
の
子
育

て
支
援
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
・
市
主
催
事
業

で
の
一
時
保
育
・
乳
幼
児
健
康
診
査
会
場

で
の
子
育
て
支
援
施
設
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
な
ど

で
子
育
て
支
援
に
携
わ
っ
て
い
た
又
は
子

育
て
支
援
に
関
心
の
あ
る
20
歳
以
上
の
人

20
人
程
度
（
申
込
順
）

申
込
・
問　

11
月
１
日
～
30
日
に
直
接
窓

口
又
は
電
話
で
子
育
て
支
援
課

保
育
所
ア
ル
バ
イ
ト
職
員 

登
録
者
募
集

▽
職
種　

①
保
育
士
②
看
護
師
③
給
食
調

理
員
（
資
格
不
要
）

▽
勤
務
日
時　

①
②
月
～
土
曜
日
午
前
８

時
45
分
～
午
後
５
時
15
分
（
週
38
時
間
45

分
）
③
月
～
金
曜
日
午
前
８
時
45
分
～
午

後
５
時
15
分
・
土
曜
日
午
前
９
時
～
正
午

▽
日
給　

①
１
万
円
②
１
万
２
６
５
０
円

③
７
９
５
０
円

申
込　

履
歴
書
・
免
許
証
な
ど
の
写
し
を

直
接
窓
口
又
は
郵
送
で
人
事
室
（
〒
572
―

８
５
５
５
本
町
１
番
１
号
）

※
登
録
後
に
面
接
を
行
い
、
採
用
者
を
決

定
し
ま
す
。

問　

保
育
課

寝
屋
川
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
８ 

う
ま
い
も
ん
マ
ル
シ
ェ
出
店
者
募
集

　

寝
屋
川
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
飲
食
ブ
ー

ス
へ
の
出
店
を
募
集
し
ま
す
。

▽
日
時　

平
成
30
年
２
月
25
日
（
日
）
午

前
８
時
～
午
後
２
時
（
マ
ラ
ソ
ン
は
午
前

９
時
ス
タ
ー
ト
）

▽
場
所　

寝
屋
川
公
園

▽
対
象　

市
内
で
店
舗
を
営
み
、
寝
屋
川

保
健
所
か
ら
営
業
許
可
を
受
け
て
い
る
飲

食
店
13
店
舗
（
申
し
込
み
が
多
い
と
き
は

抽
選
）

▽
内
容　

飲
食
物
の
販
売

※
火
気
使
用
の
と
き
は
消
火
器
が
必
要
。

▽
出
店
料　

テ
ン
ト
…
１
万
３
０
０
０

円
・
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
カ
ー
…
２
万
５
０
０

０
円

※
詳
し
く
は
出
店
募
集
要
項
を
見
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問　

所
定
の
申
込
書
を
直
接
窓
口
、

郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
11
月
１
日
～
20
日
＝

必
着
＝
に
寝
屋
川
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
実
行

委
員
会
う
ま
い
も
ん
マ
ル
シ
ェ
担
当
市
商

業
団
体
連
合
会
（
〒
572
―
０
０
４
２
東
大

利
町
２
番
14
号
市
立
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

内
☎
８
２
９
・
７
０
１
８
、
ＦＡＸ
８
３
８
・

８
１
３
３
）

◎
抽
選
会
・
打
ち
合
わ
せ
…
11
月
27
日

（
月
）午
後
３
時
、市
立
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

※
代
表
者
は
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム 

広
告
を
募
集

　

健
康
づ
く
り
の
情
報
誌
「
平
成
30
年
度

　
「
広
報
ね
や
が
わ
」10
月
号
17
ペ
ー

ジ
「
困
っ
た
と
き
は
相
談
を
（
無
料
）

10
・
11
・
12
月
」
の
一
覧
表
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
「
∧
行
政
相
談
∨

▽
日
時　

毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日

午
前
10
時
～
正
午

※
電
話
に
よ
る
相
談
受
付
は
月
～
金

曜
日
に
随
時
行
い
ま
す
」
で
す
。

　

訂
正
し
、
お
わ
び
し
ま
す
。

訂
正
と
お
わ
び

日　時 内　容

12月15日（金） ①今必要な子育て支援と保護者対応の
ポイント②発達障害の正しい知識

19日（火） 保護者相談の実際（ロールプレイ）

平成30年
１月９日（火） 救急救命・応急処理

25日（木） ①児童虐待防止・対応について
②子どもの発達（乳児・幼児）

30日（火） 今必要な子育て支援（グループワーク）

養成講習会

※ いずれも午後１時～４時、市立保健福祉センター（12
月19日のみ午後１時30分～４時、市総合センター）です。

寝屋川ハーフマラソンうまいもんマルシェ
（前回の様子）
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 29年 11月号

版
健
康
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
掲
載
す

る
有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

▽
１
枠
の
大
き
さ　

縦
４
・
５
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
×
横
９
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

▽
文
字･

け
い
線
な
ど
の
色　

２
色

▽
掲
載
料　

１
枠
５
万
円

▽
発
行
予
定
部
数　

約
11
万
部

▽
発
行
予
定
時
期　

広
報
ね
や
が
わ
５
月

号
と
同
時
配
布

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
健
康
推

進
室
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

健
康
推
進
室

暮
ら
し
の
便
利
帳
広
告
募
集

　

市
民
生
活
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
た

冊
子
「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を
平
成
30
年

３
月
に
発
行
し
ま
す
。

　

便
利
帳
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
す

る
た
め
、
冊
子
の
編
集
業
務
を
担
当
す
る

「
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
」
が
、
市
内

の
事
業
者
を
訪
問
し
ま
す
。
広
告
の
掲
載

を
希
望
す
る
事
業
者
は
、
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　

便
利
帳
は
、
Ａ
４
判
フ
ル
カ
ラ
ー
で
市

内
の
全
世
帯
・
事
業
所
に
配
布
し
ま
す
。

▽
広
告
募
集
期
限　

11
月
30
日
（
木
）
ま
で

広
告
の
申
込
・
問　

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ

ク
ス
大
阪
支
店
（
☎
06
・
６
７
６
６
・
３

３
５
０
）

問　

広
報
広
聴
課
（
広
報
担
当
）

環
境
・
ま
ち
づ
く
り

市
内
４
駅
前
一
斉
清
掃

▽
日
時　

12
月
３
日
（
日
）
午
前
９
時
集

合
＝
雨
天
中
止
（
午
前
７
時
30
分
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▽
実
施
場
所　

①
寝
屋
川
市
駅
東
側
広
場

②
萱
島
駅
東
口
③
香
里
園
駅
西
側
広
場
④

東
寝
屋
川
駅
東
側
広
場

※
軍
手
・
ご
み
を
入
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

ど
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

問　

市
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進

委
員
会
事
務
局
（
市
市
民
活
動
振
興
室

内
）ク

リ
ー
ン
リ
バ
ー
寝
屋
川
作
戦
・
秋

　

市
民
が
憩
え
る
自
然
豊
か
で
美
し
い
川

づ
く
り
の
た
め
、
市
民
協
働
で
秋
の
河
川

清
掃
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
12
日
（
日
）
午
前
９
時
～

11
時
＝
雨
天
中
止

▽
清
掃
場
所　

下
の
図
の
と
お
り

※
各
清
掃
場
所
の
受
付
（
黄
色
の
旗
が
目

印
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
（
無
料
）
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
内
容　

各
自
が
分
別
し
な
が
ら
ご
み
袋

に
回
収
（
自
転
車
な
ど
の
大
型
ご
み
は
、

ロ
ー
プ
な
ど
で
引
き
揚
げ
ま
す
）

清掃場所

三井
団地

打上川
治水緑地

市役所

幸町

寝
屋
川
市
駅

東
寝
屋
川
駅

府立大学工業
高等専門学校

京
阪
電
車

桜
木
町

幸町

清
水
町

清
水
町

寝屋神社寝屋神社

第二
京阪
道路

萱
島
信
和
町

萱
島
信
和
町

からくる
親水公園

萱島駅南

桜
木
旭

川勝町川勝町

大谷

寝屋

た
ち
川

J
R
学
研
都
市
線

萱島駅萱島駅

市
駅
前

市
駅
前

北谷川
N

府
道
八
尾
枚
方
線

府
道
八
尾
枚
方
線

寝屋川

国
道
1
7
0
号

清掃場所（12か所）

みんなで川をきれいにしましょう

※�最新の情報は、右のＱＲコード
から読み取ってください。

問　環境総務課（☎824・0911）

ごみ減量・プロジェクト

ごみ焼却処理状況
（平成29年４月～８月）

～１万トン減らそう 未来のために～

前年度 同期間 平成29年度
24,775トン 23,603トン

1,172トン
減少

平成29年度 削減目標（約3,000トン）まで、
あと1,828トン

皆さんの協力よろしくお願いします。

　市では、平成29年度～31年度でごみを１万
トン減らすことを目標にいろいろな取り組み
を行っています。
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 29年 11月号

○
幸
町
よ
り
上
流
部
…
砂
州
（
さ
す
）
や

川
底
の
ご
み
を
収
集

○
桜
木
町
か
ら
下
流
は
、
水
位
を
下
げ
て

清
掃

※
①
ご
み
な
ど
の
運
搬
作
業
は
川
の
中
へ

入
ら
ず
に
で
き
ま
す
②
自
治
会
や
企
業
・

市
民
団
体
な
ど
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
③

汚
れ
て
も
よ
い
服
・
軍
手
・
タ
オ
ル
・
ご

み
ば
さ
み
・
長
靴
な
ど
あ
れ
ば
持
っ
て
来

て
く
だ
さ
い
。

問　
「
ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
寝
屋
川
作
戦
・

秋
実
行
委
員
会
」・
立
川
（
☎
０
９
０
・

２
３
８
２
・
７
３
５
６
）
又
は
市
水
・
み

ど
り
室
（
河
川
担
当
）

公
園
使
用
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

公
園
は
皆
さ
ん
の
共
有
財
産
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
使
え
る
よ
う

に
一
人
一
人
が
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

∧
公
園
使
用
時
の
禁
止
注
意
事
項
∨

○
公
園
へ
の
居
住

○
物
品
販
売
又
は
物
品
の
頒
布

○
立
ち
入
り
禁
止
区
域
へ
の
立
ち
入
り

○
犬
の
放
し
飼
い
や
犬
の
ふ
ん
の
放
置

○
公
園
利
用
者
や
近
隣
に
迷
惑
が
掛
か
る

ボ
ー
ル
遊
び

○
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
た
き
火
、
花
火
や
爆

　

い
ず
れ
も
申
し
込
み
は
当
日
直
接
。

み
ん
な
の
ま
ち
基
本
条
例 

検
証
委
員
会

▽
日
時　

①
11
月
７
日
（
火
）
午
前
10

時
②
21
日
（
火
）
午
後
２
時

▽
場
所　

①
市
役
所
本
庁
２
階
第
１
会

議
室
②
市
役
所
議
会
棟
４
階
第
１
委
員

会
室

問　

企
画
政
策
課

ご
み
減
量
化
・ 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
会
議

▽
日
時　

11
月
９
日
（
木
）
午
後
２
時

（
受
付
は
午
後
１
時
40
分
か
ら
）

▽
場
所　

市
役
所
議
会
棟
５
階
第
２
委

員
会
室

問　

環
境
総
務
課
（
☎
８
２
４
・
０
９

１
１
）

安
全
推
進
協
議
会

▽
日
時　

11
月
17
日
（
金
）
午
後
２
時

（
受
付
は
午
後
１
時
45
分
か
ら
）

▽
場
所　

市
役
所
議
会
棟
５
階
第
２
委

員
会
室

▽
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

問　

危
機
管
理
室

総
合
教
育
会
議

▽
日
時　

11
月
17
日
（
金
）
午
後
３
時

▽
場
所　

議
会
棟
４
階
第
１
委
員
会

室問　

教
育
政
策
総
務
課

福
祉
の 

ま
ち
づ
く
り
ひ
ろ
ば

▽
日
時　

11
月
18
日
（
土
）
午
前
９
時

30
分
（
受
付
は
午
前
９
時
か
ら
）

▽
場
所　

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
５

階
多
目
的
ホ
ー
ル

問　

福
祉
総
務
課

北
河
内
４
市
リ
サ
イ
ク
ル
施
設 

組
合
議
会
定
例
会

▽
日
時　

11
月
22
日
（
水
）
午
後
２
時

（
受
付
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
）

▽
場
所　

北
河
内
４
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
３
階
研
修
室

▽
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

※
①
日
時
な
ど
は
、
議
事
の
都
合
で
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
北
河
内

４
市
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
組
合
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
②
駐
車
場

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

北
河
内
４
市
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
組

合
事
務
局
（
☎
８
２
３
・
２
０
３
８
）

障
害
者
計
画
等
推
進
委
員
会

▽
日
時　

11
月
22
日
（
水
）
午
後
２
時

～
４
時

▽
場
所　

市
立
中
央
公
民
館
４
階
第
１

研
修
室

▽
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

問　

障
害
福
祉
課

都
市
計
画
審
議
会

▽
日
時　

11
月
24
日
（
金
）
午
後
１

時
（
午
後
０
時
30
分
か
ら
整
理
券
を
発

行
）

▽
場
所　

市
役
所
議
会
棟
５
階
第
２
委

員
会
室

▽
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

問　

都
市
計
画
室

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン 

運
営
委
員
会

▽
日
時　

11
月
24
日
（
金
）
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
議
会
棟
４
階
第
１
委

員
会
室

問　

青
少
年
課

男
女
共
同
参
画
審
議
会

▽
日
時　

11
月
29
日
（
水
）
午
前
10
時

▽
場
所　

市
役
所
議
会
棟
４
階
第
１
委

員
会
室

問　

人
権
文
化
課

緑
の
基
本
計
画
審
議
会

▽
日
時　

11
月
30
日
（
木
）
午
前
10
時

▽
場
所　

市
役
所
議
会
棟
４
階
第
１
委

員
会
室

▽
定
員　

10
人
（
午
前
９
時
30
分
か

ら
整
理
券
を
発
行
、
午
前
９
時
45
分

時
点
で
申
し
込
み
が
多
い
と
き
は
抽

選
）

問　

水
・
み
ど
り
室
（
公
園
担
当
）

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画 

推
進
委
員
会

▽
日
時　

11
月
30
日
（
木
）
午
後
２
時

（
受
付
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
）

▽
場
所　

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
５

階
会
議
室
１
・
２

問　

高
齢
介
護
室

委員会など
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竹
な
ど
の
火
遊
び

○
近
隣
や
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

の
あ
る
行
為
又
は
迷
惑
に
な
る
よ
う
な
こ

と
な
ど
（
大
き
な
音
を
立
て
る
こ
と
や
大

声
で
話
す
こ
と
）

○
公
園
施
設
、
樹
木
・
草
花
な
ど
の
破
壊

や
落
書
き
な
ど

○
貼
り
紙
・
広
告
な
ど

○
捨
て
犬
・
捨
て
猫
、
そ
の
ほ
か
の
愛
護

動
物
の
遺
棄
（
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

関
す
る
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
）

○
ご
み
の
放
置

問　

水
・
み
ど
り
室
（
公
園
担
当
）

生
け
垣
設
置
・ 

駐
車
場
緑
化
を
助
成

　

緑
豊
か
な
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
民
有
地
緑
化
助

成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

①
住
宅
、
事
業
所
な
ど
の
所
有

者
又
は
使
用
者
が
設
置
す
る
生
け
垣
②
民

営
駐
車
場
の
所
有
者
が
設
置
す
る
緑
地
な

ど▽
助
成
額　

生
け
垣
・
緑
地
の
設
置
に
か

か
る
経
費
の
２
分
の
１
以
内
の
額
（
限
度

額
は
次
の
と
お
り
）

○
新
た
に
作
る
と
き
…
１
メ
ー
ト
ル
当
た

り
５
０
０
０
円
以
内
（
最
大
５
万
円
）

○
塀
な
ど
を
取
り
壊
し
て
緑
地
な
ど
に
す

る
と
き
…
１
メ
ー
ト
ル
当
た
り
１
万
２
０

０
０
円
以
内
（
最
大
12
万
円
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

水
・
み
ど
り
室
（
公
園
担
当
）

草
花
の
無
料
配
布

　

緑
化
促
進
の
た
め
、
草
花
の
苗
を
無
料

配
布
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
17
日
（
金
）
午
前
９
時
30

分▽
場
所　

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▽
花
の
種
類　

パ
ン
ジ
ー
、ノ
ー
ス
ポ
ー
ル
、

金
魚
草
、
な
で
し
こ
、
ス
ト
ッ
ク

※
①
い
ず
れ
も
１
２
０
株
（
先
着
順
）、

１
人
１
株
で
子
ど
も
に
は
配
布
し
ま
せ

ん
②
予
定
数
を
超
え
る
人
数
に
達
し
た

と
き
は
、
開
始
時
間
前
に
配
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
③
持
ち
帰
り
用
の
袋
を
持
っ
て

来
て
く
だ
さ
い
。

問　

水
・
み
ど
り
室
（
公
園
担
当
）

相

　
　談

Ｎ
Ｐ
Ｏ
何
で
も
相
談

　

11
月
15
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時
、

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
設
立
手
続
き
や
会
計
処
理
、
団
体
運
営

の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
定
員
４
団
体
（
申

込
順
）。

申
込
・
問　

11
月
12
日
（
日
）
ま
で
に
直

接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
（
☎
８
１
２
・
１
１
１
６
）

産
業
・
事
業
者

入
札
参
加
資
格
の
業
者
登
録

　

市
の
①
建
設
工
事
②
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
③
物
品
納
入
（
物
品
・
印
刷
・

リ
ー
ス
・
委
託
業
務
）
な
ど
の
受
注
を
し

よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、
市
へ
の
業
者
登

録
が
必
要
で
す
。

申
請　

①
②
11
月
１
日
～
12
月
15
日
＝
消

印
有
効
＝
に
郵
送
な
ど
③
随
時
（
毎
月
20

日
締
め
切
り
で
翌
月
１
日
登
録
）

○
資
格
有
効
期
間
…
平
成
30
年
４
月
１
日

～
①
32
年
３
月
31
日
②
34
年
３
月
31
日

（
い
ず
れ
も
定
期
受
付
）
③
登
録
開
始
日

～
平
成
31
年
３
月
31
日
（
随
時
受
付
）

※
提
出
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
契
約
課
掲
示
板
」
を
見
て
く
だ

さ
い
。

問　

契
約
課

三
市
合
同
企
業
就
職
面
接
会
の 

参
加
企
業
募
集

　

寝
屋
川
市
、枚
方
市
、交
野
市
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
枚
方
、
府
が
枚
方
雇
用
開
発
協
会

　市は、８月30日に寝屋川市打上高塚町土地区画整理組
合の設立を認可しました。
　10月３日に組合から市長に対し、土地区画整理法に基
づく技術的援助の要請書が提出されました。

打上高塚町土地区画整理事業
組合設立認可及び支援要請書の提出
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 29年 11月号

税
・
保
険
・
年
金

安
全
・
安
心

と
協
力
し
て
行
う
求
職
者
と
の
面
接
会
の

参
加
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

▽
日
時　

平
成
30
年
１
月
19
日
（
金
）
午

後
１
時
～
４
時
（
面
接
受
付
は
午
後
３
時

ま
で
）

▽
場
所　

枚
方
市
立
メ
セ
ナ
ひ
ら
か
た
会

館
（
枚
方
市
新
町
）

▽
内
容　

①
求
人
企
業
の
合
同
企
業
就
職

面
接
会
②
就
労
支
援
相
談
な
ど

申
込
・
問　

11
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
枚

方
雇
用
開
発
協
会
（
☎
８
６
１
・
５
０
３

１
）
又
は
市
立
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
☎

８
２
８
・
０
７
５
１
）

出
張
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー

▽
日
時　

11
月
10
日
・
24
日
、
い
ず
れ
も

金
曜
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
（
１

人
40
分
程
度
）

▽
場
所　

市
立
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
４
階

第
３
セ
ミ
ナ
ー
室

※
相
談
は
無
料
、
完
全
個
室
、
子
ど
も
連

れ
可
、
予
約
が
必
要
、
本
や
お
も
ち
ゃ
が

楽
し
め
る
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問　

開
催
日
の
前
々
日
ま
で
に
直

接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
（
☎
８
２
８
・
０
７
５
１
）

安
全
・
安
心

防

　
　災

11
月
１
日
（
水
）
・
14
日
（
火
） 

緊
急
地
震
速
報
訓
練
・ 

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　

緊
急
情
報
の
周
知
に
活
用
す
る
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
使
っ

た
自
動
放
送
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

市
内
52
か
所
に
設
置
し
て
い
る
屋
外
拡

声
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送
し
ま
す
。

∧
緊
急
地
震
速
報
訓
練
∨

　

11
月
１
日
（
水
）
午
前
10
時
頃
。

∧
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
∨

　

11
月
14
日
（
火
）
午
前
11
時
頃
。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

※
当
日
に
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
と
き
は
、

行
い
ま
せ
ん
。

問　

危
機
管
理
室

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
か
ら
の 

お
知
ら
せ

∧
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
∨

▽
期
間　

11
月
９
日
～
15
日

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
火
災
予
防
の
意
識
を
高
め
る

と
と
も
に
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢

者
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
及
び
財
産

の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
ま
す
。

　

寝
屋
川
消
防
署
及
び
寝
屋
川
市
消
防
団

で
は
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、
消

防
訓
練
及
び
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
協
力
・

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問　

寝
屋
川
消
防
署
予
防
課（
☎
８
５
２
・

９
９
５
７
）

∧
普
通
救
命
講
習
会
∨

　

①
11
月
25
日
午
後
１
時
～
４
時
…
寝
屋

川
消
防
署
②
12
月
９
日
午
前
９
時
30
分
～

午
後
０
時
30
分
…
枚
方
東
消
防
署
、
い
ず

れ
も
土
曜
日
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
や
心

肺
蘇
生
法
な
ど
の
知
識
と
技
術
を
習
得
、

寝
屋
川
市
・
枚
方
市
に
在
住
・
在
職
・
在

学
の
人
30
人
（
申
込
順
）、
受
講
無
料
。

※
車
で
の
来
場
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

①
11
月
７
日
～
10
日
②
11
月

14
日
～
17
日
、
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午

後
５
時
に
電
話
で
①
寝
屋
川
消
防
署
警

備
課
（
☎
８
５
２
・
９
９
６
６
）
②
枚
方

東
消
防
署
警
備
課
（
☎
８
５
２
・
９
９
９

９
）

∧
応
急
手
当
て
普
及
員
再
講
習
∨

　

12
月
８
日
（
金
）
午
前
９
時
～
正
午
、

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
消
防
本
部
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
方
法
や
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の

知
識
と
技
術
及
び
指
導
技
法
を
再
習
得
、

寝
屋
川
市
・
枚
方
市
に
在
住
・
在
職
・
在

学
の
人
で
応
急
手
当
て
普
及
員
の
資
格

を
持
っ
た
人
30
人
（
申
込
順
）、
受
講
無

料
。

申
込
・
問　

11
月
20
日
～
24
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
に
電
話
で
枚
方
寝
屋
川

消
防
組
合
救
急
課
（
☎
８
５
２
・
９
９
１

８
）

∧
人
事
給
与
専
門
員
の
採
用
∨

▽
応
募
資
格
な
ど

○
昭
和
28
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
人

○
給
与
支
給
事
務
の
勤
務
経
験
が
通
算
し

て
５
年
以
上
あ
る
人

○
エ
ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
及
び
ア
ク
セ
ス
の

高
度
な
知
識
及
び
技
術
を
持
つ
人 

▽
採
用
予
定
人
員　

１
人

※
国
籍
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

▽
期
間　

平
成
30
年
４
月
１
日
～
31
年
３

月
31
日
（
年
度
単
位
で
更
新
あ
り
）

▽
勤
務
時
間
・
場
所　

午
前
８
時
45
分
～

午
後
５
時
15
分
（
週
４
日
）、
消
防
本
部

総
務
部
人
事
課

▽
報
酬　

月
額
20
万
１
８
０
０
円
・
交
通

費
（
月
額
の
上
限
５
万
５
０
０
０
円
）

▽
選
考
方
法　

筆
記
試
験
（
教
養
及
び
専

門
）、
実
技
試
験
及
び
面
接
試
験

▽
試
験
日
時
・
場
所　

12
月
13
日
（
水
）

午
前
９
時
、
消
防
本
部
庁
舎
５
階
多
目
的

ホ
ー
ル
（
枚
方
市
新
町
）
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広報ねやがわ
平成 29年 11月号

応
募
・
問　

11
月
27
日
～
12
月
１
日
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
に
履
歴
書
を
持
っ
て

直
接
、
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
消
防
本
部

総
務
部
人
事
課
の
窓
口
（
☎
８
５
２
・
９

９
２
２
）

税
・
保
険
・

年
金

税
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
制
度 

要
介
護
認
定
者
の
税
金
の
控
除

∧
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
∨

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
お
む

つ
代
は
、
所
得
税
・
市
民
税
の
医
療
費
控

除
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

初
め
て
控
除
を
受
け
る
と
き
は
、
医
師

が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」、

２
年
目
以
降
は
、
市
が
発
行
す
る
「
主
治

医
意
見
書
の
確
認
書
」
が
必
要
で
す
。

∧
障
害
者
控
除
∨

　

所
得
税
又
は
市
民
税
の
申
告
で
、
次
の

い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
障
害

者
控
除
又
は
特
別
障
害
者
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人

○
障
害
者
…
①
知
的
障
害
者
（
軽
度
・
中

度
）
に
準
ず
る
人
②
身
体
障
害
者
（
３
級

～
６
級
）
に
準
ず
る
人

○
特
別
障
害
者
…
①
知
的
障
害
者（
重
度
）

に
準
ず
る
人
②
身
体
障
害
者
（
１
級
・
２

級
）
に
準
ず
る
人
③
寝
た
き
り
で
介
護
を

要
す
る
人

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

高
齢
介
護
室
（
☎
８
３
８
・
０
５
１

８
）差

し
押
さ
え
財
産
を 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

市
税
の
滞
納
一
掃
を
図
る
た
め
、
滞

納
者
の
動
産
や
不
動
産
を
差
し
押
さ
え
、

一
部
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
売
し
ま

す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス
テ
ム
「
ヤ

フ
ー
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
参
加
申
し
込
み
を
し
て
入
札
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
出
品
す
る
も
の　

不
動
産
・
絵
画
な
ど

▽
受
付
期
間　

11
月
８
日
午
後
１
時
～
21

日
午
後
11
時

▽
入
札
期
間　

11
月
28
日
午
後
１
時
～
30

日
午
後
11
時
（
不
動
産
は
12
月
５
日
午
後

１
時
ま
で
）

▽
公
売
専
用
直
通
電
話　

☎
８
２
５
・
２

０
３
７

※
滞
納
市
税
が
納
付
さ
れ
た
と
き
な
ど

は
、
直
前
に
公
売
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
納

税
課
」「
滞
納
債
権
整
理
回
収
室
」
を
見

て
く
だ
さ
い
。

問　

動
産
…
納
税
課
、
不
動
産
…
滞
納
債

権
整
理
回
収
室

軽
自
動
車
税
の 

グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
延
長

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
グ
リ
ー
ン

化
特
例
（
税
額
の
軽
減
）
措
置
が
２
年
間

延
長
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
４
月
１
日
～
31
年
３
月
31
日

に
最
初
の
新
規
検
査
を
受
け
た
軽
自
動
車

の
う
ち
、
排
出
ガ
ス
や
燃
費
性
能
が
優
れ

た
環
境
負
荷
の
小
さ
い
車
両
に
つ
い
て
、

新
規
検
査
を
受
け
た
翌
年
度
分
の
軽
自
動

車
税
を
軽
減
し
ま
す
。

※
対
象
・
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
市
民
税
課
」
又
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
税
課

各
種
保
険
・
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
・ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

整
骨
院
な
ど
で
の
施
術

　

整
骨
院
や
接
骨
院
で
受
け
る
柔
道
整
復

師
に
よ
る
施
術
や
、は
り
・
灸
（
き
ゅ
う
）・

あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
健
康
保
険
の

適
用
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
適
切
な
受
診

が
医
療
費
の
適
正
化
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

∧
整
骨
院
・
接
骨
院
で
の

柔
道
整
復
師
の
施
術
∨

○
骨
折
、
脱
臼
、
打
撲
、
捻
挫
（
肉
離
れ

を
含
む
）

※
骨
折
、
脱
臼
は
応
急
手
当
て
を
す
る

と
き
を
除
き
、
医
師
の
同
意
が
必
要
で

す
。

∧
医
師
が
必
要
と
認
め
た
、
は
り
・
灸
・

あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
∨

○
は
り
・
灸
…
神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
な
ど

慢
性
的
な
痛
み
を
主
症
と
す
る
疾
患

○
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
…
筋
麻
痺
（
き

ん
ま
ひ
）
や
関
節
拘
縮
な
ど
で
、
医
療
上

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
必
要
と
す
る
症
例

※
柔
道
整
復
な
ど
の
施
術
を
受
け
た
と
き

は
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

必
ず
領
収
書
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

問　

市
保
険
事
業
室
（
国
民
健
康
保
険
給

付
担
当
又
は
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
）
又

は
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
給
付
課

（
☎
06
・
４
７
９
０
・
２
０
３
１
）

10
月
中
旬
に
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
を
送
付
し
ま
し
た

　

国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ん
に
11
月

１
日
（
水
）
か
ら
使
用
で
き
る
新
し
い
被

保
険
者
証
を
10
月
中
旬
に
簡
易
書
留
で
送

付
し
ま
し
た
。

　

不
在
な
ど
で
受
け
取
れ
ず
、
郵
便
局
の

保
管
期
間
を
経
過
し
た
と
き
は
、
郵
便
局

の
不
在
票
、
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
な
ど
）、
印
鑑
を
持
っ
て
保
険
事
業
室

で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
（
代
理
人
の
と

き
は
委
任
状
が
必
要
）。

問　

保
険
事
業
室
（
国
民
健
康
保
険
担

当
）
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安
全
・
安
心

健
康
・
福
祉

税
・
保
険
・
年
金

市
か
ら
の
お
知
ら
せ 健

康
・
福
祉

生
活
保
護
制
度
と
は

　

暮
ら
し
に
困
っ
て
い
る
人
に
国
が
健
康

で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
保
障
す

る
た
め
の
必
要
な
給
付
を
行
い
、
自
分
で

生
活
で
き
る
よ
う
に
援
助
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
制
度
で
す
。

　

働
く
能
力
、
預
貯
金
な
ど
の
資
産
、
ほ

か
の
福
祉
施
策
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を

活
用
し
て
も
、
な
お
生
活
に
困
窮
す
る
と

き
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
生
活
保
護
費
は
、

世
帯
の
全
収
入
が
国
の
定
め
る
各
世
帯
の

生
活
に
必
要
な
金
額
よ
り
少
な
い
と
き

に
、
不
足
分
に
相
当
す
る
額
を
現
金
又
は

現
物
で
支
給
し
ま
す
。

∧
不
正
受
給
へ
の
厳
格
な
対
応
∨

　

不
正
受
給
は
、
生
活
保
護
制
度
に
対
す

る
市
民
の
信
頼
を
揺
る
が
す
、
許
し
難
い

行
為
で
す
。
不
正
受
給
を
確
認
し
た
と
き

は
、
保
護
費
の
返
還
や
保
護
の
停
止
・
廃

止
な
ど
の
処
分
を
行
う
と
と
も
に
、
給
料

明
細
書
の
偽
造
や
収
入
の
過
少
申
告
な
ど

悪
質
な
と
き
は
、
警
察
と
連
携
し
刑
事
告

訴
を
行
っ
て
い
ま
す
。

∧
生
活
保
護
適
正
化
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
∨

　

自
立
し
た
生
活
が
送
れ
ず
援
助
が
必
要

な
状
態
の
世
帯
や
生
活
保
護
費
の
不
正
受

給
な
ど
の
情
報
を
電
話
、
メ
ー
ル
又
は
窓

口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問　

保
護
課

生
活
困
窮
者 

自
立
支
援
制
度

∧
自
立
相
談
支
援
事
業
∨

　

生
活
保
護
受
給
に
至
る
前
の
生
活
困
窮

者
の
仕
事
や
暮
ら
し
な
ど
の
困
り
事
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
員
が
自
宅
を
訪
問
し
て
話
を
聴
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ
り
、

関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
相
談
者
の
自
立

に
向
け
た
支
援
を
継
続
的
に
行
い
ま
す
。

∧
住
居
確
保
給
付
金
∨

　

離
職
者
で
就
労
能
力
や
就
労
意
欲
の
あ

る
人
の
う
ち
、
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
人

な
ど
が
対
象
で
す
。

　

市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
就
労
支
援

を
受
け
な
が
ら
、
賃
貸
住
宅
の
家
賃
の
支

給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
対
象　

申
請
時
、
離
職
後
２
年
以
内
の

65
歳
未
満
の
人
で
、
毎
月
２
回
以
上
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し
込
み
を
行
い
、

収
入
や
預
貯
金
額
が
一
定
額
以
下
で
、
暴

力
団
員
で
な
い
な
ど

▽
支
給
額　

単
身
世
帯
…
３
万
９
０
０
０

円
、
２
人
世
帯
…
４
万
７
０
０
０
円
を
上

限
と
し
た
収
入
に
応
じ
た
額

※
３
人
以
上
の
世
帯
に
つ
い
て
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
期
間　

原
則
３
か
月
（
就
職
活
動

を
誠
実
に
行
っ
て
い
る
と
き
な
ど
は
３
か

月
延
長
可
）

申
込
・
問　

制
度
…
保
護
課
、
相
談
…
市

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
８
１
２
・
２
０
４

０
）

母
子
保
健

乳
幼
児
健
康
診
査　

　

11
月
分
の
個
別
通
知
が
ま
だ
届
い
て
な

い
人
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

∧
４
か
月
児
健
康
診
査
∨

　

平
成
29
年
６
月
９
日
～
７
月
15
日
生
ま

れ
の
人
。

∧
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
∨

　

平
成
28
年
２
月
16
日
～
３
月
15
日
生
ま

れ
の
人
。

∧
３
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
∨

　

平
成
26
年
４
月
５
日
～
30
日
生
ま
れ
の

人
。

∧
歯
の
親
子
教
室
∨

　

平
成
27
年
４
月
21
日
～
５
月
10
日
生
ま

れ
の
人
。

問　

子
育
て
支
援
課
（
母
子
保
健
担
当
）

すこやかライフすこやかライフ
健   康

乳幼児突然死症候群（SIDS） 　　　

　SIDSは、それまで元気だった赤
ちゃんが、眠っている間に何の前ぶれ
もなく突然死する病気です。
　日本での発症は年々少なくなってき
ていますが、6,000～7,000人に１人
の赤ちゃんがこの病気で亡くなってい
ると推定され、生後２か月～６か月頃
に最も多く発症しています。
＜うつ伏せ寝は避ける＞
　うつ伏せ寝がSIDSを引き起こすも
のではありませんが、医学上の理由で
うつ伏せ寝を勧められているとき以外
は、赤ちゃんの顔が見える仰向けに寝
かせ、なるべく赤ちゃんを一人にしな
いようにしましょう。
＜たばこはやめる＞
　SIDS発生の大きな危険因子です。
妊娠中に喫煙すると胎児の体重が増え
にくくなり、脳や呼吸中枢にも影響を
及ぼします。家族など周りの人の喫煙
（受動喫煙）も同様の影響を与えま
す。日頃から喫煙者に協力を求めま
しょう。
＜できるだけ母乳で育てましょう＞
　母乳で育てられている赤ちゃんは、
人工乳（粉ミルク）で育てられてい
る赤ちゃんと比べてSIDSの発症率が
低いと報告されています。人工乳が
SIDSを引き起こすわけではありませ
んが、赤ちゃんが喜んで飲み、体重が
順調に増えているなら、できるだけ母
乳を与えましょう。
　柔らかく沈み込みやすい寝具、顔の
上に布や布団がかかるなど、日常生活
には危険がいっぱいです。早期に発見
できるように、赤ちゃんをしっかり見
守りましょう。
　SIDSでは、亡くなった原因が分か
らないことから、両親が自分に何か落
ち度があったのではないかと、自分を
責める気持ちになりがちですが、これ
は病気で、過失によるものではありま
せん。赤ちゃんにとって安全で、大人
が安心して子育てができる環境づくり
をしていきましょう。
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母
子
保
健
事
業

　

日
時
な
ど
は
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

問　

子
育
て
支
援
課
（
母
子
保
健
担
当
）

健
康
づ
く
り

特
定
健
診
の
受
診
を

　

特
定
健
診
は
血
管
の
変
化
に
着
目
し
た

健
診
で
す
。
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
40
歳
～
74
歳
の
人
は
無
料
で
受
診

で
き
ま
す
。

　

特
定
健
診
の
受
診
が
確
認
で
き
て
い
な

い
人
に
11
月
中
旬
か
ら
約
１
か
月
間
電
話

で
受
診
を
勧
め
ま
す
。

▽
実
施
機
関　

株
式
会
社
ウ
ェ
ル
ク
ル

（
☎
０
１
２
０
・
２
６
６
・
８
６
６
）

※
特
定
健
診
の
問
い
合
わ
せ
先
は
健
康
推

進
室
で
す
。

問　

健
康
推
進
室

各
種
集
団
健
（
検
）
診
の
申
し
込
み 

11
月
30
日
（
木
）
ま
で

　

申
込
順
に
受
け
付
け
、
申
し
込
み
の
翌

月
末
ま
で
に
受
診
券
を
発
送
し
ま
す
。

　

対
象
な
ど
詳
し
く
は
、「
健
康
づ
く
り

プ
ロ
グ
ラ
ム
」又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
健

康
推
進
室
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込　

①
直
接
窓
口
…
11
月
30
日
（
木
）

ま
で
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分（
土
・

日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）②
郵
送
…
健（
検
）

診
名
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生

年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
書

い
て
11
月
30
日
（
木
）
＝
消
印
有
効
＝
ま

で
③
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…
11
月
30
日（
木
）

午
後
５
時
30
分
ま
で
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
」

問　

健
康
推
進
室
（
〒
572
―
８
５
３
３
池

田
西
町
28
番
22
号
市
立
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

童
謡
唱
歌
を
歌
う
会 

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

12
月
13
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
20
分
、
市
立
中
央
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
40
歳
以
上
の
市
民
80
人
（
申
し
込

み
が
多
い
と
き
は
抽
選
）、
参
加
費
５
０

０
円
（
飲
み
物
代
な
ど
）。

申
込
・
問　

直
接
窓
口
又
は
往
復
は
が
き

に
イ
ベ
ン
ト
名
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、年
齢
、性
別
、電
話
番
号
を
書
い
て
、

11
月
30
日
（
木
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
市
立

中
央
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
〒
572
―
０

０
０
４
成
田
町
３
番
６
号
☎
８
３
２
・
０

０
５
０
、
ＦＡＸ
８
３
２
・
４
６
２
９
）

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室 

～
骨
か
ら
き
れ
い
に
な
る
講
座
～

　

12
月
21
日
（
木
）
午
前
10
時
～
11
時
30

分
（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
）、
市

立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
健
康
指
導

室
、
40
歳
以
上
の
女
性
30
人
（
申
込
順
）、

参
加
無
料
、
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
来

内　容 日　時 対　象 申　込

母乳相談

母乳栄養で困っ
ていることや不
安なことについ
ての個別相談・
実技指導（助産
師・保健師）

12月14日（木）
午後１時

～３時40分

母乳栄養を行っ
ている乳幼児と
保護者７組

開 催 日 の
前日までに
電話離乳食

相談

離乳食について
の相談（始め方
が分からない、ス
ムーズに進まな
いなど）

　　14日（木）
午後２時30分

～３時30分

離乳食が進み
にくい乳児の
保護者５人

離乳食
講習会

離乳食の進め方
についての実演
と指導

　　15日（金）
午後１時30分

～３時

５か月～１歳６
か月の子ども
と保護者20組

パパママ
体験教室

育児の準備・も
く浴の実技（助
産師・保健師）

　　24日（日）
午後１時30分

～４時

妊娠５か月以
上の妊婦と家
族24組

12月22日
（金）まで
に電話

育児相談

子 育 て に つ い
て、保健師など
が相談に応じま
す。電話での相
談も受け付けて
います

月～金曜日（祝
日を除く）
午前９時
～午後５時30分

市内在住の人 直 接 窓 口
又は電話

母子保健事業

※いずれも市立保健福祉センター、申込順、参加無料です。

【広告】
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安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 29年 11月号

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

11
月
１
日
（
水
）
か
ら
直
接

窓
口
又
は
電
話
で
健
康
推
進
室

高
齢
者
福
祉

介
護
マ
ー
ク
の
交
付

　
「
介
護
マ
ー
ク
」
は
、
介
護
を
す
る
人

が
下
着
の
購
入
や
外
出
先
の
ト
イ
レ
で
付

き
添
い
を
す
る
と
き
な
ど
に
、
介
護
者
で

あ
る
こ
と
を
周
囲
に
知
ら
せ
る
た
め
の
も

の
で
す
。
市
で
は
、
こ
の
マ
ー
ク
を
見
掛

け
た
ら
、
温
か
く
見
守
る
よ
う
市
民
に
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。

▽
交
付
対
象　

市
内
在
住
の
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
人
を
介
護
す
る
家
族
の
人

※
市
外
在
住
の
家
族
の
人
も
対
象
で
す
。

▽
費
用　

無
料

申
込　

高
齢
介
護
室
又
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
窓
口

問　

高
齢
介
護
室
（
☎
８
３
８
・
０
３
７

２
）み

ん
な
で
元
気
教
室

　

最
近
や
る
気
が
起
き
な
い
、
体
力
に
自

信
が
な
い
、
交
流
機
会
が
少
な
い
、
物
忘

れ
が
多
く
な
っ
て
き
た
、
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
を
対
象
に
介
護
予
防
の
講

話
・
軽
い
体
操
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

12
月
１
日
～
平
成
30
年
２
月
23
日
の
毎

週
金
曜
日
午
前
10
時
～
11
時
45
分
（
12
月

29
日
を
除
く
、
計
12
回
）、
市
立
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
４
階
運
動
指
導
室
、
65
歳
以

上
の
市
民
20
人
（
申
し
込
み
が
多
い
と
き

は
抽
選
、
初
め
て
の
人
を
優
先
）、
参
加

無
料
。

申
込
・
問　

11
月
20
日
（
月
）
ま
で
に
直

接
窓
口
又
は
電
話
で
高
齢
介
護
室
（
☎
８

３
８
・
０
３
７
２
）

脳
力
測
定
会

　

画
面
を
見
な
が
ら
い
く
つ
か
の
質
問
に

答
え
る
簡
単
な
検
査
を
行
い
、
記
憶
力
や

注
意
力
な
ど
の
脳
の
働
き
を
測
定
し
ま
す

（
認
知
症
の
判
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

①
集
団
認
知
機
能
検
査
（
フ
ァ
イ
ブ
・

コ
グ
）
測
定
会
…
⑴
12
月
６
日
（
水
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
⑵
７
日
（
木
）

午
前
10
時
～
正
午
⑶
７
日
（
木
）
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
②
集
団
結
果
説
明
会

…
27
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
、

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
健
康
指
導

室
、
測
定
会
∧
⑴
～
⑶
の
い
ず
れ
か
∨
と

説
明
会
に
参
加
で
き
る
65
歳
以
上
の
市
民

各
20
人
（
申
し
込
み
が
多
い
と
き
は
抽

選
）、
参
加
無
料
。

※
前
回
の
測
定
か
ら
１
年
以
上
空
け
て
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問　

往
復
は
が
き
（
１
人
１
枚
）

に
「
脳
力
測
定
会
申
し
込
み
」、
⑴
～
⑶

の
い
ず
れ
か
の
日
時
、
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
（
返
信
用
は
が
き
に

も
住
所
、氏
名
）を
書
い
て
11
月
21
日（
火
）

＝
必
着
＝
ま
で
に
高
齢
介
護
室(

〒
572
―

８
５
３
３
池
田
西
町
28
番
22
号
市
立
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
☎
８
３
８
・
０
３
７
２)

湯
っ
た
り
介
護
予
防

　

11
月
10
日
（
金
）
午
後
２
時
～
３
時
、

高
砂
温
泉
（
成
美
町
☎
８
２
９
・
４
８
２

４
）、
歌
体
操
、
65
歳
以
上
の
市
民
20
人

程
度
（
申
込
順
）、
参
加
無
料
。

※
終
了
後
の
入
浴
は
自
由
（
無
料
）
で
す
。

申
込　

11
月
１
日
（
水
）
か
ら
浴
場
に
電

話問　

高
齢
介
護
室
（
☎
８
３
８
・
０
３
７

２
）認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

12
月
７
日
（
木
）
午
前
11
時
～
正
午
、

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階
会
議
室

１
・
２
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

ともに生きる
まちをめざして
ともに生きる
まちをめざして
～うつ病の人のための
福祉サービスや制度～

　16人に１人が生涯にうつ病を経
験すると推定されており、うつ病は
誰にとっても身近な病気であるとい
えます。
　症状の現れ方や経過は、一人一人
違います。日常生活で気持ちが落ち
込む、意欲の減退などの「心の症
状」で現れたり、不眠や食欲減退、
頭痛など「体の症状」で現れたりし
ます。症状が出たときは、少しでも
早い気付きと治療が必要ですが、社
会復帰のために生活を応援する制度
や福祉サービスもあります。
＜サービスや制度の利用＞
　福祉サービスには、自宅でヘル
パーに掃除や洗濯、食事作り、入浴
を手伝ってもらうことや日中活動の
支援として、作業所やデイケアに通
うなどがあります。
　作業所はそれぞれの状態に応じた
作業や生活技術を訓練し、社会参加
を行います。またデイケアでは創作
活動やスポーツなどのプログラムが
通院治療の一環となります（詳しく
は障害福祉課に問い合わせてくださ
い）。
＜サービス利用の流れ＞
　福祉サービスを利用するために、
利用者が利用したいサービスを選
び、市に相談、サービス支給の申請
をします。支援区分の調査や聴き取
りを行った後、サービスが支給され
ます。
　医療助成制度としては、精神科の
医療機関に継続して通うための制度
もあります。
　心の病のある人の社会復帰や福祉
サービスの利用相談は、障害福祉課
に相談してください。
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 29年 11月号

を
学
び
ま
す
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

高
齢
介
護
室
（
☎
８
３
８
・
０
３
７

２
）男

性
介
護
者
の
交
流
会

　

11
月
18
日
（
土
）
午
後
１
時
～
３
時
、

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
セ
ミ
ナ
ー

室
、
介
護
経
験
の
あ
る
男
性
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

高
齢
介
護
室
（
☎
８
３
８
・
０
３
７
２
）

障
害
者
福
祉

声
の
広
報
・
点
字
広
報
を 

利
用
し
て
く
だ
さ
い

∧
声
の
広
報
∨

　

デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書
の
国
際
規
格
で
録

音
し
た
デ
イ
ジ
ー
化
Ｃ
Ｄ
で
す
。
簡
単
に

記
事
を
探
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

デ
イ
ジ
ー
化
Ｃ
Ｄ
を
聴
く
た
め
に
は
専

用
機
器
が
必
要
で
す
。
機
器
の
購
入
に

は
、
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
障
害
福
祉
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

∧
点
字
広
報
∨

　
「
広
報
ね
や
が
わ
」
の
点
字
版
（
Ｂ
５

判
約
50
ペ
ー
ジ
）
で
す
。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

申
込
・
問　

広
報
広
聴
課
又
は
障
害
福
祉

課就
労
移
行
支
援
事
業
所
見
学
ツ
ア
ー

　

12
月
26
日
（
火
）
午
後
０
時
30
分
～
４

時
、
市
総
合
セ
ン
タ
ー
入
り
口
集
合
、
当

事
者
・
家
族
・
就
労
に
興
味
の
あ
る
人
（
支

援
者
な
ど
）
25
人
（
申
込
順
）、参
加
無
料
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

12
月
12
日
（
火
）
ま
で
に
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
障
害
福
祉
課
（
ＦＡＸ
８
２
６
・
１
８

６
０
）

ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
研
修
会 

～
発
達
障
害
の
子
へ
の
接
し
方
を
体
験

談
を
通
し
て
学
び
ま
し
ょ
う
～

　

11
月
24
日
（
金
）
午
前
10
時
30
分
～
正

午
、
市
総
合
セ
ン
タ
ー
５
階
研
修
室
５
、

ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
（
発
達
障
害
の
子

育
て
の
経
験
が
あ
る
支
援
者
）
の
人
を
講

師
に
招
き
、
座
談
会
形
式
で
研
修
会
を
開

き
ま
す
、
小
学
生
～
高
校
生
の
発
達
障
害

を
持
つ
子
ど
も
の
保
護
者
20
人
（
申
込

順
）、
参
加
無
料
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

11
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
障
害
福
祉
課
（
ＦＡＸ
８
２
６
・
１
８

６
０
）

発
達
障
害
支
援
理
解
促
進
研
修

∧
発
達
凸
凹
を
生
か
そ
う
～
『
弱
み
』
を

誰
に
も
負
け
な
い
『
強
み
』　

に
変
え
る

た
め
に
～
∨

　

12
月
12
日
（
火
）
午
前
10
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分
、
市
立
中
央
公
民
館
講
堂
、

定
員
２
０
０
人
（
申
込
順
）、
参
加
無
料
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
障
害
福
祉
課
（
ＦＡＸ
８
２
６
・
１
８
６

０
）

人

　権

ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ
ま
つ
り 

２
０
１
７

　
「
あ
な
た
も
主
役
、
私
も
主
役
、
み
ん

な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」
を
テ
ー
マ

に
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
23
日
（
祝
）
午
前
10
時
～

午
後
４
時

▽
場
所　

ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ

▽
内
容　

次
の
と
お
り

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
（
午
前
10

時
）、男
女
共
同
参
画
社
会
の
ワ
ン
フ
レ
ー

ズ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
賞
作
品
表
彰
式

○
一
言
リ
レ
ー
（
午
前
10
時
30
分
）

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
午
前
11
時
～
正
午
）

…
登
録
団
体
に
よ
る
体
験
型
学
習

○
講
演（
午
後
１
時
～
２
時
30
分
）…「
不

平
等
で
先
の
見
え
な
い
社
会
を
若
い
女
性

た
ち
は
ど
う
生
き
て
い
る
か
」

○
交
流
会
（
午
後
２
時
50
分
）

○
パ
ネ
ル
展
示
…
登
録
団
体
に
よ
る
展
示

発
表

○
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
（
午
前
11
時
～
午
後

２
時
30
分
）

▽
参
加
費　

無
料
（
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
は

除
く
）

◎
保
育
し
ま
す
∧
６
か
月
～
就
学
前
の
子

ど
も
で
年
齢
に
よ
り
２
人
～
６
人
（
申
込

順
）、
無
料
、
11
月
17
日
（
金
）
ま
で
に

予
約
が
必
要
∨
。

申
込
・
問　

ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ
（
☎

８
０
０
・
５
７
８
９
）

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の 

ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
メ
ッ
セ
ー
ジ
決
定

∧
最
優
秀
作
品
∨

○「
料
理
す
る
パ
パ
の
笑
顔
は
金
メ
ダ
ル
」

小
野
文
さ
ん

※受診には、健康保険証・医療証などが必要です。

障 害 者 歯 科 診 療
毎週木曜日午後１時～５時・
第１・３火曜日午後１時～４時
※予約が必要、祝日・年末年始を除く。

毎週木曜日午前９時～正午
（祝日・年末年始を除く）
☎838・1638　℻838・0428
市内在住の障害のある人で、地域の
歯科診療所で治療が困難な人

保健福祉センター１階診療所

診療日時

予約受付

対　　象

場　　所

ふらっと ねやがわまつり
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人
　
権

∧
優
秀
作
品
∨

○
「
そ
れ
ぞ
れ
に　

色
鉛
筆
で
絵
を
か
こ

う　

い
ろ
と
り
ど
り
に　

共
同
参
画
」
内

山
策
郎
さ
ん

○
「
そ
れ
ぞ
れ
を
み
と
め
合
い
、協
力
し
、

未
来
を
築
こ
う
。」
福
井
俊
作
さ
ん

　

受
賞
作
品
は
、
チ
ラ
シ
・
情
報
誌
な
ど

に
掲
載
し
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
活

用
し
ま
す
。

問　

人
権
文
化
課

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を 

目
指
し
て

∧
12
月
４
日
～
10
日
人
権
週
間
∨

　

人
権
と
は
、
全
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が

ら
に
持
っ
て
い
る
人
間
ら
し
く
生
き
て
い

く
た
め
に
必
要
な
、
誰
か
ら
も
侵
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
大
切
な
権
利
で
す
。

　

一
人
一
人
が
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に

付
け
、
自
分
を
大
切
に
す
る
心
と
他
人
を

思
い
や
れ
る
心
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

∧
人
権
週
間
街
頭
啓
発
∨

▽
日
時　

12
月
４
日
（
月
）
午
後
６
時

▽
場
所　

寝
屋
川
市
駅
・
香
里
園
駅

∧
人
権
啓
発
の
作
品
展
∨

▽
日
時　

12
月
２
日
～
10
日
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時

▽
場
所　

市
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

▽
内
容　

①
人
権
冊
子
「
種
を
ま
こ
う
」

の
パ
ネ
ル
展
示
②
「
被
害
女
性
を
追
い
詰

め
る
、
二
次
被
害
を
な
く
そ
う
」
の
パ
ネ

ル
展
示
③
保
育
所
・
幼
稚
園
児
、
小
・
中

学
生
の
人
権
に
関
す
る
作
品
や
取
り
組
み

の
様
子
を
紹
介
す
る
展
示

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

問　

人
権
文
化
課

暴
力
は
犯
罪
で
す 

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

　

11
月
12
日
～
25
日
は
「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
週
間
」
と
し
て
全
国
で
運

動
が
行
わ
れ
ま
す
。　
　

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
Ｄ
Ｖ
）、
性
犯
罪
、
売
買
春
・
人
身
取
引
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど
は
、
人
権
を
侵
害
す
る
も

の
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

女性に対する
暴力根絶のための
シンボルマーク

∧
Ｄ
Ｖ
と
は
∨

○
身
体
的
暴
力
…
殴
る
、
蹴
る

○
精
神
的
暴
力
…
無
視
す
る
、
脅
か
す

○
性
的
暴
力
…
性
的
行
為
の
強
要

○
経
済
的
…
生
活
費
を
入
れ
な
い
、
外
で

働
く
こ
と
を
禁
止
す
る

○
社
会
的
暴
力
…
実
家
や
友
人
と
の
接
触

を
制
限
す
る
、
電
話
や
メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ

ク
な
ど

　

Ｄ
Ｖ
や
性
的
暴
力
を
受
け
た
被
害
女
性

に
対
し
て
、「
と
こ
と
ん
抵
抗
し
て
い
れ

ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
は
ず
」「
女
性
の

側
に
も
落
ち
度
が
あ
っ
た
の
で
は
」、
な

ど
の
言
葉
や
風
説
は
被
害
者
を
誹
謗
し
、

加
害
者
に
言
い
訳
を
与
え
る
二
次
被
害
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
女
性
の
心
の
悩
み
相
談
や
女
性

の
た
め
の
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

（
下
の
表
の
と
お
り
）。
ま
た
、
暴
力
を
ふ

る
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
悩
む
男
性
な
ど
の

悩
み
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※
期
間
中
は
、
寝
屋
川
市
駅
前
及
び
香
里

園
駅
前
で
の
街
頭
啓
発
や
ふ
ら
っ
と 

ね

や
が
わ
で
展
示
を
行
い
ま
す
。

∧
参
加
型
展
示
∨

　

は
ち
か
づ
き
ち
ゃ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
に

パ
ー
プ
ル
・
リ
ボ
ン
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
貼

り
ま
す
。

▽
期
間　

11
月
１
日
～
12
月
24
日

▽
場
所　

ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

問　

人
権
文
化
課

ふ
ら
っ
と
シ
ネ
マ 

「
ダ
ブ
ル
シ
フ
ト
～
パ
パ
の
子
育
て
奮

闘
記
～
」

　

12
月
３
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
、
ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ
、
母
親
か
ら

子
育
て
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、
戸
惑
う

父
親
を
描
い
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
コ
メ

デ
ィ
映
画
、
定
員
30
人
（
申
込
順
）、
参

加
無
料
。

◎
保
育
あ
り
ま
す
∧
６
か
月
～
就
学
前
の

子
ど
も
、
11
月
29
日
（
水
）
ま
で
に
予
約

が
必
要
∨
。

申
込
・
問　

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ふ
ら
っ

と 

ね
や
が
わ
（
☎
８
０
０
・
５
７
８
９
、

ＦＡＸ
８
０
０
・
５
４
８
９
）

ふ
ら
っ
と
ね
や
が
わ
市
民
企
画

∧
結
婚
し
な
い
男
女
、
結
婚
で
き
な
い
男

女
～
現
代
の
結
婚
事
情
か
ら
男
女
共
同
参

画
社
会
を
考
え
る
～
∨

　

12
月
９
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
、
ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ
研
修
室
、

定
員
40
人
（
先
着
順
）、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
「
新
日
本
婦
人

の
会
寝
屋
川
支
部
」（
☎
・
ＦＡＸ
８
２
３
・

７
４
１
１
）
又
は
ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ

（
☎
８
０
０
・
５
７
８
９
、
ＦＡＸ
８
０
０
・

５
４
８
９
）

○女性の心の悩み相談（カウンセリング、面接相談、要予約）…①毎週月曜日午
前９時30分～午後０時40分②毎週水曜日午後１時30分～４時40分③第３木曜
日のみ、ねやがわシティ・ステーションで実施、午後１時30分～４時40分、予
約専用電話☎800・5789

○女性の心の悩み相談（カウンセリング、電話相談）…毎週金曜日午後１時～５
時（電話受付は午後４時30分まで）、相談専用電話☎800・5584

○女性のための法律相談（面接相談、要予約）…第３火曜日午後１時30分～４時
30分、定員４人（申込順）、相談日の前日午前10時から予約専用電話☎800・
5790

問　ふらっと ねやがわ☎800・5789、ＦＡＸ800・5489

市の相談窓口
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11
月
女
子
会
ト
ー
ク

　

話
し
た
い
こ
と
、聞
い
て
み
た
い
こ
と
、

女
同
士
で
気
楽
に
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ

う
。

　

①
11
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
～

正
午
②
29
日
（
水
）
午
後
７
時
～
８
時
30

分
、
ふ
ら
っ
と 
ね
や
が
わ
、
女
性
10
人

程
度
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ
（
☎
８
０
０
・

５
７
８
９
）

子
育
て
・
教
育

平
成
30
年
度
留
守
家
庭
児
童
会 

入
会
案
内

　

留
守
家
庭
児
童
会
は
全
市
立
24
小
学
校

で
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

平
成
30
年
４
月
１
日
に
市
内
在

住
・
在
学
の
小
学
生

▽
入
会
資
格　

保
護
者
が
労
働
な
ど
で
１

か
月
に
15
日
以
上
、
年
間
を
通
し
て
平
日

の
昼
間
に
不
在
と
な
り
、
児
童
の
健
全
な

育
成
を
必
要
と
し
、
保
護
者
又
は
保
護
者

に
代
わ
る
大
人
が
必
ず
児
童
を
迎
え
に
来

る
こ
と
が
で
き
る
家
庭

▽
入
会
申
請
書
な
ど
の
配
布　

11
月
１
日

（
水
）
か
ら
の
午
後
０
時
30
分
～
６
時
30

分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
に
入

会
希
望
の
留
守
家
庭
児
童
会
又
は
青
少
年

課
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
青
少
年
課
」
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

申
込　

12
月
１
日
～
15
日
の
午
後
０
時
30

分
～
６
時
30
分
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

に
直
接
、
入
会
希
望
の
留
守
家
庭
児
童
会

※
入
会
は
低
学
年
か
ら
優
先
し
、
定
員
を

超
え
た
と
き
は
待
機
と
な
り
ま
す
。

問　

各
留
守
家
庭
児
童
会
又
は
青
少
年
課

市
小
中
学
校
英
語
教
育
特
別
推
進 

地
域
研
究
発
表
会

　
「
み
ん
な
と
つ
な
が
る
、
世
界
と
つ
な

が
る
外
国
語
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
新
学
習

指
導
要
領
の
実
施
に
向
け
研
究
授
業
を
公

開
し
ま
す
。

▽
日
時　

①
11
月
10
日
（
金
）
午
後
２
時

②
11
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

▽
場
所　

①
市
立
第
四
中
学
校
②
市
立
市

民
会
館

問　

教
育
指
導
課

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
・
コ
ン
テ
ス
ト

　

市
立
中
学
生
が
英
語
で
自
分
の
思
い
や

考
え
を
発
表
し
ま
す
。

▽
日
時　

平
成
30
年
１
月
13
日
（
土
）
午

後
２
時

▽
場
所　

ア
ル
カ
ス
ホ
ー
ル

問　

教
育
指
導
課

読
書
の
じ
か
ん

　

11
月
18
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３
時
、

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
幼
児
と
保
護
者
・

小
学
生
、
参
加
無
料
。

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

元
気
っ
子
ラ
ン
ド

　

①
11
月
18
日
（
土
）
午
後
３
時
～
４
時

…
科
学
遊
び
②
29
日
（
水
）
午
後
３
時
30

分
～
４
時
30
分
…
折
り
紙
工
作
、
市
立
エ

ス
ポ
ア
ー
ル
、
幼
児
と
保
護
者
・
小
学
生
、

参
加
無
料
。

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

伝
承
あ
そ
び
（
工
作
）

　

11
月
11
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３
時
、

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
幼
児
と
保
護
者
・

小
学
生
、
参
加
無
料
。

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

子
育
て
応
援 

～
肩
の
力
を
抜
い
て
楽
し
も
う
よ
～

　

11
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時
～
11
時
、

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
今
か
ら
使
え
る
子

育
て
の
話
、
市
内
在
住
の
子
育
て
中
の
保

護
者
15
人
（
申
込
順
、
同
伴
可
）、
参
加

無
料
。

申
込
・
問　

11
月
１
日
～
21
日
に
直
接
窓

口
又
は
電
話
で
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎

８
２
８
・
４
１
４
１
）

【広告】
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健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

人
　
権

子
育
て
は
親
育
ち

∧
Ｕ
Ｖ
レ
ジ
ン
の
チ
ャ
ー
ム
作
り
∨

　

12
月
４
日
（
月
）
午
前
10
時
～
11
時
30

分
、市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、レ
ジ
ン
を
使
っ

て
小
物
作
り
を
体
験
し
ま
す
、
市
内
在
住

の
小
学
生
ま
で
の
保
護
者
15
人（
申
込
順
、

申
し
込
み
が
５
人
未
満
の
と
き
は
中
止
）、

参
加
費
１
０
０
０
円
。

◎
保
育
あ
り
ま
す
（
２
歳
～
就
学
前
の
子

ど
も
１
人
４
０
０
円
）。

申
込
・
問　

11
月
１
日
～
21
日
に
直
接
窓

口
又
は
電
話
で
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎

８
２
８
・
４
１
４
１
）

ク
リ
ス
マ
ス
親
子
パ
ン
教
室

　

12
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分
、
市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
階
栄
養
指
導
室
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
パ
ン

作
り
、
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
と
保

護
者
14
組
（
申
込
順
）、
材
料
費
２
０
０

０
円
（
親
子
２
人
分
、
１
人
追
加
の
と
き

は
１
０
０
０
円
増
し
）、
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾
・
布
巾
２
枚
・
麺
棒
・
は
さ
み
を
持
っ

て
来
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

11
月
３
日
～
30
日
に
材
料
費

を
持
っ
て
直
接
、
市
立
中
央
公
民
館
の
窓

口
（
☎
８
３
８
・
０
１
８
９
）

ク
リ
ス
マ
ス
会

　

12
月
９
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
、
市
立
中
央
公
民
館
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム

鑑
賞
と
体
験
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
市
内
在

住
の
小
学
生
以
下
と
保
護
者
20
組
（
申
し

込
み
が
多
い
と
き
は
抽
選
）。

申
込
・
問　

12
月
１
日
（
金
）
ま
で
に
直

絵本「森のかんづめ」英語対訳版を
出版した中條さん

　阪神・淡路大震災で犠牲に
なった妹の聖子さん（当時29
歳）の童話「森のかんづめ」
は、自然の大切さが心にしみ
る 「 小 さ な 国 」 の 王 様 の 物
語。医師の中條鉃子さん（58
歳）は、震災２年後に絵本と
して出版していましたが、今
年８月、新たに英語対訳版を
出しました。
　聖子さんは、中條さんを追うよ
うに医師になって５年目。両親ら
と暮らしていた神戸市内の自宅
で、倒れた家具の下敷きになり
ました。幼い頃から、本を読み作
文を書くのが好きで、「人を勇気
付け、楽しませる童話やファンタ
ジーを書きたい。簡単なことでは

ないから、しっかりした職業を持っ
ていないといけない」と医師を志
したそうです。
　初版を出してから14年後の
2011年、東日本大震災が起
きました。中條さんは、被災
地の子どもたちを励まそうと
2,300冊を増刷。東北地方の小
学校などに贈りました。改め
て反響が広がった中に「海外
の人にも読んでもらったら」
という声があったそうです。
出版社に翻訳者を紹介しても
らい、英訳版にこぎ着けまし
た。
　「森のかんづめ」は、美し
い 森 の 中 で 人 々 が つ つ ま し
く、仲良く暮らしている小さ
な国の王様が、森を切り開い
て豊かになった大きな国の王
様に招かれ、小さな国に自慢
で き る も の は と 悩 ん だ あ げ
く、森のきれいな空気はかけ
がえのないもの、と気付くお
話です。
　中條さんにとって絵本は聖
子 さ ん が 生 き た 証 し で し た
が、そこに込められた自然を
愛する気持ちは世界の人にも
届けたいメッセージだと感じ
ています。「いろんなところ
で大気や海が汚染されて問題
になっているので、共感して
もらえるのではないでしょう
か」と話します。

震災で亡くなった妹
を思い、遺作の童話
絵本の英訳版を出版

中條鉃子さん（香里本通町）

「地域子育て支援拠点」のイベントは
38～ 39ページを見てください。
「地域子育て支援拠点」のイベントは
38～ 39ページを見てください。

て子育地域で地域で
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接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立
中
央
公
民
館

（
☎
８
３
８
・
０
１
８
９
）

冬
休
み
わ
く
わ
く
学
び
ク
ラ
ブ

　

12
月
25
日
～
28
日
・
平
成
30
年
１
月
４

日
～
５
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

（
計
６
回
）、
市
立
学
び
館
、
運
動
や
体
験

学
習
な
ど
、
定
員
20
人
（
申
込
順
）、
材

料
費
３
０
０
０
円
と
保
険
料
８
０
０
円

（
夏
休
み
に
申
し
込
ん
だ
人
は
保
険
料
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
）
が
必
要
。

申
込
・
問　

往
復
は
が
き
に
講
座
名
、
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、

学
校
名
、学
年
を
書
い
て
11
月
15
日
（
水
）

＝
必
着
＝
ま
で
に
市
立
学
び
館
（
〒
572
―

０
８
６
３
明
和
一
丁
目
13
番
23
号
☎
８
２

２
・
３
３
１
１
）

入
園
・
入
学

平
成
30
年
度  

保
育
施
設（
保
育
所・

認
定
こ
ど
も
園・事
業
所
内
保
育
事

業
所
）の
利
用

∧
４
月
利
用
申
請
及
び
必
要
書
類
の
提
出

は
11
月
30
日
（
木
）
ま
で
∨

▽
保
育
の
必
要
性
の
認
定　

保
護
者
が
次

の
い
ず
れ
か
の
理
由
で
子
ど
も
の
保
育
が

で
き
な
い
と
き

○
勤
務
や
自
営
業
な
ど
で
月
64
時
間
以
上

働
い
て
い
る

○
病
気
や
心
身
に
障
害
が
あ
る

○
病
気
や
心
身
に
障
害
の
あ
る
同
居
の
親

族
の
看
護
や
介
護
な
ど

※
ほ
か
の
理
由
で
子
ど
も
の
保
育
が
で
き

な
い
人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

①
国
松
保
育
園
は
３
か
月
～
３

歳
児
②
香
里
幼
稚
園
・
や
ま
な
み
幼
稚
園

の
保
育
所
部
分
は
１
歳
児
～
就
学
前
③
旭

学
園
第
二
幼
稚
園
の
保
育
所
部
分
は
２
歳

児
～
就
学
前
④
お
ひ
さ
ま
保
育
園
は
６
か

月
～
２
歳
児
⑤
そ
の
ほ
か
の
保
育
施
設
は

３
か
月
～
就
学
前

▽
保
育
料　

４
月
～
８
月
は
世
帯
の
前
年

度
市
民
税
額
、
９
月
～
３
月
は
世
帯
の
現

年
度
市
民
税
額
で
決
定

※
保
育
施
設
の
保
育
料
は
全
て
同
じ
で

す
。

▽
保
育
施
設
一
覧　

27
ペ
ー
ジ
の
表
の
と

お
り

∧
保
育
所
か
ら
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
∨

▽
移
行
予
定
保
育
施
設　

池
田
保
育
園
・

桜
木
保
育
園
・
も
く
れ
ん
保
育
園
が
平
成

30
年
度
か
ら
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

へ
移
行
予
定
で
す

問　

保
育
課

就
学
時
健
康
診
断

　

11
月
30
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
、
市
立
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
、
歯

科
・
内
科
・
視
力
検
査
、
平
成
30
年
度
に

小
学
校
に
就
学
す
る
児
童
で
市
内
の
幼
稚

園
・
保
育
所
な
ど
で
受
診
で
き
な
か
っ
た

子
ど
も
。

※
車
で
の
来
場
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

問　

学
務
課

小
学
校
就
学
児
童
の
学
校
選
択
制

　

平
成
30
年
度
に
小
学
校
に
就
学
す
る
児

童
が
、
市
の
指
定
す
る
市
立
小
学
校
（
指

定
校
）
と
同
じ
市
立
中
学
校
区
内
に
あ

る
、
も
う
一
つ
の
市
立
小
学
校
（
選
択
可

能
校
）
を
保
護
者
・
児
童
の
ニ
ー
ズ
に
よ

り
選
択
で
き
ま
す
。
対
象
児
童
の
保
護
者

に
学
校
選
択
制
利
用
申
請
書
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。

※
①
詳
し
く
は
郵
送
し
た
「
学
校
選
択
制

実
施
要
領
」
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
学

務
課
」
を
見
て
く
だ
さ
い
②
学
校
選
択
制

の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問　

学
務
課
（
☎
８
１
３
・
０
０
７
２
）

子
ど
も
・
親
子

な
か
よ
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

11
月
17
日
（
金
）
午
前
10
時
20
分
～
11

時
30
分
（
受
付
は
午
前
10
時
か
ら
）、
市

立
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
親
子
ダ

ン
ス
「
親
子
で
遊
ぼ
う
」、
参
加
無
料
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込　

当
日
直
接

問　

保
育
課

乳
幼
児
と
保
護
者
の
た
め
の 

健
康
づ
く
り
実
践
講
座

　

12
月
26
日
（
火
）
午
前
10
時
～
11
時
30

【広告】
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ア
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ポ
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文
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交
流

公
共
機
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ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 29年 11月号

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

分
（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
）、
市

立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
集
団
検
診

室
、
講
話
「
冷
え
な
い
体
の
つ
く
り
方
」・

実
技
「
生
き
生
き
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
」、

乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
30
人
（
申
込
順
）。

◎
保
育
あ
り
ま
す
（
６
か
月
～
就
学
前
の

子
ど
も
20
人
）。

申
込
・
問　

11
月
１
日
～
12
月
25
日
に
直

接
窓
口
又
は
電
話
で
健
康
推
進
室

ふ
れ
あ
い
広
場

　

11
月
29
日
（
水
）
午
後
２
時
30
分
～
４

時
、
市
立
中
央
公
民
館
、
舞
台
発
表
・
パ

ネ
ル
展
示
・
人
形
劇「
森
の
カ
ー
ラ
ン
コ
」。

申
込
　
当
日
直
接

問　

学
務
課

体
操
ひ
ろ
ば

　

11
月
６
日
（
月
）・
22
日
（
水
）
午
前

11
時
～
11
時
10
分
、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー

ル
、
幼
児
向
け
の
曲
に
合
わ
せ
て
体
を
動

か
す
、
乳
幼
児
と
保
護
者
、
参
加
無
料
。

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）　

に
こ
に
こ
ラ
ン
ド

　

11
月
22
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
～
11

時
、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
お
絵
描
き
し

よ
う
、
乳
幼
児
と
保
護
者
、
参
加
無
料
。

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

誕
生
会

　

毎
日
（
第
３
日
曜
日
休
館
を
除
く
）
午

前
11
時
30
分
～
正
午
、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー

ル
、
カ
ー
ド
・
手
形
・
身
体
計
測
、
11
月

施設名 所　在 電話番号

さくら保育所 対馬江西町15番16号 829・0540

たんぽぽ保育所 打上南町2番1号 823・2433

さつき保育所 三井が丘四丁目10番1号 823・7141

さざんか保育所 寿町15番6号 834・1555

コスモス保育所 長栄寺町22番13号 828・9111

あざみ保育所 下木田町16番53号 823・1367

公立保育所

施設名 所　在 電話番号

池田すみれこども園 池田一丁目20番15号 828・5733

認定こども園本町こども園本町13番3号 823・1212

認定こども園太陽保育園 高柳四丁目６番23号 827・1291

認定こども園
きんもくせい保育園 木屋町6番3号 833・1717

認定こども園
アカシヤ保育園 石津南町13番10号 827・2324

認定こども園
第３きんもくせい保育園 河北西町18番1号 822・0707

ねやがわ寝屋の森
こども園 寝屋一丁目19番10号 822・0045

認定こども園
第２アカシヤ保育園 打上宮前町6番26号 825・1922

認定こども園
香里幼稚園 東香里園町31番3号 832・5241

（仮称）認定こども園
池田保育園 池田本町4番10号 827・3456

（仮称）認定こども園
桜木保育園 桜木町6番11号 829・5921

（仮称）認定こども園
もくれん保育園 錦町21番6号 827・1330

（仮称）認定こども園
旭学園第二幼稚園 黒原旭町5番5号 826・2485

（仮称）認定こども園
やまなみ幼稚園 梅が丘一丁目5番1号 821・0864

私立認定こども園（保育所部分）

施設名 所　在 電話番号

国松保育園 国松町39番3号 821・6123

豊野保育園 豊野町2番36号 821・2150

寝屋川東保育園 秦町34番11号 821・0533

常盤学園保育所 小路南町16番13号 824・5055

寝屋川めぐみ保育園 緑町13番20号 833・0020

寝屋川なかよし保育園 長栄寺町6番18号 829・0948

明徳保育園 明徳二丁目11番18号 822・0841

仁和寺保育園 仁和寺本町六丁目7番2号 827・8060

ゆりかご保育園 点野四丁目1番32号 827・5555

こまどり保育園 仁和寺本町三丁目12番
20号 838・1515

神田保育園 上神田一丁目26番27号 838・0234

エルミン保育園 黒原橘町14番23号 838・0415

打上保育園 梅が丘一丁目5番35号 821・1129

石津保育園 石津東町20番20号 829・0800
第２寝屋川
なかよし保育園（夜間） 長栄寺町6番18号 829・0948

こっこ保育園 中木田町13番5号 820・3939

あやめ保育園 萱島南町12番3号 822・1318

ひまわり保育園 松屋町12番10号 831・4764

かえで保育園 中神田町2番2号 829・8218

たちばな保育園 木田町2番8号 821・0126

なでしこ保育園 美井元町28番3号 832・3777

しらゆり保育園 堀溝北町25番1号 822・3935

すずらん保育園 高柳五丁目28番1号 827・5544

大阪聖母保育園 東香里園町9番6号 802・5610

ひなぎく保育園 木田元宮一丁目
13番12号 824・3886

民間保育所（園）

施設名 所　在 電話番号
おひさま保育園 宇谷町1番36号 824・1005

事業所内保育事業所（地域枠）

※池田保育園以下5園は、平成30年4月に認定こども園に移行
予定です。
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生
ま
れ
の
乳
幼
児
、
参
加
無
料
。

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）　

絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　

11
月
22
日
（
水
）・
27
日
（
月
）
午
前

11
時
10
分
～
11
時
30
分
、
市
立
エ
ス
ポ

ア
ー
ル
、
乳
幼
児
と
保
護
者
、
参
加
無
料
。

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

ほ
ほ
え
み
タ
イ
ム　

　

11
月
６
日
（
月
）
午
前
11
時
10
分
～
11

時
30
分
、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
手
遊
び
・

触
れ
合
い
遊
び
・
絵
本
、
乳
幼
児
と
保
護

者
、
参
加
無
料
。

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）青

　少

　年

知
育
ゲ
ー
ム
「
算
数
ゲ
ー
ム
」

　

12
月
25
日
～
26
日
の
午
前
10
時
～
11
時

30
分
（
計
２
回
）、
市
立
学
び
館
、
小
学

校
３
年
生
～
６
年
生
10
人
（
申
込
順
）、

参
加
費
２
０
０
円
。

申
込
・
問　

11
月
30
日
～
12
月
７
日
に
直

接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立
学
び
館
（
☎
８

２
２
・
３
３
１
１
）

囲
碁
・
将
棋
ひ
ろ
ば

　

11
月
25
日
（
土
）
午
後
２
時
40
分
～
３

時
40
分
、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
小
・
中

学
生
、
参
加
無
料
。

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

市
民
体
育
館

市
民
体
育
館
杯
兼 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
団
体
戦

　

12
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時
15
分
、
男

子
の
部
・
女
子
の
部
（
い
ず
れ
も
３
ダ
ブ

ル
ス
）、
小
学
生
以
上
の
男
女
６
人
以
上

で
、
協
会
登
録
団
体
の
会
員
で
構
成
す
る

チ
ー
ム
（
申
込
時
に
登
録
可
）、
参
加
費

１
チ
ー
ム
…
一
般
４
５
０
０
円
・
小
学
生

～
高
校
生
２
０
０
０
円
（
当
日
納
付
）。

申
込　

所
定
の
用
紙
を
直
接
窓
口
又
は
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
11
月
27
日
（
月
）
午
後
４

時
＝
必
着
＝
ま
で
に
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
事
務
局
（
〒
572
―
０
８
２
３
下
木
田
町

16
番
16
号
市
立
市
民
体
育
館
内
、
ＦＡＸ
８
２

２
・
６
８
０
０
）

※
公
開
抽
選
…
11
月
27
日
（
月
）
午
後
７

時
30
分
、
市
立
市
民
体
育
館
集
会
室
。

問　

磯
部（
☎
06
・
６
９
３
３
・
５
５
６
４
）

親
善
交
流
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
大
会

　

12
月
17
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
、チ
ー

ム
別
対
抗
ダ
ブ
ル
ス
戦
、
市
内
在
住
・
在

職
・
在
学
の
中
学
生
以
上
の
人
（
１
人
で

の
申
し
込
み
可
）、
参
加
費
１
人
１
０
０

０
円
（
当
日
納
付
）。

申
込　

大
会
名
、
チ
ー
ム
名
、
全
員
の
氏

名
、
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
書
い
た
も
の
を
直
接
窓
口
又
は
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
12
月
３
日
（
日
）
＝
必
着
＝
ま

で
に
市
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局

（
〒
572
―
０
８
２
３
下
木
田
町
16
番
16
号

市
立
市
民
体
育
館
内
、
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８

０
０
）

問　

松
本
（
☎
８
３
４
・
８
２
５
２
）

レ
デ
ィ
ー
ス
卓
球
大
会
団
体
戦

　

12
月
16
日
（
土
）
午
前
９
時
15
分
、
１

チ
ー
ム
３
人
（
ダ
ブ
ル
ス
・
シ
ン
グ
ル
ス
・

ダ
ブ
ル
ス
）、
参
加
費
１
チ
ー
ム
３
０
０

０
円
。

申
込　

所
定
の
用
紙
を
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
11
月
29
日
（
水
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
卓

球
協
会
事
務
局
（
〒
572
―
０
８
２
３
下
木

田
町
16
番
16
号
市
立
市
民
体
育
館
内
、
ＦＡＸ

８
２
２
・
６
８
０
０
）

問　

北
野
（
☎
８
１
２
・
５
５
５
５
）

寝
屋
川
オ
ー
プ
ン 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　

12
月
24
日
（
日
）
午
前
９
時
、
男
子
・

女
子
①
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
②
ダ
ブ
ル
ス
１

部
・
２
部
（
社
会
人
リ
ー
グ
３
部
以
下
又

は
50
歳
以
上
）、
１
人
１
種
目
、
参
加
費

…
①
一
般
１
６
０
０
円
・
高
校
生
以
下
８

０
０
円
②
１
ペ
ア
一
般
３
２
０
０
円
・
高

校
生
以
下
１
６
０
０
円
（
当
日
納
付
）。

申
込　

大
会
名
、
参
加
種
目
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
書
い
た
も
の
を
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
12
月
９
日
（
土
）
ま
で
に
市
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
事
務
局（
市
立
市
民
体
育
館
内
、

ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８
０
０
）

問　

西
野
（
☎
０
５
０
・
３
５
５
４
・
０

７
２
３
）

【広告】
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ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
講
習
会

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
新
規
に
利
用
す
る

人
は
、
講
習
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
時
間

に
遅
れ
る
と
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

　

①
12
月
９
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
～

８
時
②
15
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
③
17
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～
11
時
、

16
歳
以
上
の
人
30
人
（
申
込
順
）、
受
講

料
３
５
０
円
（
利
用
許
可
証
・
テ
キ
ス
ト

代
、
当
日
納
付
）、
写
真
・
上
靴
・
住
所

を
確
認
で
き
る
免
許
証
な
ど
が
必
要
。

申
込
・
問　

開
始
日
の
前
日
ま
で
に
直
接

窓
口
又
は
電
話
で
市
立
市
民
体
育
館
（
☎

８
２
４
・
５
８
５
８
）

池
の
里
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

池
の
里
ク
ラ
ブ

∧
小
学
生
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
∨

　

11
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
～
11
時
、

楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
仲
間
づ
く
り
を
体
験
し
ま
す
、
小
学

校
１
年
生
～
３
年
生
10
人
（
申
込
順
）。

申
込　

11
月
１
日
（
水
）
午
前
10
時
か
ら

電
話

∧
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
Ｄ
ａ
ｙ
∨

　

11
月
23
日
（
祝
）
午
前
10
時
～
午
後
４

時
、
内
容
は
上
の
表
の
と
お
り
。

※
①
お
に
ぎ
り
な
ど
の
軽
食
販
売
が
あ
り

ま
す
②
上
靴
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

申
込　

当
日
直
接

∧
か
ら
だ
講
座
∨

　

11
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時
～
11
時
30

分
、「
健
康
に
な
る
力
」
を
学
び
ま
す
、

定
員
30
人
（
申
込
順
）。

申
込　

11
月
１
日
（
水
）
午
前
10
時
か
ら

電
話

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

　

い
ず
れ
も
参
加
無
料
。

問　

池
の
里
ク
ラ
ブ
事
務
局（
☎
８
３
９
・

７
０
０
４
）

市
民
体
育
大
会 

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
・
混
合
の
部

　

12
月
10
日
（
日
）
午
後
０
時
30
分
（
受

付
は
午
後
０
時
10
分
か
ら
）、
混
合
の
部

（
コ
ー
ト
内
に
女
子
が
１
人
以
上
）、
市
内

在
住
・
在
職
・
在
学
の
人
で
構
成
す
る
４

人
～
８
人
の
チ
ー
ム
（
中
学
生
以
下
を
除

く
）、
参
加
費
１
人
２
０
０
円
（
当
日
納

付
）。

※
①
個
人
の
参
加
も
で
き
ま
す
②
組
み
合

わ
せ
は
協
会
事
務
局
で
抽
選
し
ま
す
。

申
込　

所
定
の
用
紙
を
直
接
窓
口
又
は
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
11
月
27
日
（
月
）
＝
必
着

＝
ま
で
に
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
事
務
局

（
〒
572
―
０
８
２
３
下
木
田
町
16
番
16
号

市
立
市
民
体
育
館
内
、
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８

０
０
）

問　

貞
兼
（
☎
８
２
８
・
４
３
９
３
）

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

乳
幼
児
と
親
の
自
然
体
験
活
動 

「
す
く
す
く
の
あ
」

　

12
月
の
月
～
金
曜
日
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分
（
現
地
集
合
・
解
散
、
休
所
日

を
除
く
）、
落
ち
葉
を
使
っ
て
遊
ぼ
う
、

自
然
体
験
活
動
に
興
味
の
あ
る
２
歳
ま
で

の
子
ど
も
と
保
護
者
10
組
（
申
込
順
）、

参
加
費
…
月
３
０
０
０
円
（
初
回
の
み
体

験
参
加
費
２
０
０
円
が
別
に
必
要
）。

申
込
・
問　

11
月
20
日
（
月
）
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
９
１
０
）

親
子
の
あ
キ
ャ
ン
プ

　

12
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
～
午

後
３
時
30
分
、
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
で
手
作

り
ピ
ザ
・
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
、
定

員
30
人
（
申
込
順
、
子
ど
も
は
保
護
者
同

伴
）、
参
加
費
…
市
内
在
住
の
３
歳
～
小

学
生
２
０
０
０
円
・
中
学
生
以
上
２
５
０

０
円
、市
外
在
住
の
人
は
２
０
０
円
増
し
。

申
込
・
問　

11
月
14
日
（
火
）
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
９
１
０
）

の
あ
冬
休
み
小
学
生
キ
ャ
ン
プ

∧
ま
っ
て
ま
し
た

の
あ
の
ハ
ッ
ピ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
∨

　

12
月
26
日
～
27
日
の
午
前
11
時
～
午
後

３
時
30
分
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
・

記
念
品
工
作
な
ど
、
小
学
生
50
人
（
申
込

順
）、
参
加
費
…
市
内
在
住
の
人
１
万
１

０
０
０
円
・
市
外
在
住
の
人
１
万
１
５
０

０
円
（
食
費
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
費
・
保
険
料

な
ど
を
含
む
）。

※
①
現
地
集
合
・
解
散
又
は
寝
屋
川
市
駅

前
～
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
送
迎
バ
ス

（
往
復
の
バ
ス
代
と
し
て
２
０
０
０
円
が

別
に
必
要
）
が
利
用
で
き
ま
す
②
申
し
込

み
後
に
詳
し
い
案
内
を
送
り
ま
す
③
キ
ャ

※①雨天のとき、屋外プログラムは中止します②体力測定は 50 メートル走
から始めます、午後１時 50 分に集合してください。

体育施設
時間 アリーナ グラウンド サブ

グラウンド

午前10時～11時30分 チャレンジアス
レチック（巨大
バランスボード、
ロッククライミ
ング、ターザン
ロープなど）

グラウンド・ゴルフ フットサル

正午～午後１時30分 ドッジボール ラクロス

午後２時～３時 体力測定（50 メートル
走、反復横跳びなど）

午後３時～４時 運動会
（リレー、玉入れなど）

エンジョイスポーツDay

エンジョイスポーツＤａｙ
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ン
プ
の
活
動
内
容
は
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

申
込
・
問　

11
月
10
日
（
金
）
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
９
１
０
）

寝
屋
川
公
園

ク
リ
ス
マ
ス
ミ
ッ
ク
ス
テ
ニ
ス
大
会

　

12
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時
＝
雨
天
中

止
、
混
合
ダ
ブ
ル
ス
①
Ａ
・
Ｂ
級
ク
ラ
ス

…
９
組
②
初
級
・
中
級
ク
ラ
ス
…
39
組
③

95
歳
以
上
ク
ラ
ス
…
15
組
④
１
１
０
歳
以

上
ク
ラ
ス
…
６
組
（
③
④
は
合
計
年
齢
）、

協
会
登
録
者
（
登
録
金
５
０
０
円
、
随
時

登
録
可
・
申
し
込
み
が
多
い
と
き
は
抽

選
）、
２
試
合
以
上
参
加
可
、
参
加
費
１

組
４
０
０
０
円
（
当
日
納
付
、
棄
権
の
と

き
も
参
加
費
を
納
付
）。　

申
込　

所
定
の
用
紙
又
は
大
会
名
、種
目
、

チ
ー
ム
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
書
い
た
も
の
を
直
接
窓
口
又
は
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
11
月
１
日
～
12
月
１
日
＝

必
着
＝
に
市
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局
（
〒
572

―
０
８
２
３
下
木
田
町
16
番
16
号
市
立
市

民
体
育
館
内
、
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８
０
０
）

問　

小
林
（
☎
０
９
０
・
９
２
８
７
・
７

４
６
６
）

ほ
か
の
場
所
で
の
催
し

茨
田
い
ち
ょ
う
ま
つ
り

　

11
月
23
日
（
祝
）
午
前
10
時
～
午
後
３

時
、
茨
田
樋
遺
跡
水
辺
公
園
・
淀
川
左
岸

幹
線
水
路
（
点
野
一
丁
目
）、
Ｅ
ボ
ー
ト

乗
船
体
験
会
（
午
前
10
時
～
正
午
）・
水

辺
交
流
会
・
秋
の
実
り
を
味
わ
う
会
（
午

後
０
時
30
分
～
３
時
）。

問　

河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
事
務
局
（
☎
８
６

１
・
６
８
０
１
＝
平
日
午
前
９
時
～
午
後

５
時
）
又
は
「
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
」・
玉

井
（
☎
０
９
０
・
２
１
０
０
・
９
２
７
６
）、

「
ね
や
川
水
辺
ク
ラ
ブ
」・
立
川
（
☎
０
９

０
・
２
３
８
２
・
７
３
５
６
）、
市
水
・

み
ど
り
室
（
河
川
担
当
）

天
体
観
測
イ
ベ
ン
ト
「
星
の
学
校
」

　

12
月
13
日
（
水
）・
14
日
（
木
）
の
午

後
７
時
30
分
～
９
時
＝
雨
天
決
行
、
四
條

畷
市
立
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
集
合
・
解

散
）、
天
体
観
測
の
話
や
望
遠
鏡
で
の
観

望
、
定
員
各
15
人
（
申
込
順
）、
参
加
費

８
０
０
円
。

申
込
・
問　

11
月
15
日
（
水
）
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
９
１
０
）

市
民
体
育
大
会
マ
ラ
ソ
ン
の
部

　

12
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
（
午
前
９

時
30
分
集
合
）、
淀
川
河
川
公
園
太
間
地

区
、
①
一
般
男
子
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
・
10

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
②
一
般
女
子
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
・
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
③
中
学
校
２
年

生
・
３
年
生
男
子
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
④
中

学
校
１
年
生
男
子
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
⑤
中

学
校
２
年
生
・
３
年
生
女
子
２
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
⑥
中
学
校
１
年
生
女
子
２
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
⑦
小
学
生
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
⑧
健
康

マ
ラ
ソ
ン
の
部
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
い
ず

れ
も
市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
小
学
生

以
上
の
人
（
⑧
の
親
子
参
加
は
幼
児
か
ら

可
）、
参
加
費
１
人
３
０
０
円
（
中
学
生

以
下
は
無
料
、
当
日
納
付
）。

※
中
学
生
の
上
位
入
賞
者
は
、
寝
屋
川

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
推
薦
し
ま
す
。

申
込　

大
会
名
、
種
目
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
た
も
の
を
直
接
窓
口
又

は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
11
月
23
日
（
祝
）
＝

必
着
＝
ま
で
に
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

（
〒
572
―
０
８
２
３
下
木
田
町
16
番
16
号

市
立
市
民
体
育
館
内
、
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８

０
０
）

問　

坂
根
（
☎
８
５
２
・
６
２
１
６
）

文
化
・
交
流

中
央
公
民
館
利
用
団
体
の 

登
録
説
明
会

　

11
月
17
日
（
金
）
午
後
７
時
～
８
時
、

市
総
合
セ
ン
タ
ー
４
階
第
２
研
修
室
、
平

成
30
年
度
の
登
録
を
希
望
す
る
団
体
は
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
29
年
度
中
に
一
定
期
間
、
利
用
実

績
の
あ
る
団
体
に
限
り
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

市
立
中
央
公
民
館
（
☎
８
３
８
・
０

１
８
９
）

ね
や
が
わ
バ
ラ
エ
テ
ィ
倶
楽
部

　

11
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
・
午

後
１
時
30
分
、市
立
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
、

映
画
「
オ
ケ
老
人
！
」、
前
売
り
９
０
０

円
（
65
歳
以
上
は
８
０
０
円
）、
当
日
は

そ
れ
ぞ
れ
２
０
０
円
増
し
。

申
込
・
問　

直
接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立

市
民
会
館
（
☎
８
２
３
・
１
２
２
１
）

多
文
化
交
流
ひ
ろ
ば

∧
ス
ペ
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
コ
留
学
体
験
記
∨

　

11
月
24
日
（
金
）
午
後
２
時
、
市
立
市

民
会
館
２
階
第
２
会
議
室
、
市
内
在
住
・

在
職
・
在
学
の
外
国
人
・
日
本
人
30
人
（
申

込
順
）、
参
加
無
料
。

申
込　

11
月
22
日
（
水
）
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
寝
屋
川
市
国
際
交
流
協
会
」（
☎

８
１
１
・
５
９
３
５
＝
日
・
月
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）

問　

市
国
際
交
流
協
会
又
は
市
市
民
活
動

振
興
室

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

　

11
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４

時
、市
立
市
民
会
館
１
階
…
イ
ベ
ン
ト（
民

舞
・
コ
ー
ラ
ス
・
ダ
ン
ス
ほ
か
）・
生
け

花
体
験
、
４
階
…
パ
ネ
ル
展
示
（
販
売
あ

り
）・
イ
ベ
ン
ト
（
寸
劇
・
ジ
ャ
グ
リ
ン

茨田いちょうまつり
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

人
　
権

子
育
て
・
教
育

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 29年 11月号

文
化
・
交
流

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

グ
・
お
楽
し
み
会
ほ
か
）・
体
験
（
手
作

り
お
も
ち
ゃ
・
映
像
編
集
・
血
管
年
齢
測

定
ほ
か
）・
コ
ー
ヒ
ー
・
パ
ン
な
ど
の
販
売
、

参
加
無
料
。

※
①
実
費
が
必
要
な
催
し
も
あ
り
ま
す
②

車
で
の
来
場
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

問　

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
１

２
・
１
１
１
６
）

市
民
活
動
交
流
会

　

11
月
９
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
、
市
立
市
民
会
館
４
階
第
13
会
議
室
、

市
民
と
市
民
活
動
団
体
が
自
由
に
意
見
や

情
報
を
交
換
、
参
加
費
１
０
０
円
（
お
茶

代
）。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
１

２
・
１
１
１
６
）

市
指
定
文
化
財
の
特
別
公
開

∧
絹
本
着
色
方
便
法
身
尊
像
（
絵
画
・
室

町
時
代
）
∨

　

阿
弥
陀
如
来
（
あ
み
だ
に
ょ
ら
い
）
を

描
い
た
仏
教
絵
画
で
、
文
亀
２
年
（
１
５

０
２
年
）
に
下
付
さ
れ
た
こ
と
が
裏
書
き

に
記
さ
れ
て
お
り
、
市
内
最
古
の
年
号
を

持
つ
絵
画
で
す
。

▽
日
時　

11
月
10
日
～
13
日
の
午
前
10
時

～
午
後
４
時

▽
場
所　

西
正
寺
本
堂
（
太
間
町
11
番
16

号
）

▽
拝
観
料　

無
料

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
室

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
ー
ト
ピ
ク
ニ
ッ
ク

　

11
月
５
日
（
日
）
午
後
１
時
～
５
時
、

市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
、
女
性
グ

ル
ー
プ
な
ど
に
よ
る
子
ど
も
参
加
音
楽
イ

ベ
ン
ト
。

問　

市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
（
☎
８

３
５
・
３
３
３
５
）

図
書
ま
つ
り

　

11
月
10
日
～
11
日
の
午
前
10
時
～
午
後

５
時
、
市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
、
本

の
重
さ
当
て
と
ク
イ
ズ
。

問　

市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
（
☎
８

３
５
・
３
３
３
５
）

歌
は
と
も
だ
ち

　

11
月
15
日
（
水
）
午
前
11
時
～
正
午
、

市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
、
み
ん
な
で

一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

問　

市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
（
☎
８

３
５
・
３
３
３
５
）

　今回は「寝屋川市サクラ
☆プロジェクト」の一環で
ある、「サクラスイーツコ
ンテスト」の投票会場の取
材をしてきました。
　このプロジェクトは、市
の 木 で あ る 「 桜 」 を 市 民
の誇り・和みとし、桜を始
め、市が持ついろいろな地
域資源を生かし、市内外の
人たちにまちの魅力を知っ
てもらい、人の流
れを作り、地域産
業の活性化を図る
ことを目的として
います。
　今回の「サクラ
スイーツコンテス
ト」では８月に、
市内の小学校５・
６年生からオリジ
ナルスイーツのイ
ラストを募集し、

応募作品1,948件の中から
一次審査を通過した30件を
市役所で展示、来庁者によ
る投票アンケートを行いま
した。その後、最終審査を
経て、最優秀賞に選ばれた
作品は実際に商品化が予定
されており、平成30年３月
頃に発売されるとのことで
す。
　市役所の正面玄関には、
作品のイラストが展示され
ていました。作品はどれも
見ただけで桜をイメージで
き、春を感じられるおいし
そうなスイーツがいっぱい
です。投票をする人はどれ
にしようか悩んでいる様子
で、「これ全部小学生が考
えたの？」「和風、洋風そ
れぞれ工夫されたアイデア
ばかり」と、とても驚かれ
ていました。
　作品は、家族と分け合え
る よ う な 大 き い 桜 の ケ ー
キ や 桜 の 形 を 模 し た ク ッ
キー、桜餡（あん）や抹茶
を 使 っ た 和 風 の ケ ー キ な
ど、工夫を凝らした力作ば
かりでした。どんな作品が
選ばれるのか、とても楽し
みですね。
　サクラ☆プロジェクトで
は、スイーツコンテスト以
外にも、平成30年３月末頃
から、打上川治水緑地で桜
のライトアップを予定して
いるそうです。寝屋川市が
どんどん桜のまちになって
いくのが楽しみです。

　学生自身が市の窓口などを
直接訪問し、その事業につい
て感じたことや思ったことを
レポートしています。
　今回は、摂南大学４年生の
内橋 未裕さん＝写真＝によ
る「サクラスイーツコンテス
ト」です。

内橋未裕さん

サクラスイーツ
コンテスト

学 生
レポーター

投票の様子
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 29年 11月号

公

　演

ア
ル
カ
ス
寝
屋
川
市
民
音
楽
祭 

出
演
者
募
集

　

①
12
月
24
日
（
日
）
午
後
２
時
30
分
、

ア
ル
カ
ス
ホ
ー
ル
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
・
練
習
室
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
管
・
弦

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
定
員
６
グ
ル
ー
プ
（
申

込
順
）
②
25
日
（
月
）
午
後
６
時
30
分
、

ア
ル
カ
ス
ホ
ー
ル
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
、合
唱
・

コ
ー
ラ
ス
・
ア
カ
ペ
ラ
・
ゴ
ス
ペ
ル
な
ど
、

定
員
１
０
０
人
（
申
込
順
）。　

※
詳
し
く
は
「
ア
ル
カ
ス
ホ
ー
ル
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
又
は
チ
ラ
シ
を
見
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問　

ア
ル
カ
ス
ホ
ー
ル
（
☎
８
２

１
・
１
２
４
０
）

す
て
き
な
鑑
賞
会
シ
リ
ー
ズ

∧
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
の

哀
愁
と
情
熱
の
世
界
∨

　

平
成
30
年
２
月
９
日
（
金
）
午
後
７
時
、

ア
ル
カ
ス
ホ
ー
ル
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
（
自
由

席
）、
演
奏
曲
＝
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
ほ
か
、

定
員
３
０
０
人
（
申
込
順
）、
前
売
り
２

５
０
０
円
・
当
日
２
８
０
０
円
。

申
込
・
問　

11
月
10
日
（
金
）
か
ら
直
接

窓
口
又
は
電
話
で
ア
ル
カ
ス
ホ
ー
ル
（
☎

８
２
１
・
１
２
４
０
）

ピ
ア
ノ
パ
ー
テ
ィ

　

12
月
14
日
（
木
）
午
後
２
時
、
ア
ル
カ

ス
ホ
ー
ル
１
階
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
自
由

席
）、
ク
ラ
シ
ッ
ク
名
曲
特
集
、
演
奏
曲

＝
歓
び
の
歌
ほ
か
、定
員
80
人（
先
着
順
）、

入
場
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

ア
ル
カ
ス
ホ
ー
ル
（
☎
８
２
１
・
１

２
４
０
）

寝
屋
川
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
シ
テ
ィ 

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者
募
集

　

12
月
22
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
、
ア

ル
カ
ス
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
自
由
席
）、

市
及
び
関
西
で
活
動
す
る
歌
手
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
、定
員
８
グ
ル
ー
プ（
申
込
順
）。

※
詳
し
く
は
「
ア
ル
カ
ス
ホ
ー
ル
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
又
は
チ
ラ
シ
を
見
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問　

ア
ル
カ
ス
ホ
ー
ル
（
☎
８
２

１
・
１
２
４
０
）

復
活
ね
や
が
わ
寄
席
in
エ
ス
ポ

　

12
月
２
日
（
土
）
午
後
４
時
（
開
場
は

午
後
３
時
30
分
）、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、

出
演
＝
桂
吉
弥
さ
ん
＝
写
真
＝
・
桂
し
ん

吉
さ
ん
・
桂
吉
の
丞
さ
ん
・
桂
小
鯛
さ
ん
、

定
員
２
０
０
人
（
申
込
順
）、
参
加
費
２

０
０
０
円
。

申
込
・
問　

11
月
１
日
（
水
）
か
ら
直
接

窓
口
又
は
電
話
で
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル

（
☎
８
２
８
・
４
１
４
１
）

生
涯
学
習

文
化
講
座

∧
①
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

体
験
し
よ
う
∨

　

11
月
21
日
・
28
日
い
ず
れ
も
火
曜
日
午

前
10
時
～
11
時
30
分
、
定
員
12
人
（
５
人

以
下
の
と
き
は
中
止
）、
参
加
費
１
０
０

０
円
、
動
き
や
す
い
服
装
・
上
靴
・
お
茶
・

タ
オ
ル
が
必
要
。

∧
②
親
子
で
外
国
人
講
師
と

英
語
で
遊
ぼ
う
∨

　

11
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
～
11

時
30
分
、
幼
稚
園
年
少
児
～
年
長
児
の
子

ど
も
と
保
護
者
10
組
、受
講
料
５
０
０
円
。

∧
③
楽
し
い
絵
手
紙
∨

　

11
月
17
日
（
金
）
午
前
10
時
～
正
午
、

定
員
10
人
、
受
講
料
７
０
０
円
、
絵
手
紙

セ
ッ
ト
が
必
要
（
３
０
０
円
で
貸
し
出

し
）。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

　

い
ず
れ
も
市
立
学
び
館
、
申
込
順
。

申
込
・
問　

①
11
月
９
日
～
13
日
②
11
月

２
日
～
６
日
③
11
月
６
日
～
10
日
に
直
接

窓
口
又
は
電
話
で
市
立
学
び
館
（
☎
８
２

２
・
３
３
１
１
）

文
化
講
座

∧
①
は
じ
め
て
の
ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー

～
ク
リ
ス
マ
ス
ク
ッ
キ
ー
を
素
敵
に
飾
り

付
け
～
∨

　

11
月
24
日
（
金
）
午
後
１
時
～
４
時
、

参
加
費
２
５
０
０
円
。

∧
②
ヘ
キ
セ
ン
ハ
ウ
ス
～
ク
ッ
キ
ー
で
作

る
ク
リ
ス
マ
ス
ハ
ウ
ス
～
∨

　

11
月
27
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時
、

参
加
費
２
０
０
０
円
。

∧
③
ソ
ー
プ
フ
ラ
ワ
ー
～
石
鹸
で
で
き
た

花
の
か
わ
い
い
ア
レ
ン
ジ
～
∨

　

12
月
３
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午
、

参
加
費
１
８
０
０
円
。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

　

い
ず
れ
も
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
市
内

在
住
・
在
職
・
在
学
の
15
歳
以
上
の
人
①

８
人
②
16
人
③
15
人
（
申
込
順
、
①
６
人

②
③
５
人
未
満
の
と
き
は
中
止
）。

申
込
・
問　

11
月
１
日
～
15
日
に
直
接
窓

口
又
は
電
話
で
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎

８
２
８
・
４
１
４
１
）

お
正
月
の
寄
せ
植
え
教
室

　

12
月
16
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午
、

市
立
中
央
公
民
館
、
彩
り
豊
か
な
冬
の
鉢

花
、
市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
人
20
人

（
申
し
込
み
が
多
い
と
き
は
抽
選
）、
材
料

費
３
０
０
０
円
。

申
込
・
問　

12
月
２
日
（
土
）
ま
で
に
直

接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立
中
央
公
民
館

（
☎
８
３
８
・
０
１
８
９
）

ふ
る
さ
と
料
理
講
習
会

　

12
月
８
日
（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
１

時
、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
２
階
料
理
室
、
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 29年 11月号

赤
飯
・
れ
ん
こ
ん
ハ
ン
バ
ー
グ
・
七
福
な

ま
す
・
雑
煮
・
栗
き
ん
と
ん
、
定
員
24
人

（
申
し
込
み
が
多
い
と
き
は
抽
選
）、
参
加

費
１
０
０
０
円
（
材
料
代
・
資
料
代
）。

申
込　

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
（
返
信
用
は
が
き
に
も
住

所
、
氏
名
）
を
書
い
て
11
月
10
日
（
金
）

＝
消
印
有
効
＝
ま
で
に
市
生
活
改
善
ク
ラ

ブ
連
合
会
（
〒
572
―
８
５
５
５
本
町
１
番

１
号
産
業
振
興
室
内
）

問　

産
業
振
興
室

絵
手
紙
教
室　

　

12
月
１
日
（
金
）・
４
日
（
月
）・
８
日

（
金
）
の
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
（
計

３
回
）、
市
立
西
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

全
回
参
加
で
き
る
60
歳
以
上
の
市
民
25
人

（
申
し
込
み
が
多
い
と
き
は
抽
選
）、
受
講

無
料
（
教
材
費
５
０
０
円
が
別
に
必
要
）。

申
込
・
問　

往
復
は
が
き
に
教
室
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
電
話
番
号
（
返
信
用
は
が
き
に
も

住
所
、氏
名
）
を
書
い
て
11
月
15
日
（
水
）

＝
必
着
＝
ま
で
に
市
立
西
高
齢
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
〒
572
―
８
５
３
３
池
田
西
町
28

番
22
号
☎
８
３
８
・
１
４
４
１
）

成
人
教
育
講
座

∧
折
り
紙
教
室
∨

　

12
月
９
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
、
市
立
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
多
目
的
室
、
来
年
の
干
支
「
戌
（
い

ぬ
）」
を
作
り
ま
す
、
市
内
在
住
・
在
職
・

在
学
の
20
歳
以
上
の
人
40
人
（
申
込
順
）、

参
加
無
料
。

申
込　

11
月
13
日
（
月
）
か
ら
直
接
窓
口

又
は
電
話
で
市
立
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
☎
８
３
８
・
１
５
２
４
）

問　

社
会
教
育
課（
☎
８
１
３
・
０
０
７
６
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ら
く
ら
く
教
室

　

11
月
27
日
…
入
門
編
・
12
月
４
日
…
応

用
編
、
い
ず
れ
も
月
曜
日
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
、
市
立
中
央
公
民
館
第
１
研

修
室
、
市
内
在
住
・
在
職
で
パ
ソ
コ
ン
の

初
歩
的
な
操
作
が
で
き
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
使
い
方
が
よ
く
分
か
ら
な
い
又
は
新

し
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
買
う
前
に
経
験

し
た
い
60
歳
以
上
の
人
24
人
（
申
込
順
、

10
人
以
下
の
と
き
は
中
止
）、
参
加
費
１

０
０
０
円
（
２
回
分
）。

申
込
・
問　

11
月
６
日
（
月
）
か
ら
参
加

費
を
持
っ
て
直
接
、
市
立
中
央
公
民
館
の

窓
口
（
☎
８
３
８
・
０
１
８
９
）

リ
ー
ス
作
り
教
室

　

12
月
８
日
（
金
）
午
前
10
時
～
正
午
、

市
立
中
央
公
民
館
、
市
内
在
住
・
在
職
・

在
学
の
人
40
人
（
申
し
込
み
が
多
い
と
き

は
抽
選
）、
材
料
費
３
０
０
円
。

申
込
・
問　

11
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
直

接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立
中
央
公
民
館

（
☎
８
３
８
・
０
１
８
９
）

チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
教
室
（
冬
）

　

11
月
25
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時
、

市
立
中
央
公
民
館
、
市
内
在
住
・
在
職
・

在
学
の
人
30
人
（
申
し
込
み
が
多
い
と
き

は
抽
選
）、
材
料
費
７
０
０
円
、
作
品
を

持
ち
帰
る
袋
・
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

11
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
直

接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立
中
央
公
民
館

（
☎
８
３
８
・
０
１
８
９
）

カ
ラ
オ
ケ
連
続
講
座

　

11
月
14
日
～
平
成
30
年
１
月
30
日
の
毎

週
火
曜
日
午
後
２
時
～
３
時
30
分
（
11
月

21
日
・
12
月
５
日
・
１
月
２
日
を
除
く
、

計
９
回
）、
市
立
中
央
公
民
館
、
全
員
で

課
題
曲
を
練
習
・
希
望
者
に
は
自
由
曲
を

公
開
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
（
５
人
程

度
）、
市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
人
30

人
（
申
し
込
み
が
多
い
と
き
は
抽
選
）、

参
加
費
４
５
０
０
円
。

申
込
・
問　

直
接
窓
口
又
は
往
復
は
が
き

に
住
所
、氏
名
を
書
い
て
11
月
７
日
（
火
）

＝
消
印
有
効
＝
ま
で
に
市
立
中
央
公
民
館

（
〒
572
―
８
５
３
３
池
田
西
町
28
番
22
号

☎
８
３
８
・
０
１
８
９
）

展

　示

園
芸
展　

園
芸
教
室
白
菊
会

　

11
月
７
日
午
前
10
時
～
10
日
午
後
４

時
、
市
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル
。

問　

市
立
中
央
公
民
館
（
☎
８
３
８
・
０

１
８
９
）

手
ま
り
作
品
展　

手
ま
り
の
会

　

11
月
10
日
午
後
３
時
～
24
日
午
後
３

時
、
市
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル
。

問　

市
立
中
央
公
民
館
（
☎
８
３
８
・
０

１
８
９
）

写
団
四
季
展　
写
団
四
季

　

11
月
13
日
午
前
10
時
～
25
日
午
後
４

時
、
市
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル
。

問　

市
立
中
央
公
民
館
（
☎
８
３
８
・
０

１
８
９
）

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
催
し

∧
ね
や
が
わ
寄
っ
て
た
か
っ
て
美
術
展
∨

　

11
月
２
日
～
８
日
の
午
前
10
時
～
午
後

６
時
（
８
日
は
午
後
４
時
ま
で
）。

∧
寝
屋
川
市
中
学
校
美
術
部
展
∨

　

11
月
10
日
～
15
日
の
午
前
10
時
～
午
後

６
時
（
15
日
は
午
後
４
時
ま
で
）。

∧
黄
村
泳
善
作
品
展
∨

　

11
月
17
日
～
22
日
の
午
前
10
時
～
午
後

６
時
（
17
日
は
午
前
11
時
か
ら
、
22
日
は

午
後
５
時
ま
で
）。

∧
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

デ
ザ
イ
ン
展
と
講
習
会
∨

　

11
月
25
日
～
29
日
の
午
前
10
時
30
分
～

午
後
７
時
（
29
日
は
午
後
６
時
ま
で
）。

問　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
☎
８
１
１
・
５

５
４
４
）

香
里
園
界
隈
え
え
と
こ
百
景
写
真
展

　

11
月
１
日
～
14
日
（
14
日
は
午
後
５
時

ま
で
）、
市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
。

文
化
・
交
流

健
康
・
福
祉

ふるさと料理（調理例）
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問　

市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
（
☎
８

３
５
・
３
３
３
５
）

陶
芸
教
室
ら
く
ど

　

11
月
２
日
～
４
日
（
４
日
は
午
後
７
時

ま
で
）、
市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
。

問　

市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
（
☎
８

３
５
・
３
３
３
５
）

ド
イ
ツ
装
花
作
品
展

　

11
月
24
日
～
30
日
（
30
日
は
午
後
４
時

ま
で
）、
市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
。

問　

市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
（
☎
８

３
５
・
３
３
３
５
）

な
か
ま
の
ひ
ろ
ば

　

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
登
録

団
体
が
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

※
活
動
紹
介
（
展
示
・
発
表･

販
売
）
の

団
体
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

問　

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
１

２
・
１
１
１
６
）

図

　書

　館

中
央
図
書
館
で
の
催
し

∧
ビ
デ
オ
上
映
会
∨

　

11
月
11
日
（
土
）
午
後
２
時
、「
も
っ

た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
」
ほ
か
。

∧
読
書
会
∨

　

12
月
３
日
（
日
）
午
後
２
時
、「
サ
ー

カ
ス
ナ
イ
ト
」・
よ
し
も
と
ば
な
な
著
。

∧
認
知
症
と
介
護
の
本
展
∨

　

11
月
18
日
～
26
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

∧
し
か
け
絵
本
の
本
展
∨

　

11
月
15
日
～
23
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

問　

市
立
中
央
図
書
館
（
☎
８
３
８
・
０

１
４
１
）

※
11
月
は
第
２
金
曜
日
が
休
館
日
で
す
。

東
図
書
館
で
の
催
し

∧
い
ろ
い
ろ
な
い
ろ
の
え
ほ
ん
展
∨

　

11
月
１
日
～
30
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

∧
い
や
し
の
世
界
（
ヒ
ー
リ
ン
グ
）
の
本
展
∨

　

11
月
１
日
～
30
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

問　

市
立
東
図
書
館
（
☎
８
２
３
・
０
６

６
１
）

※
行
事
に
つ
い
て
は
、
全
て
中
央
図
書
館

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

駅
前
図
書
館
で
の
催
し

∧
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
in
寝
屋
川
∨

　

摂
南
大
学
理
工
学
部
の
教
員
が
、「
人

に
や
さ
し
い
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
―
進
化
す
る

福
祉
工
学
の
世
界
―
」
を
テ
ー
マ
に
、
分

か
り
や
す
く
話
し
ま
す
。

　

11
月
22
日
（
水
）
午
後
６
時
30
分
～
８

時
、
定
員
20
人
（
申
込
順
）、
参
加
無
料
。

申
込　

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
11
月
15
日

（
水
）
ま
で
に
摂
南
大
学
理
工
学
部
事
務

室
（
☎
８
３
９
・
９
１
１
６
＝
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
、
午
前
10
時
～
午
後
５

時
、
ＦＡＸ
８
３
８
・
６
５
９
９
）

∧
夫
婦
で
作
家
の
人
の
本
展
∨

　

11
月
11
日
～
23
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

∧
大
人
が
読
み
た
い
絵
本
展
∨

　

11
月
17
日
～
29
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

∧
小
学
生
の
た
め
の
お
は
な
し
会
（
ス

ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
）
∨

　

11
月
23
日
（
祝
）
午
後
３
時
、
小
学
生

20
人
（
先
着
順
）。

移動図書館

11月
１日（水）
２日（木）

７日（火）

８日（水）

９日（木）

14日（火）

15日（水）

16日（木）

17日（金）

21日（火）

24日（金）
28日（火）

29日（水）

30日（木）

打上東（府営打上住宅4棟集会所前）午後２時50分～３時40分
音羽町（キリン堂駐車場）午後２時～２時30分、香里北・西（香
里浄水場）２時40分～３時10分、石津（石津中町公民館）３時
20分～４時
楠根南町（楠根小学校）午後１時50分～２時20分、明和（学び
館前）２時30分～３時、打上西（西１番館仲よし広場）３時20
分～４時
黒原橘町（和光小学校）午後２時～２時30分、中神田（神田
コーポラス前）２時40分～３時10分、萱島信和町（リバーサイド
コーポ３棟横）３時20分～４時
ビバモール午後１時30分～２時30分、フドウ香里（集会棟前）
２時40分～３時20分、秦住宅（府営秦住宅７棟横）３時30分
～４時
美井町（府営香里住宅3棟横）午後２時～２時30分、菅相塚町

（菅相塚町8番1号横）２時40分～３時10分、成田北・東（四方
黒池）３時20分～３時50分
木屋（木屋小学校）午後１時15分～２時10分、三井Ａ団地（Ａ
１７棟前）２時30分～３時10分、寝屋川団地（旧明徳小学校
内）３時20分～４時
点野（点野小学校）午後２時10分～２時40分、仁和寺（松下住
宅17番14号前）２時50分～３時20分、仁和寺住宅（府営仁和
寺住宅13棟横）３時30分～４時
成田東町（府営成田東住宅集会所前）午後１時50分～２時20
分、寝屋住宅（府営寝屋住宅集会所前）２時40分～３時10分、
寝屋川コーポラス（正面玄関前）３時20分～４時
幸町（Ａ棟玄関前）午後１時10分～２時、河北住宅（府営河北
住宅９棟集会所前）２時30分～３時、堀溝南（堀溝小学校前）
３時20分～４時
打上東（府営打上住宅4棟集会所前）午後２時50分～３時40分
河北東（河北東町11番）午後２時20分～２時50分、河北（河
北中町25番中村駐車場）３時～４時
音羽町（キリン堂駐車場）午後２時～２時30分、香里北・西（香
里浄水場）２時40分～３時10分、石津（石津中町公民館）３時
20分～４時
楠根南町（楠根小学校）午後１時50分～２時20分、明和（学び
館前）２時30分～３時、打上西（西１番館仲よし広場）３時20
分～４時
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金
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子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

広報ねやがわ
平成 29年 11月号

共に生きる障がい者展
11月18日～19日午前10時～午後4時、
18日…車いすバスケットボール対戦など・
19日…IT機器展2017ユニバーサルデ
ザイン生活展など、国際障害者交流セン
ター（堺市南区）、￥無料。
問　府民お問合わせセンター（☎06・
6910・8001、ＦＡＸ06・6910・8005）
ひとり親家庭などの就業支援講習会
＜医師事務作業補助者養成講座＞
平成30年1月27日～3月17日の毎週土
曜日午前9時30分～午後3時30分（計8
回）、府谷町福祉センター、定員15人（申
し込みが多いときは抽選）、￥8000円
（教材費）。
◎保育あります（２歳～就学前の子ど
も）。
申込・問　往復はがきに講座名、住所、氏
名、年齢、職業、電話番号、志望の動機、以
前府母子寡婦福祉連合会で受講した講
座名、保育の有無を書いて11月27日～
12月27日＝消印有効＝に母子家庭等就
業・自立支援センター（〒540―0012大
阪市中央区谷町五丁目4番13号谷町福
祉センター内☎06・6762・9498）
手作りバザー
11月24日（金）午前10時～午後3時、総
合センター１階玄関ホール。
○手作り品…手編みベスト・マフラー・アク
セサリーなど
○遊休品…食器・鍋・洗剤・タオル類・衣類

（新しい物）など
○健康食品…昆布・梅干し・おかき・ごま・
茶など
問　市母子寡婦福祉会（☎838・0177）
都市計画案の縦覧
〇縦覧期間…11月13日～27日の平日午
前9時～午後6時
〇縦覧場所…府庁別館３階計画推進課

（大阪市中央区大手前三丁目）及び市
都市計画室
〇内容…①東部大阪都市計画都市再開
発の方針の変更②東部大阪都市計画住

宅市街地の開発整備の方針の変更③東
部大阪都市計画防災街区の整備の方針
の変更
問　府計画推進課（☎06・6944・6776）
11月は「こころの再生」府民運動推進月間

「生命（いのち）を大切にする」「思いや
る」「感謝する」「努力する」「ルールやマ
ナーを守る」、時代や社会がどのように
変化しても決して忘れてはならない大切
な「５つのこころ」を見つめ直し、「あいさ
つする」など身近な取り組みを実践する
ことを呼び掛けています。

「５つのこころ」「あいさつ」を意識して、
行動を起こしましょう。
問　府教育総務企画課（☎06・６９４４・８
０４２）
ワークタウンねや川ねやキッズ2017
11月19日（日）午前9時30分～午後4時、
打上川治水緑地、数十種類の職業の中
から興味がある職業を無料で体験、縁日
もあります。
問　寝屋川青年会議所（☎834・5121＝
平日午後1時～5時30分）
調停手続無料相談
11月15日（水）午前10時～正午、市広報
広聴課相談室、調停制度の利用について
の相談など。
問　大阪民事調停協会（☎06・6363・
3091）
行政書士日曜無料相談会
11月26日午後1時～3時、総合センター、
遺言・相続・成年後見・内容証明・示談書の
作成など。
申込　当日直接
問　「大阪府行政書士会枚方支部」・渋谷

（☎814・9920）
不動産無料相談
11月14日・12月12日・平成30年1月9日、
いずれも火曜日午後1時～3時30分、京
阪河内不動産会館（寿町）、不動産の一
般的な相談など。
申込・問　電話で府宅地建物取引業協
会京阪河内支部（☎８３３・１１１９）
学校説明会
12月2日（土）①午前10時～正午②午後
1時30分～3時30分、府立大学工業高等
専門学校、中学生と保護者各180人（申
込順）、￥無料、詳しくはホームページを

見てください。
問　府立大学工業高等専門学校学務課

（☎821・6401）
肝臓病教室（家族支援講座）
11月18日（土）午前10時30分～午後
0時10分、関西医科大学総合医療セン
ター、「肝硬変」、定員45人（申込順）、￥
無料、筆記用具を持って来てください。
※詳しくはホームページを見てください。
申込・問　ＦＡＸで関西医科大学総合
医療センター肝臓病センター（☎06・
6992・1001＝午後2時～4時、ＦＡＸ06・
6993・9627）
寝屋川公園イベント
＜木の実がいっぱい＞
11月25日（土）午前10時～正午＝少雨
決行、定員30人（申込順）、￥無料、動き
やすい服装で来てください。
＜クリスマス飾りを作ろう＞
11月26日（日）午後1時～3時、定員大人
25人（申込順）、￥500円。
＜キラキラ☆イルミネーション＞
12月1日～平成30年1月8日の午後5時
～9時。
　　※　　　　　　　　　　　※
※内容など詳しくは問い合わせてくださ
い。
申込・問　午前9時～午後5時に直接
窓口又は電話で寝屋川公園管理事務所

（☎824・8800）
深北イベント
＜①ふかきたまちかどプランツ＞
11月4日…ニゲラの種まき・18日…チュー
リップの植え付け、25日…堆肥作り、いず
れも土曜日午前10時～11時＝雨天中
止、定員20人（先着順）、￥無料。
＜②れんこん掘り＞
11月12日（日）午前10時～正午＝雨天
中止、小学生以上の人20人（申込順、保
護者同伴）、￥200円。
＜③クリスマスリース作り＞
12月2日（土）午後1時30分～3時、定員
15人（申込順）、￥1000円。
　　※　　　　　　　　　　※
申込・問　①当日直接②③11月5日（日）
から直接窓口又は電話で深北緑地管理
事務所（☎877・7471）
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公共機関・団体２

内　容 対　象 時　間 場　所
中央図書館 東図書館 駅前図書館

おはなし会
幼児・小学生と
保護者

午後3時30分（東図
書館は午後３時）

第1・3土曜日 第2・4土曜日
　紙芝居 第3水曜日

大型絵本など 第4土曜日

絵本タイム
乳幼児 午前10時30分 毎週木曜日 毎週水曜日 毎週金曜日　
幼児・小学生 午後3時 第1・3・５土曜日

　
かみしばいタイム 幼児・小学生 午後3時 第1・3日曜日
絵本で子育て
にこにこ赤ちゃん 乳児と保護者 午前10時30分 　 毎週火曜日　

ミニミニおはなし会 幼児・小学生 午前11時 毎週土曜日

図書館定例行事
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 29年 11月号

公共機関・団体1
枚方税務署からのお知らせ
＜源泉所得税年末調整説明会＞
11月21日（火）午後1時～3時、枚方市
市民会館大ホール、平成29年分の年
末調整の仕方・法定調書の作成方法な
ど。
＜消費税軽減税率制度説明会＞
11月21日（火）午後3時30分～4時30
分、枚方市市民会館大ホール、消費税
軽減税率制度の概要や事業者支援措置

（補助金）について。
＜税についての習字展＞
11月11日～17日の午前9時～午後5
時、総合センター3階ホール、市内小学
生の税についての習字展を開きます。
　　※　　　　　　　　　　　※
問　枚方税務署（☎844・9521）
個人事業税の第2期納期限は
11月30日（木）
納付書がないときは連絡してください。
※①年間の税額が1万円以下のときは、
第2期分の納付書はありません②納付
には便利な口座振替を利用してくださ
い。
問　府北河内府税事務所（☎844・
1331）
中学生人権作文コンテスト表彰式
〇日時…12月10日（日）午後１時30分
〇会場…大阪市立中央区民センター
〇内容…①表彰式②中学生によるミニ
コンサート
〇定員…３００人
申込　当日直接
問　大阪法務局人権擁護部（☎06・６９
４２・９４９２）
女性の人権ホットライン強化週間
女性をめぐる人権問題を解決するため
の相談を受け付けます。
※秘密は守ります。
〇期間…11月13日～19日の午前８時
30分～午後７時（土・日曜日は午前10
時～午後５時）
〇専用電話番号…☎０５７０・０７０・８１０
〇相談内容…夫・パートナーからの暴力
や職場などのセクシュアル・ハラスメン
ト、ストーカー行為など
〇相談員…法務局職員及び人権擁護
委員
問　大阪法務局人権擁護部（☎06・６９
４２・９４９６）
社会保険料（国民年金保険料）の控除
平成29年１月１日～12月31日に納めた
国民年金保険料の全額が、社会保険料
控除として、29年中の所得から控除さ
れます。
自身の保険料だけでなく、配偶者や家
族が負担すべき国民年金保険料を支
払っているときは、その保険料も合わせ
て控除が受けられます。　

１月１日～９月30日に保険料を納めた人
には、11月上旬に日本年金機構本部か
ら「社会保険料（国民年金保険料）控除
証明書」が送付されますので、年末調整
や確定申告のときに提出してください。
問　ねんきん定期便・ねんきんネット等
専用ダイヤル（☎０５７０・０５８・５５５）又
は枚方年金事務所（☎８４６・５０１１）
生駒・柏原花屏風ハイキング　
11月11日（土）午前8時30分～午後3
時＝雨天のときは12日（日）、総延長8キ
ロ・中級者向け、大和川河川敷→竜田古
道→竜田古道の里山公園（植樹、昼食、
記念品抽選会、解散）→亀の瀬→JR河
内堅上駅、￥無料、 弁当・水筒・タオル・
雨具・敷物を持って動きやすい服装・運
動靴で来てください。
問　柏原市産業振興課（☎072・972・
1554）又は府みどり環境課（☎072・
994・1515）
府最低賃金が改正
９月30日から「府最低賃金」が改正さ
れました。使用者は労働者に対して、次
の金額以上に賃金を払う必要がありま
す。
〇時間額…909円
※①府最低賃金は、パート、アルバイトな
ど全ての労働者に適用されます②特定
の産業の労働者については、「特定最
低賃金」が適用されます。詳しくは問い
合わせてください。
問　大阪労働局賃金課（☎06・6949・
6502）又は最寄の労働基準監督署
11月は過労死等防止啓発月間
国民一人一人が自分自身にも関わるこ
ととして、過労死とその防止に対する理
解を深め「過労死ゼロ」の社会を実現し
ましょう。
※「過労死等」とは、①業務における過
重な負荷による脳・心臓疾患を原因とす
る死亡②業務における強い心理的負荷
による精神障害を原因とする死亡など
の疾患のことです。
問　労働局監督課（☎06・６９４９・６４９
０）
11月は労働保険適用促進強化期間
労働者を1人でも雇用している事業主
は、労働保険に加入する義務がありま
す。未加入の事業主はすぐに手続きを
してください。
※詳しくは大阪労働局のホームページ
でも見ることができます。
問　大阪労働局労働保険適用・事務組
合課（☎06・4790・6340）
介護就職デイ
介護職員との座談会・就職面接会・施設
説明会を開きます。
①先輩職員座談会…11月15日（水）午
後1時30分～3時30分、ハローワーク
の紹介で介護現場に就職した職員から
仕事のやりがい、魅力など伝えます②就
職面接会・施設説明会…11月20日（月）
午後2時～4時30分（受付は午後4時ま
で）、枚方市・寝屋川市・交野市の介護施

設による面接会（14施設参加予定）、い
ずれもハローワーク枚方セミナールー
ム、介護に関わる仕事を希望する人が
対象。
※面接会参加者は、履歴書（写真付）・
ハローワークカード（当日登録可能）を
持って来てください。
問　ハローワーク枚方（☎841・3363）
ビジネス未来塾
12月12日（火）午後5時30分～7時、
ニューコマンダーホテル（木田町）、

「ソーシャルリスク時代に求められる企
業の危機管理力」、市内在職の人60人

（申込順）、￥無料。
申込・問　12月8日（金）までに電話で
北大阪商工会議所寝屋川支所内寝屋
川市工業会係（☎８２８・５１５１）
金融・経済講演会
12月22日（金）午後2時～3時30分、大
阪銀行協会7階大会議室（大阪市中央
区谷町三丁目）、テーマ「くらしとお金に
役立つ講演会」「落語で楽しく笑って詐
欺防止」、府民200人（申し込みが多い
ときは抽選）、￥無料。
申込・問　はがき又はFAXに12月22
日（金）、郵便番号、住所、氏名（ふりが
な）、年齢、電話番号、同伴者の氏名、年
齢、「広報ねやがわ」と書いて大阪府金
融広報委員会事務局（〒530―8660
大阪市北区中之島二丁目1番45号☎
06・6206・7748、ＦＡＸ06・6233・6080）
木造住宅の耐震化フォーラム
11月11日（土）講演会…午後１時30分
～３時30分、個別相談会…①午前11
時～11時30分②午前11時30分～正
午③午後３時40分～４時10分④午後４
時10分～４時40分、市民会館２階第１
会議室、木造住宅の具体的な耐震診断
と補強方法や住宅耐震化の補助制度
についての紹介・相談、定員80人（申込
順）、￥無料。
申込・問　日本木造住宅耐震補強事業
者協同組合（☎０１２０・81・６７５０）
電気の子メーター有効期限の確認
検定や基準適合検査を受けた有効期
限内の電気の子メーターを使用しましょ
う。有効期限は、電気計器前面の丸形ラ
ベルで確認できます。
問　関西地区証明用電気計器対策委
員会事務局（日本電気計器検定所関西
支社内☎06・6451・2355）
Sマーク（標準営業約款）で安心・安全
な店舗選びを
Sマークは、厚生労働大臣許可の標準
営業約款に従って営業している理容・美
容・クリーニング・麺類飲食・一般飲食の
店舗で掲げられています。
※Sマーク登録店は安心・安全・清潔を
約束する信頼でき
る店舗です。
問　公益財団法人

「府生活衛生営業
指導センター」（☎
06・6943・5603）
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【原稿締切日のお知らせ】
○1月号…11月8日（水）
○２月号…12月6日（水）
※￥は活動にかかる費用です。

イベント
家事と家計の講習会
11月①10日（金）…ふらっと ねやがわ
②11日（土）…枚方市立サンプラザ、い
ずれも午前10時～11時30分、￥400円

（資料代）。
◎保育あります（￥200円、予約が必
要）。
問　「大阪友の会」・林（☎821・5147）
市民歴史講座
①11月10日午後1時30分、エスポアー
ル、「百済寺跡と百済王氏について」②
12月8日午後1時、JR住道駅改札口集
合、「深野池の新田開発と平野屋新田
会所を巡る」、いずれも金曜日、講師＝①
竹原伸仁さん（枚方市職員）②林田恵
子さん（府文化財愛護推進委員）、定員
40人（先着順）、￥①100円②200円。
申込　当日直接
問　「府文化財愛護推進委員寝屋川地
区」・大貫（☎090・6987・5679）
あきまつり
11月11日（土）午前10時～午後3時、
ワークセンター小路（小路南町）、芋煮
会・舞台企画・ミニバザー・模擬店・製品
販売で地域交流。
問　行事実行委員会（ワークセンター
小路内☎820・6135）
萱島音楽フェスタ
11月12日（日）午前11時～午後4時、萱
島駅前広場。
○出店者募集…1ブース出店料￥
3000円、フリーマーケット・飲食屋台・手
作り雑貨など。
申込・問　11月4日（土）までに「ふる
な」・渡島（☎823・5852）
ボーイスカウト１日体験
11月12日（日）午前10時～午後1時、秦
公民館、小学校1年生～5年生、￥無料。
※12月17日（日）正午からバザー模擬
店があります。
問　「ボーイスカウト寝屋川第1団」・石
﨑（☎823・6350）
ベビーリトミック体験会
①11月13日・27日、いずれも月曜日午前
10時20分～11時、萱島まちづくりセン
ター②11月8日・22日、いずれも水曜日
午前11時20分～正午、八坂公民館。
　　※　　　　　　　　　　※
いずれも1歳～就園前の子どもと保護
者、￥無料。
問　「どれみキッズ」・末吉（☎090・
6972・1855）
障害児の子育てを考える学習交流会
11月18日（土）午後2時～4時、保健福
祉センター、「子どもも大人も笑顔にな

るために～発達の捉え方～」、￥無料。
◎保育あります。
問　「障害児の子育てを考える集いの
実行委員会」・辰巳（☎823・0475）
子ども服リサイクル100円バザー
11月19日（日）午前10時～正午、みい
ふれあいの家（三井南町）。
○子ども服提供のお願い…11月13日
～18日、みい診療所1階の段ボール箱
へ。
問　「ボランティアみい」・土井（☎820・
2513）
野外でバームクーヘン作り
11月19日（日）午前10時～午後1時、南
コミュニティセンター集合、年中児～小
学生が対象（保護者同伴）。
申込・問　11月12日（日）までに「ボー
イスカウト寝屋川第7団」・高田（☎090・
4902・9823）
野菜づくり交流会
11月21日（火）午後1時30分～3時、中
央公民館、プランターでスナップエンド
ウを作ります、定員30人（申込順）、￥
300円（苗2ポットを含む）、レジ袋を持っ
て来てください。
申込・問　はがきに郵便番号、住所、
氏名、年齢、電話番号を書いて11月8日

（水）＝必着＝までに「アスパラの会」・
小川（〒572―0848秦町12番10号☎
090・3994・4478）
子育て講座
11月22日（水）午前10時30分～午後0
時30分、ラポールひらかた、障害のある
子どもたちの発達を学ぶ講座、￥1000
円。
問　「大阪発達支援センターぽぽろ」・
徳井（☎871・0181）
秋季謡曲大会
11月23日（祝）午前10時～午後5時、
香里能楽堂（香里本通町）、観世流・宝
生流の素謡（すうたい）と仕舞、￥無料、
来聴歓迎。
※番組は当日、会場受付で渡します。
問　「寝屋川市謡曲協会」・森田（☎
832・1071）
マジックショー
11月23日（祝）午後１時30分（開場は
午後1時）、エスポアール、面白くて不思
議なマジックの世界を楽しみましょう、
￥無料。
問　「寝屋川マジック同好会」・小井手

（☎080・5344・6012）
干支の講習会
11月24日（金）午後1時30分、中央公
民館、定員30人（申込順）、￥800円（材
料費）、はさみ・おしぼりを持って来てく
ださい。
申込・問　11月20日（月）までに電話
で「和紙ちぎり絵サークル」・貞松（☎
893・8486）
フラワーアレンジデザイン展
11月25日午前10時30分～27日午後6
時、市民ギャラリー、テーマ「輝花凛（ひ
かり）」、￥無料。
※当日体験レッスンや造花アレンジの
販売、１１月28日～29日はハーバリウム
や花束の作り方講習会を予定していま
す。詳しくは問い合わせてください。

問　「HANA工房夢花」・真山（☎080・
3828・3054）
介護予防教室
11月25日（土）午後2時30分～3時30
分、社会福祉法人「百丈山合掌会」（成
田東が丘）、「一日の始まりに朝体操」、
65歳以上の市民30人（申込順）、￥無
料。
申込・問　「エイジレスヘルシーライフコ
ミュニティ」・吉田（☎833・0008）
アルカス寄席
12月4日（月）午後1時（開場は午後0時
30分）、アルカスホール、￥無料。
問　「百楽の会」・谷口（☎828・1819）
書道入門講座
①やさしい毛筆年賀状講座…12月6日
～20日（計3回）②入門講座大筆・小筆
…平成30年1月10日～24日（計4回）
③仮名入門講座…30年2月7日～28
日（計4回）、いずれも毎週水曜日午前
10時30分～正午、木田町公民館、￥無
料（資料代2160円が必要）、書道用具

（当日に購入可）が必要。
問　「市書道協会」・髙木（☎090・
3263・2241）

募　集
ハングル講座
月3回土曜日午前9時15分～10時45
分、エスポアール、初級～中級程度、￥
月2200円（教材費500円程度が別に
必要）。
問　「アンニョン会」・嶋（☎090・3712・
1621）
アコーディオン
第2・4土曜日午後①1時～2時（初心者
クラス）②2時～4時（団体クラス）、エス
ポアール、￥月①2000円②3000円。
問　「京阪アコーディオンクラブ」・長野

（☎090・5241・9696）
絵画
年間行事・寝屋川美術協会秋季展・市美
協展・駅前ギャラリー（絵画展）・デッサン
会と写生会は年2回/入会は絵画審査
あります、￥入会5000円・年6000円。
問　「寝屋川市美術協会」・石井（☎
829・2188）
詩吟
月2回日曜日午前10時（1人30分・3人1
時間・5人以上2時間）、東香里園町、大
きな声を出して健康づくり、￥入会500
円・月1500円。
問　「幸吟会」・黒川（☎396・5840）
社交ダンス
月4回土曜日午前9時～正午、中央高齢
者福祉センター、初級・中級、60歳以上
の人、￥入会1000円・月1000円、随時
見学可。
問　「市老連社交ダンス部」・若狭（☎
090・2115・7505）
太極拳
月4回①火曜日午後6時10分②木曜日
午前10時（各１時間20分）、いずれもエ
スポアール、簡化24式・32式剣、初心者
～経験者、￥入会1000円・月2500円。
問　「遊々太極拳クラブ」・松村（☎
090・8534・0562）
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つどいの広場

子育て支援センター
施　設 日　時 内　容 申込・定員

②�たんぽぽ
　保育所
☎823・2900

11月14日（火）
午前10時～11時30分 クリスマス飾りを作ろう 当日直接

12月１日・８日・15日、い
ずれも金曜日午前10時～
11時30分

★ラビット教室
12月１日現在、１歳未満で第２子以降の
子ども

11月17日（金）午前９時から電
話、定員12組

③寝屋川めぐ
み保育園

☎833・3301

12月14日（木）
午前10時～正午

親子パン作り講座
（こねたり丸めたりを体験）

11月１日～30日に直接窓口又は電
話、申し込みが多いときは年齢の高い
順に優先、材料費100円（保育あり）

平成30年①1月12日（金）
②15日（月）③19日（金）
④22日（月）、①②④午
後１時30分～３時③午
前10時～正午

冬の赤ちゃん教室
①②④ふれあいプラザ香里③さざんか保
育所（離乳食講座）、６か月までの子ども
と保護者（初めての人と第１子優先）

11月１日～30日に直接窓口又は
電話、定員15組

④�あやめ
　保育園
☎822・1365

11日14日（火）
午前10時30分

★子育て講座バジル・レモンクラブ
「心の発達について」

１歳～３歳の子ども
11月１日～13日に直接窓口又は
電話

11月21日（火）午後２時 妊婦ローズマリークラブ 前日までに直接窓口又は電話、定員５組

⑤�大阪聖母
　保育園
☎802・5620

11月21日（火）
午前10時～11時 なかよし広場「おみせやさんごっこ」 当日直接

11月30日（木）
午前10時～11時

おやつのプチクッキング
０歳の子どもと保護者

11月９日（木）午前10時から直
接窓口又は電話、定員10組

⑥きんもくせい
　保育園
☎802・3535

11月８日（水）午前10
時15分～11時15分

赤ちゃん広場（ふれあい遊び・交流など）
０歳の子どもと保護者 当日直接

12月７日（木）
午前10時15分

～11時15分
離乳食講座

離乳食講座が初めての人優先
11月８日（水）午前11時から直
接窓口又は電話、定員15組

⑦池田すみれ
　こども園
☎828・5733

12月５日（火）・８日（金）
午前11時

★給食体験（どちらかの日を選択）
幼児食が可能な子ども

11月20日（月）から直接窓口又は電
話、定員各３組、給食代300円

12月22日（金）
午前10時～11時

★すみれ広場「クリスマス会」
（こども園のクリスマス会に参加）

11月27日（月）から直接窓口又
は電話、定員30組

施　設 日　時 内　容 申込・定員

⑧ゆう
☎800・6694

11月17日（金）午前10時
40分～正午

小学生との交流会（三井小学校１年生
と一緒に遊びましょう） 当日直接

11月30日（木）
午前10時30分～正午

親子体操＆育児相談・妊婦相談（マタ
ニティサッシュベルトで記念撮影）

サッシュベルトで記念撮影希望
の妊婦の人は前日までに予約

⑨そら
☎380・7436

11月22日（水）
午前10時30分～正午

そらベビ０歳の子どもとママ
ママのカフェタイムあります 当日直接

11月25日（土）
午前10時～11時30分

らぐそらファミリーデー（パパと一緒
にラグビーを楽しみましょう）

河川敷太間グラウンド
11月１日（水）から直接窓口
又は電話

�⑩きしゃぽっぽ
☎865・8005

11月①２日（木）②９日（木）
③16日（木）④21日（火）午
前10時30分～11時45分

２歳教室（①手作りおもちゃ②お弁当散歩
③親子でＡＢＣ④ふれあい遊び、交流会）
２歳の子どもと保護者

前日までに電話、定員10組

11月24日（金）
午前10時30分～11時30分

親子でリトミック
２歳以上の子どもと保護者 前日までに電話、定員12組

⑪はる
☎814・6262

11月10日（金）
午前10時30分～正午 童歌ベビーマッサージ

直接窓口又は電話、動きや
すい服装・バスタオル・レ
ジャーシート、定員８組、オ
イル代100円

11月16日（木）
午前10時30分～正午

お芋イベント（みんなでお芋掘りごっ
こをして、お芋汁を食べよう） 直接窓口又は電話、定員10組

⑫こころ
☎800・6838

11月２日（木）
午前10時30分～11時30分

こころちゃんの手作りおもちゃ
（どんぐり落とし）

当日直接
11月22日（水）
午前10時30分～11時30分

秋がいっぱい、葉っぱで遊ぼう！
（手作り・絵本など）

（就学前までの子どもと保護者対象、所在は左ページ下の②～⑦）

（おおむね３歳未満の子どもと保護者対象、所在は左ページ下の⑧～⑫）
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て子 育地域で地域で

こどもセンター ☎８３９・８８１5所在は下記①
開所午前10時～午後４時
（第２日曜日休所）

おやこほっとステーションおやこほっとステーション（就学前までの子どもと保護者対象）（就学前までの子どもと保護者対象）

市立こどもセンター内☎８３９・８８１７ファミリー・サポート・センターファミリー・サポート・センター

　市内12か所に設置している地域子育て支援拠点（こどもセンター、子育て支援センター、つどいの広場）では、親子で楽
しめるいろいろなイベントを行っています。費用などの記載のないものは無料ですので、利用してください（★は講座です）。

　育児の援助をしてほしい人（依頼会員）と援助をしたい人（提供会員）が互いに助け合う有償ボランティア
の会員組織です（小学校６年生まで利用できます）。

日　時 内　容 申込・定員

11月15日(水）午前10時15分・
10時45分・11時15分 ママのための足つぼマッサージ

11月１日(水）午前９時から電話、
定員各２人、オイル代100円
※詳しくは問い合わせてください

11月15日(水）
午前10時30分～11時30分

★リトミック
平成23年４月２日～27年10月１日生ま
れの子どもと保護者

11月２日(木）午前９時から電話、
定員30組、兄弟の参加可

11月19日(日）
午前10時30分～11時30分 和太鼓で遊ぼう 当日直接

11月22日(水）
午前10時30分～11時

★子どもとの日々の生活に
ちょこっと英語を

11月９日(木）午前９時から電話、
定員10組

11月27日(月）午後１時30分
～２時

母乳相談(母子手帳持参）
～助産師さんが来てくれます～

当日直接
※詳しくは問い合わせてください

11月30日(木）午前10時30分 誕生会「11月生まれ集まれ～」
カードに手形を押せます 当日直接

12月５日(火）午前10時30分
～11時30分

ちびっこマッサージ(２歳～就学前の
子ども対象のオイルマッサージ）

11月21日(火）午前10時から直接窓口
又は電話、定員８組、オイル代500円
※詳しくは問い合わせてください

12月６日(水）午後１時
～１時45分

歯ブラシ全身マッサージ
鍼灸師（しんきゅうし）さんによる、歯
ブラシ１本でできるマッサージ

11月21日(火）午前10時から直接
窓口又は電話、定員８組
※詳しくは問い合わせてください

12月８日(金）
午前10時30分～11時30分

★ママのための整体教室(整体教室・ベ
ビーマッサージに参加した人は不可）
平成29年４月２日～10月１日生まれの
子どもと保護者

11月24日(金）午前９時から電話、
定員10組、兄弟の参加不可

12月12日(火）・15日(金）
午後１時30分～２時30分

★妊婦さん集まれ
(ベビーマッサージ体験、母乳の話）
初産婦優先

11月15日(水）午前９時から電話、
定員８組、兄弟の同伴可

日　時 内　容 申込・定員
11月４日（土）午前10時15分
� ９日（木）午後１時15分
� 24日（金）午前10時15分

依頼会員説明会
会員登録には説明会の受講などが必要です 予約が必要

※詳しくは問い合わせてください
随時（午前11時～午後２時） プチ体験

依頼会員と提供会員が仮のペアで体験

①八坂町28番13号②打上南町２番１号③緑町13番20号④萱島南町12番３号⑤東香里園町９番６号⑥木屋町６番３号⑦池田
一丁目20番15号⑧市立三井小学校内⑨高柳六丁目13番５号⑩萱島信和町13番１号⑪葛原新町14番１号⑫木田町18番１号

所在
一覧

今月の
出前広場

市内のいろいろな場所で楽しい遊びなどを紹介します。気軽に遊びに来てください（申込不要）。
1号三井公園…１日(水）午前10時30分～11時、西コミュニティセンター２階多目的室…４日(土）午前10時30
分～正午、万代寝屋川西店２階…９日(木）午前10時～11時30分、神田中央公園…11日(土）午前10時～11時、
トップワールド黒原店(高柳七丁目）…15日(水）午後３時30分～４時、南コミュニティセンター分館…16日
(木）午前10時～正午、東北コミュニティセンター１階和室…17日(金）午後１時30分～２時30分、ビバモール
寝屋川２階(寝屋南二丁目）…22日(水）午後１時30分～３時、友呂岐緑地(たこ公園）…24日(金）午前10時30
分～11時30分
※屋外で実施するものは、雨天のときは中止します。問　子育て支援課
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いろいろな
疑問に答えます！

紹介するのは、
青少年課長
赤堀 慎さん

小学校ごとに
「留守家庭児童会」があります！

午後７時まで預けられるので
安心です！

　留守家庭児童会では、就労により昼間に保護者が家にいな
い小学生に、適切な遊びや生活の場を提供しています。
　市では、３年前の法改正に伴って、これまで主に対象でな
かった高学年の受け入れ、施設整備などを計画的に実施し
て、今では、小学校１年生～６年生の2,135人（平成29年５
月１日現在）が留守家庭児童会で放課後を過ごしています。
待機児童もゼロなんです。

　共働き家庭の仕事と育児の両立が難しくなる「小１の壁」
を乗り越えてもらうため、市では、開所時間を午後６時30分
までから午後７時までに延長し、さらに来年度からは土曜日
の開所も目指しています。

　市教育委員会は、未来の宝である子どもたちが夢
と希望を持って力強く歩みを進めることができるよ
う、教育の更なる充実を図っています。多くの人に
「ねやがわで教育を」と思ってもらえるよう、いろ
いろな取り組みをシリーズで紹介します。

A

放課後子供教室を開催しています！

　国では、全ての児童が安全・安心に過ごせる放
課後の居場所を確保するため、
「放課後子ども総合プラン」を推
進しています。そこで市でも、放課
後の校庭開放を始め、学習や文化・
スポーツなどに取り組める「放課後子供教
室」を学校・地域の協力のもと、実施しています。

A

A

娘が小学校に上がる
んやけど、放課後に
安心して子どもを預
けられるところはな
いんかなあ…。

Q

保育所より開所時間
が短いって聞くから、
仕事続けられるか不
安やわあ…。

Q

親が働いている子ど
もしか利用できへん
の？Q

小学生の放課後の居場所
問　青少年課ねやがわで を

教
育

第１回 テーマ
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市
出
身
の
松
岡
康
暢
さ
ん（
31
歳
）が
、

壁
に
囲
ま
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箱
型
の
コ
ー
ト
で
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ー

す
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ー
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ー
ル
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世
界
大
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日
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ま
し
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松
岡
さ
ん
は
元
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
で
、

平
成
17
年
～
20
年
は
ガ
ン
バ
大
阪
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所
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後
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ッ
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熊
本
、Ｖ
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ー
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長
崎
に
移
籍
し
、活
躍
し
ま
し
た
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平
成
24
年
の
現
役
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退
後
は
、ガ
ン
バ

大
阪
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
ー
チ
と
し
て
後
進
の
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導
に
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り
、現
在
は
、福
岡
県
久
留
米

市
で
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

松
岡
さ
ん
は
高
宮
二
丁
目
出
身
で
、保

育
所
は
あ
の
人
と
同
級
生
だ
っ
た
と
い
い

ま
す
。　

　
「
豪
太
郎（
豪
栄
道
関
）と
は
休
み
時
間

に
よ
く
相
撲
を
取
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

当
時
か
ら
豪
太
郎
は
強
く
て
運
動
神
経
抜

群
で
し
た
」。そ
の
後
、豪
栄
道
関
は
大
関

に
。そ
の
と
き
は
松
岡
さ
ん
も
と
て
も
刺

激
を
も
ら
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

小
学
校
に
入
り
、サ
ッ
カ
ー
好
き
の
兄

と
一
緒
に
当
時
の
寝
屋
川
Ｓ
Ｃ（
現
在
の

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ 

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｄ 

Ｆ
Ｃ
）に

入
団
す
る
こ
と
に
。「
純
粋
に
サ
ッ
カ
ー
が

楽
し
か
っ
た
し
、小
学
校
の
友
達
も
い
た
の

で
、そ
こ
で
ま
す
ま
す
サ
ッ
カ
ー
に
は
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
ね
」。

　

そ
し
て
、中
学
生
に
な
り
、ガ
ン
バ
大
阪

の
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
に
所
属
。同
期
に
は
本

田
圭
佑
選
手
も
い
て
、一
緒
に
プ
レ
ー
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、ユ
ー
ス
を
経
て
、平
成
17
年
に

ガ
ン
バ
大
阪
の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
昇
格
し

ま
し
た
。

　

ジ
ョ
ー
キ
ー
ボ
ー
ル
は
、福
岡
で
出

会
っ
た
知
り
合
い
か
ら
誘
わ
れ
、始
め
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。

　

そ
の
後
、ジ
ョ
ー
キ
ー
ボ
ー
ル
の
公
式

大
会
に
出
場
し
優
勝
で
き
た
こ
と
で
、「
壁

を
使
え
る
サ
ッ
カ
ー
」に
大
き
な
魅
力
を

感
じ
た
と
い
い
ま
す
。

　

ジ
ョ
ー
キ
ー
ボ
ー
ル
は「
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
・
サ
ッ
カ
ー
」と
も
呼
ば
れ
、「
楽
し
む
＆

健
康
」を
テ
ー
マ
に
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、男
女
問
わ
ず
誰
で
も
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。「
一
度
や
っ
て
み
る
と
、必

ず
楽
し
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
ス
ポ
ー
ツ

だ
と
思
う
の
で
、是
非
い
ろ
ん
な
人
に
や
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」。

　

世
界
大
会
は
、国
別
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・

ク
ラ
ブ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
い
ず
れ
も
予

選
敗
退
。し
か
し
、チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
リ
ー

グ
ゴ
ー
ル
デ
ン

カ
ッ
プ
で
は
３

位
と
フ
ェ
ア
プ

レ
ー
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。「
大

会
を
通
し
て
、

世
界
と
の
差
を

と
て
も
大
き
く

感
じ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
自

分
た
ち
の
強
み

で
あ
る
俊
敏
性

や
技
術
面
、粘

り
強
さ
は
、世

界
レ
ベ
ル
に
も
通
用
し
た
部
分
が
あ
り
、そ

こ
は
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」。

　
「
ま
た
来
年
も
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
あ

る
の
で
、個
人
・
チ
ー
ム
共
に
更
な
る
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
し
て
、再
び
日
本
代
表
と
し

て
世
界
に
挑
戦
し
た
い
で
す
」と
強
い
意

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

20
歳
ま
で
過
ご
し
た
寝
屋
川
市
に
つ
い

て
は
、「
実
家
に
帰
る
と
、心
が
落
ち
着
く

と
と
も
に
、ど
ん
ど
ん
便
利
に
な
っ
て
い
く

故
郷
に
驚
き
ま
す
。熊
本
や
長
崎
、福
岡
で

生
活
し
て
き
ま
し
た
が
、や
っ
ぱ
り
寝
屋

川
は
僕
に
と
っ
て
特
別
な
街
で
す
」。

松
岡
　
康
暢

「
世
界
一
を
目
指
し
て
」

ジ
ョ
ー
キ
ー
ボ
ー
ル
選
手
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　９月24日、大相撲秋場所千秋楽で、豪栄道関の
取組のパブリックビューイングを市役所玄関ロビー
で開催しました。会場には約300人の市民が駆け付
け、市ふるさと大使・豪栄道関を応援しました。
　優勝は逃しましたが、会場は大いに盛り上がりま
した。また来場所での、豪栄道関の活躍に期待しま
しょう。

市ふるさと大使豪栄道関の取組
パブリックビューイング

　９月９日に摂南大学で「こどもけいざいセミナー『お
金と経済』」が開催され、市立成美小学校４年生～６年
生11人が参加しました。
　このセミナーは、成美小校区地域協働協議会青少年
部会が「グローバル社会で生きていく子どもの育成の
ため、経済に親しむきっかけを」と発案し、摂南大学生
と地域が連携した体験型学習として７月から３回にわ
たり開催されました。
　最終回のこの日は、前回の商店街の取材で学んだこ
とを新聞にして発表しました。参加した児童は、「お兄
さん・お姉さんたちにいろいろ教えてもらいながらお金
の流れを学べて楽しかった」と話していました。

地域の発案！こどもけいざいセミナー

　 小 杉 誠 一さん
（87歳、国松町）
は祖父から受け継
いだ掛け軸を、美術
品や骨とう品を鑑
定するテレビ番組
（２月放送）に出品
したところ、江戸時
代の名高い絵師、伊

藤若冲（じゃくちゅう）の真作と判定されました。
　鯉（こい）を描いた水墨画の軸で、長さ２メー
トル程。素人目にも迫力を感じ、本物と信じてい
ましたが、以前、偽物と言われたことがあったそ
うです。無念を晴らせたとあって、「すっきり
した」と笑顔で振り返りました。放送後は「今後
の医療費などに」と売却し、縮小サイズの複製を
飾って楽しんでいます。

若冲作
本物と鑑定

　９月９日～10日に、大阪府軟式野球連盟寝屋川
支部のことぶき野球チームがすさみ町を訪れ、寝
屋川市・すさみ町都市提携友好事業「ことぶき野
球交流大会」が行われました。
試合結果は、すさみ町チームが２勝し、10年ぶり
に優勝しました。

友好都市・和歌山県すさみ町

ことぶき野球交流
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　９月下旬、打上元町の
民家の庭で珍しい黒い
雨がえるが見つかりま
した。体長約２・５セン
チ。ブルーベリーの葉に
乗っていたそうです。

　連絡を受けた市自然を学ぶ会（山田晃会長）が調
べたところ、本来は緑色から黄緑色、褐色交じりの
まだら模様まで、周辺と同じに体の色を変えて身を
守りますが、体色を変化させる色素細胞に異常があ
るようです。このような個体は、まれに生まれても
目立つため捕食されやすく、なかなか発見されない
そうです。
　発見者は「普通のかえると違う真っ黒な瞳がかわ
いらしい。長生きできるといいな、と思います」と
言っていました。

　特別養護老人ホーム「和の里」（高柳一丁目）に
入所している中村省三さん（89歳）の水彩画が「周
りを癒してくれる」と評判になっています。
　かつて国鉄の機関士だった中村さんは、平成21
年に入所し、リハビリを兼ねて筆を執りました。職
業柄、ＳＬの絵は緻密で躍動感に溢れ、花や仏に言
葉を添えた絵も素朴な中に味わいがあります。「描
いていると楽しい」とほぼ２日に１枚のペースで仕
上げます。施設内と隣接する総合病院で展示してい
ますが、広く一般に紹介する機会をつくることがで
きないか、ホームでは検討もしているそうです。

びっくり
黒い雨がえる

水彩画で周囲を和ませています

いしぶみ

伝秦河勝墓（でん・は
たのかわかつのはか）

（川勝町）
　

寝
屋
川
北
岸
の
丘

陵
を
上
る
と
、住
宅
地

の
中
に
小
さ
な
空
間
が

ぽ
っ
か
り
現
れ
ま
す
。

中
央
に
高
さ
２
メ
ー
ト

ル
余
り
の
五
輪
塔
が
あ

り
、前
に一対
の
石
灯
籠
、

後
方
に
方
柱
状
の
石
塔

が
立
っ
て
い
ま
す
。

　

五
輪
塔
は
聖
徳
太
子

の
近
臣
、秦
河
勝
の
墓

と
伝
わ
り
ま
す
。そ
こ

に
刻
ま
れ
た
碑
文
は
、

河
勝
が
秦
始
皇
帝
の
生

ま
れ
変
わ
り
と
し
て
大

和
の
国（
今
の
奈
良
県
）

に
生
誕
し
た
こ
と
、ま
た

元
の
墓
石
は
豊
臣
秀
吉

の
文
禄
堤
に
利
用
さ
れ

て
失
わ
れ
た
た
め
、子
孫

が
慶
安
２
年（
１
６
４
９

年
）に
再
建
し
た
と
記

し
ま
す
。

　

河
勝
は
京
都
・
太
秦

の
広
隆
寺
建
立
で
有
名

で
す
。寝
屋
川
市
に
は

河
勝
を
先
祖
と
す
る
家

が
あ
り
、周
辺
に
は
川

勝
町
、秦
町
、太
秦
な
ど

の
地
名
、川
勝
山
太
秦

寺
ま
で
あ
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
地
誌
に

記
載
さ
れ
る
な
ど
、古

く
か
ら
名
高
い
塔
だ
っ
た

よ
う
で
、今
も
地
元
の

人
々
が
清
掃
な
ど
を
し

て
守
っ
て
い
ま
す
。



ねやがわ
広報

平成29年11月号（毎月１日発行）

印刷コスト１部 18.22 円（115,000 部発行）
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　いよいよ新マスコット・キャラク
ターの名前が決まりました！「ねや川
はな丸」で「ねや丸くん」、とっても
素敵です^^何より、はちかづきちゃ
んとお似合いだと思いませんか？私
も一ファンとして、２人を応援
していきたいと思います!!

No.1376

　多数の応募の中から、応募者からの名前に込められた思いや意味を踏まえ、選考委員
会で市のキャラクターであることをイメージしやすいこと、親しみやすく皆さんに覚えても
らいやすい名前であることを理由に、新マスコット・キャラクターのイメージに最もふさわ
しい名前として「ねや丸くん」に決定しました。たくさんの応募ありがとうございました。

問　市民活動振興室

応募者からの名前に込められた
思いや意味（抜粋）

◦�寝屋川のみんなが仲良く平和に暮
らせるように
◦�寝屋川には、角のない、丸い心の人
達でいっぱいになってほしいから
◦�寝屋川市民がみな一丸となって、ど
んな問題にも立ち向かえるようにと
いう意味を込めて
◦�みんなが分かりやすくて覚えやすい
名前がいいなと思ったから

ねや丸くん
です★

ねや川
（はな丸）で

これからはちかづき
ちゃんと一緒に市をPR

していくよ !!

寝 屋川市 新マスコット・キャラクター

はちかづきちゃんのお友達
名前決定

2人への応援を
よろしくお願いします！
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定例会のあらまし

一般質問

　公明党市会議員団

　新風ねやがわ議員団

　日本共産党市会議員団

　大阪維新の会議員団

　新生ねやがわクラブ議員団

議決結果一覧

1

2

3

4

5

6

7

９月定例会を開催
◦�国民健康保険の基金を設置
　　～財政の安定化を図る～
◦�議員定数を 3人削減
　　～次の選挙から 24人に～
◦�決算審査特別委員会を設置

ねやがわ 平成 29年（2017 年）11月1日号

議会だより議会だより
No.221

元気いっぱい運動会

発行：寝屋川市議会　編集：議会広報委員会　TEL：072-824-1181（代）



1

ねやがわ議会だより

議　

案　

の　

概　

要

寝
屋
川
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一

部
改
正

　

市
議
会
議
員
定
数
を
次
の
選
挙
か
ら
現

行
27
人
か
ら
24
人
に
削
減
す
る
た
め
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

寝
屋
川
市
基
金
条
例
の
一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
の
財
政
の
安
定
化
を
図

り
、
そ
の
健
全
な
運
営
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
寝
屋
川
市
国
民
健
康
保
険

財
政
運
営
安
定
化
基
金
を
設
置
す
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

寝
屋
川
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
固
定
資
産

税
等
の
特
例
措
置
及
び
軽
自
動
車
税
の
特

例
措
置
の
見
直
し
等
が
行
わ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

寝
屋
川
市
身
体
障
害
者
及
び
知
的
障

害
者
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正
等

　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
に
関
す
る
大
阪

府
の
制
度
改
正
を
勘
案
し
、
医
療
費
助
成

制
度
の
見
直
し
を
行
う
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
等
を
行
う
も
の
で
す
。

寝
屋
川
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管

理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条

例
の
制
定

　

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

の
手
続
等
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
制
度

平
成
29
年
９
月
定
例
会

　

寝
屋
川
市
議
会
は
、
９
月
４
日
か
ら
９
月
22
日
ま
で
の
19

日
間
に
わ
た
り
、
平
成
29
年
９
月
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
24
件
の
議
案

の
ほ
か
、
議
員
が
提
案
し
た
条
例
等
３
件
、
意
見
書
２
件
を

審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
は
、
９
月
13
日
か
ら
15
日
の
３
日
間
行

い
、
23
人
の
議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

決算審査特別委員会を設置
　９月定例会に提案された、平成 28 年度一般
会計・特別会計・公営企業会計の歳入歳出決
算を審査するため、決算審査特別委員会を設
置し、10 月中旬に審査を行いました。

委員構成
委員長　北川　光昭　　副委員長　村上　順一

委　員　住田　利博、髙見　雄介、池　真一、

　　　　森本　雄一郎、中林　和江、前川　奈緒、

　　　　杉本　健太、松本　順一（定数 10 人）

を
導
入
す
る
全
て
の
施
設
に
通
ず
る
事
項

を
統
一
的
に
定
め
る
た
め
、
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。

財
産
の
取
得
（
災
害
時
用
備
蓄
品
）

　

災
害
時
に
お
け
る
食
糧
そ
の
他
の
生
活

必
需
品
を
避
難
所
で
あ
る
市
立
小
中
学
校

に
備
蓄
す
る
た
め
、
ア
ル
フ
ァ
化
米
（
炊

き
出
し
用
）
３
万
１
２
０
０
食
な
ど
を
取

得
す
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
は
、
17
億
２
４
２
１
万
６
０
０
０

円
を
増
額
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
追
加

　
　
〔
９
億
２
１
３
８
万
９
０
０
０
円
〕

○�

く
ら
し
・
笑
顔
創
生
基
金
積
立
金
の
追

加　
　
　
　
　
〔
３
億
９
０
０
０
万
円
〕

○�

待
機
児
童
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
プ
ラ
ン
推
進
事
業

に
係
る
経
費
の
追
加　

　
　
　
　
　
〔
４
２
９
８
万
４
０
０
０
円
〕

〇�

小
中
学
校
の
就
学
援
助
に
要
す
る
経
費

の
追
加　
〔
３
９
２
５
万
６
０
０
０
円
〕

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計

予
算
歳
入
歳
出
の
総
額
は
、
９
２
８
億
５

４
２
９
万
９
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

意 　

見 　

書

　

９
月
定
例
会
で
可
決
し
、
関
係
大
臣
等

に
送
付
し
た
意
見
書
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆ 

受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
進
め
る
た
め
に

健
康
増
進
法
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

◆ 

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
率
の
在
り
方

に
関
す
る
意
見
書

　議会が前年度会計の歳入歳出予算の執行の
実績である決算について、収入・支出が適法
かつ正当に行われたかどうかを確認すること
を言います。

決算審査とは
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学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置

問　

学
校
体
育
館
に
お
け
る
エ
ア
コ
ン
設

置
の
必
要
性
及
び
今
後
の
進
め
方
は
。

答　

必
要
性
に
つ
い
て
は
、
財
源
の
確
保

等
を
含
め
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
他
の
手

法
も
含
め
、
今
後
の
個
別
の
施
設
計
画
の

策
定
に
お
い
て
、
検
討
し
て
い
く
。

小
中
学
校
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
屋
外
移
設

問　

一
層
の
安
全
安
心
の
対
策
を
進
め
る

上
で
、
小
中
学
校
の
屋
内
設
置
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
屋
外
に
移
設
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答　

現
在
、
屋
外
に
設
置
し
て
い
る
学
校

は
10
校
で
あ
り
、
屋
内
設
置
の
学
校
に
お

い
て
も
、
緊
急
時
に
使
用
で
き
る
よ
う
、

周
知
に
努
め
て
お
り
、
今
後
、
屋
外
設
置

に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
の
設
置

問　

学
校
で
の
水
分
補
給
に
つ
い
て
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
が
必
要
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

答　

近
年
増
加
し
て
い
る
熱
中
症
対
策
の

一
つ
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

図
書
館
設
置
の
必
要
性
に
つ
い
て

問　

東
寝
屋
川
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
に
当
た
り
、
駅
前
に
図
書
館
を
設

置
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

答　

駅
前
に
立
地
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効

果
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
他
の
公
共
施

設
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

中
学
生
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
実
施

問　

ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
中
学
生
か
ら
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、見
解
は
。

答　

中
学
生
等
若
年
者
に
対
す
る
現
行
の

ピ
ロ
リ
菌
検
査
は
、
二
次
検
査
で
の
身
体

へ
の
負
担
や
再
発
可
能
性
な
ど
ま
だ
ま
だ

課
題
が
多
い
状
況
に
あ
り
、
他
市
の
事
例

等
も
勘
案
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

こ
ど
も
宅
食
の
取
組
に
つ
い
て

問　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
と
連
携
し
た
「
こ
ど
も
宅
食
」
の

取
組
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答　

財
源
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
す
る

な
ど
先
進
的
な
取
組
と
認
識
し
て
い
る
。

　

10
月
か
ら
新
た
に
「
子
ど
も
食
堂
支
援

事
業
」
を
開
始
す
る
た
め
、
そ
の
効
果
や

課
題
等
を
検
証
し
、
先
進
的
な
施
策
に
つ

い
て
も
、
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

留
守
家
庭
児
童
会
の
土
曜
開
所

問　

留
守
家
庭
児
童
会
の
土
曜
開
所
に
つ

い
て
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答　

８
月
中
旬
か
ら
保
護
者
に
対
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
現
在
、
学
年

別
ニ
ー
ズ
や
地
域
別
ニ
ー
ズ
な
ど
を
整
理

し
て
い
る
。

　

今
後
、
早
急
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結

果
等
を
踏
ま
え
、
平
成
30
年
度
の
土
曜
開

所
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

地
域
猫
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

問　

動
物
愛
護
に
つ
い
て
、
地
域
猫
活
動

の
取
組
支
援
を
進
め
る
に
当
た
り
、
地
域

猫
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
と
い
う
登
録
制
の
組

織
を
立
ち
上
げ
、
地
域
と
行
政
と
の
橋
渡

し
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
豊
か
な
経
験
や
知

識
を
活
用
す
る
こ
と
は
有
効
で
あ
り
、
今

後
、
各
市
の
事
例
等
を
踏
ま
え
、
調
査
・

研
究
し
て
い
く
。

防
災
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
連
携
協
定

問　

災
害
の
発
生
を
前
提
に
、
地
震
に
対

し
て
、
防
災
関
係
機
関
や
住
民
が
連
携
す

る
協
定
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

答　

今
後
、
積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
。

大
阪
万
博
誘
致
に
つ
い
て

問　

万
博
の
開
催
は
、
市
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
機
会
と
考
え
る
が
、
現
在
予
定
さ
れ

て
い
る
誘
致
に
向
け
た
市
の
取
組
状
況
は
。

答　

市
と
し
て
、
２
０
２
５
日
本
万
国
博

覧
会
誘
致
委
員
会
に
参
画
す
る
と
と
も

に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
誘
致
委

員
会
の
取
組
を
掲
載
し
、
市
庁
舎
に
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
て
い
る
。

里
親
制
度
の
推
進
に
つ
い
て

問　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、
都
道

府
県
の
里
親
業
務
が
具
体
的
に
記
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
府
に
お
い
て
も
里
親
制
度

が
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
府
へ
の
協
力
に

つ
い
て
、
見
解
は
。

答　

各
関
係
機
関
で
の
研
修
の
開
催
、
ポ

ス
タ
ー
掲
示
、
チ
ラ
シ
の
窓
口
設
置
の
協

力
依
頼
を
行
う
。

　

今
後
も
、
市
内
の
里
親
を
増
や
す
取
組

を
府
と
連
携
し
進
め
て
い
く
。

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置

問　

災
害
時
に
避
難
場
所
と
な
る
小
中
学

校
や
公
民
館
な
ど
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答　

地
域
防
災
計
画
の
完
成
後
、
設
置
箇

所
や
設
置
数
等
を
検
討
し
、
地
震
防
災
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
へ
反
映
し
て
い
く
。

笑
顔
が
つ
な
が
る

ね
や
が
わ
の
ま
ち
づ
く
り
へ

公
明
党
市
会
議
員
団

野
々
下�

重
夫

池
添　

�

義
春

岡　
　

�

由
美

梶
本　

�

孝
志

住
田　

�

利
博

髙
見　

�

雄
介

村
上　

�

順
一

土曜開所が検討されている
留守家庭児童会
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寝
屋
川
ま
つ
り
の
開
催
に
つ
い
て

問　

３
年
ぶ
り
に
、
夏
の
開
催
と
な
っ
た

寝
屋
川
ま
つ
り
だ
が
、
本
市
と
し
て
の
見

解
や
今
後
の
取
組
は
。

答　

２
日
間
で
10
万
５
０
０
０
人
の
参
加

が
あ
り
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
市
民
模
擬
店
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
実
行
委
員
会
で
検
討

し
改
善
し
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
料
引
下
げ
に
つ
い
て

問　

保
険
料
低
減
特
別
繰
出
金
を
全
額
繰

り
入
れ
た
場
合
、
モ
デ
ル
世
帯
の
保
険

料
を
試
算
す
る
と
保
険
料
が
更
に
３
万�

６
５
５
６
円
引
き
下
が
る
結
果
と
な
る
。

本
市
の
見
解
は
。

答　

正
確
な
試
算
は
困
難
だ
が
、
仮
に
示

し
た
資
料
、
平
成
29
年
度
当
初
賦
課
の
数

値
に
一
般
会
計
繰
入
金
５
億
５
０
０
０
万

円
を
医
療
給
付
費
分
へ
繰
入
れ
積
算
す
る

と
当
初
賦
課
よ
り
、
３
万
８
０
０
０
円
低

い
保
険
料
と
な
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

問　

停
電
に
よ
る
被
害
想
定
や
長
時
間
停

電
や
夜
間
停
電
時
の
指
示
命
令
系
統
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
る
こ
と
に
よ

り
、
人
的
、
物
的
被
害
が
生
じ
る
。
指
示

命
令
系
統
に
つ
い
て
は
、
被
害
状
況
に
応

じ
危
機
管
理
対
策
本
部
等
の
設
置
や
関
係

機
関
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

保
育
料
無
償
化
に
つ
い
て

問　

４
歳
５
歳
の
保
育
料
無
償
化
が
現
実

的
に
は
導
入
し
や
す
い
。
将
来
的
に
は
保

育
料
無
償
化
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
ん
で
頂
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
市
の
見
解
は
。

答　

待
機
児
童
数
や
施
設
の
状
況
を
勘
案

し
、
国
の
３
歳
か
ら
５
歳
児
に
お
け
る
幼

児
教
育
無
償
化
の
動
向
や
本
市
の
財
政
状

況
を
見
据
え
、
適
切
な
対
応
に
努
め
る
。

子
ど
も
を
守
る
取
組
に
つ
い
て

問　

本
市
の
児
童
虐
待
相
談
件
数
が
多

い
。
ど
の
よ
う
に
分
析
し
、
今
後
ど
の
よ

う
な
対
策
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

答　

市
民
や
関
係
機
関
の
児
童
虐
待
に
対

す
る
意
識
が
高
く
、
相
談
・
通
告
が
多
い

こ
と
が
要
因
の
一
つ
。
対
策
は
、
新
た
に

設
置
す
る
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
妊
娠
初
期
か
ら
切
れ
目
の

な
い
支
援
と
の
連
携
を
図
り
、
更
な
る
未

然
防
止
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

問　

本
市
の
保
護
率
が
高
い
こ
と
が
本
市

の
財
政
や
市
政
運
営
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
て
い
る
の
か
。

答　

被
保
護
者
に
係
る
社
会
保
障
関
連
経

費
の
増
加
及
び
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や
査
察

指
導
員
な
ど
の
職
員
配
置
が
必
要
、
関
連

経
費
の
増
加
等
の
状
況
に
よ
り
財
政
運
営

及
び
市
政
運
営
の
硬
直
化
を
招
く
一
つ
の

要
因
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
京
阪
寝
屋
川
市
駅
に
つ
い
て

問　

中
核
市
を
目
指
す
本
市
に
と
っ
て
駅

前
の
賑
わ
い
は
必
須
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

の
駅
前
の
在
り
方
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

答　

企
画
の
観
点
か
ら
は
、
更
な
る
都
市

機
能
の
集
積
や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
、
施
設

の
効
果
的
な
活
用
な
ど
駅
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
庁
内
連
携
し
継
続
的
に
研

究
す
る
。
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
市

全
体
の
拠
点
と
し
て
商
業
、
医
療
、
子
育

て
支
援
施
設
を
誘
導
し
て
い
く
。

外
来
種
と
生
態
系
に
つ
い
て

問　

特
定
外
来
種
等
の
早
急
な
対
策
及
び

市
民
へ
の
注
意
喚
起
、
周
知
方
法
は
。

答　

市
民
や
市
民
団
体
か
ら
の
情
報
提
供

に
迅
速
に
対
応
し
、
国
、
府
と
連
携
し
て

い
く
。
周
知
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
、

関
係
各
課
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
の
悪
用
に
つ
い
て

問　

国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
と
し
て
、

最
近
頻
発
し
て
い
る
「
入
国
目
的
を
偽
っ

て
ビ
ザ
を
取
得
し
、
国
保
に
加
入
し
た
外

国
人
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
の
悪
用
」
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
見

解
を
伺
う
。

答　

報
道
等
で
、
そ
の
こ
と
を
把
握
し
て

い
る
。
本
市
と
し
て
は
現
状
、
該
当
す
る

案
件
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
状
態
が
続

く
こ
と
は
懸
念
し
て
い
る
。

問　

日
本
の
医
療
制
度
の
「
魅
力
」
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
悪
用
の
背
景
に
あ
る
。

厚
生
労
働
省
は
国
民
健
康
保
険
加
入
や
給

付
の
際
、
厳
正
な
審
査
や
確
認
を
行
う
な

ど
の
対
応
策
を
検
討
し
て
い
る
。
本
市
に

厚
生
労
働
省
か
ら
情
報
収
集
の
要
請
等
は

あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
本
市
の
国
保
に
加

入
す
る
外
国
人
の
う
ち
、
高
額
医
療
を
受

け
、
そ
の
後
帰
国
さ
れ
た
案
件
は
あ
る
か
。

答　

平
成
29
年
３
月
に
調
査
依
頼
が
あ

り
、
平
成
27
年
11
月
か
ら
平
成
28
年
10
月

ま
で
の
間
に
80
万
円
以
上
の
診
療
を
受
け

か
つ
資
格
取
得
日
が
診
療
月
か
ら
６
か
月

以
内
の
方
を
報
告
、
外
国
人
の
高
額
医
療

に
つ
い
て
抽
出
は
困
難
だ
が
調
査
期
間
で

の
該
当
す
る
案
件
は
な
い
。

暮
ら
し
の
充
実
、安
全
安
心
の
拡
充

市
民
生
活
を
守
る
新
た
な
提
言
！

新
風
ね
や
が
わ
議
員
団

北
川　

�

光
昭

池　
　

�

真
一

金
子　

�

英
生

北
川　

�

健
治

廣
岡　

�

芳
樹

森
本�

雄
一
郎

山
﨑　

�

菊
雄保育所の風景



4

ねやがわ議会だより

学
童
保
育
の
土
曜
開
所
を

問　

土
曜
開
所
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
等
を

踏
ま
え
、30
年
度
開
所
に
向
け
て
取
り
組
む
。

問　

４
月
か
ら
の
開
所
の
予
定
か
。

答　

１
学
期
の
早
い
段
階
で
開
所
し
た
い
。

中
学
校
給
食
の
見
直
し
を

問　

温
か
い
中
学
校
給
食
の
見
直
し
を
急

ぐ
べ
き
だ
が
、今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

在
り
方
検
討
委
員
会
等
に
お
い
て
、

実
施
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

本
市
の
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を

問　

本
市
の
子
ど
も
の
実
態
把
握
を
。

答　

調
査
は
、
府
の
施
策
の
方
向
性
を
踏

ま
え
、
必
要
性
も
含
め
検
討
す
る
。

あ
か
つ
き
・
ひ
ば
り
園
の
療
育
を
守
る

問　

30
年
度
は
引
き
継
ぎ
最
後
の
年
で
、

よ
り
手
厚
い
引
継
ぎ
体
制
を
求
め
る
が
。

答　

保
護
者
、
現
場
職
員
等
の
意
見
を
丁

寧
に
聞
き
、
適
切
な
体
制
を
検
討
す
る
。

問　

今
後
も
担
当
ラ
イ
ン
常
駐
を
求
め
る
。

答　

６
年
目
以
降
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

問　

あ
・
ひ
園
で
市
専
門
職
の
育
成
を
。

答　

市
職
員
の
研
修
等
の
場
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
は
有
益
と
考
え
る
。

問　

経
験
豊
か
な
職
員
の
継
続
的
な
確
保

が
療
育
水
準
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

次
期
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
一
定
の
配

慮
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、見
解
は
。

答　

実
情
を
踏
ま
え
た
検
討
を
進
め
る
。

ご
み
減
量
へ
市
民
と
と
も
に

問　

ご
み
減
量
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
４
か
月

間
で
９
５
７
ト
ン
減
量
。
市
民
へ
の
発
信

や
出
前
講
座
開
催
を
地
域
で
広
げ
る
べ
き
。

答　

９
月
15
日
付
で
全
自
治
会
へ
ご
み
減

量
推
進
と
出
前
講
座
の
回
覧
文
書
を
送
付
。

問　

可
燃
ご
み
減
量
で
経
費
は
。

答　

今
年
度
目
標
３
０
０
０
ト
ン
減
量
で

約
３
３
０
０
万
円
の
経
費
削
減
と
な
る
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

問　

市
独
自
の
減
免
制
度
は
維
持
を
。

答　

府
と
の
調
整
会
議
で
本
市
特
有
の
所

得
１
５
０
万
円
以
下
世
帯
が
多
い
な
ど
事

情
を
説
明
し
現
行
制
度
の
維
持
を
求
め
る
。

問　

府
内
統
一
基
準
を
守
ら
な
い
自
治
体

に
対
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
へ
の
考
え
は
。

答　

今
後
協
議
さ
れ
る
内
容
を
見
極
め
な

が
ら
、
本
市
特
有
の
状
況
等
を
説
明
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

使
い
や
す
い
介
護
保
険
制
度
へ

問　

30
年
度
は
保
険
料
が
引
き
上
が
る
予

定
。
減
免
制
度
が
必
要
だ
が
、
見
解
は
。

答　

次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
中
で

あ
り
検
討
課
題
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は

約
４
６
０
人
。
解
消
へ
の
取
組
は
。

答　

29
年
度
中
に
80
床
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
１
か
所
を
整
備
予
定
で
あ
る
。

市
職
員
の
適
正
配
置
を

問　

29
年
４
月
に
月
１
０
０
時
間
を
越
す

時
間
外
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
が
39
人
い

る
状
況
の
認
識
と
改
善
な
ど
対
策
は
。

答　

時
間
外
勤
務
の
常
態
化
な
ど
健
康
管

理
等
が
憂
慮
さ
れ
る
状
況
。「
長
時
間
労
働

抑
制
シ
ス
テ
ム
」
の
全
庁
的
な
導
入
の
検

討
な
ど
長
時
間
労
働
の
是
正
に
取
り
組
む
。

問　

平
成
30
年
度
か
ら
31
年
度
で
59
人
の

職
員
増
と
し
て
い
る
が
、
中
核
市
移
行
に

向
け
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
職
員
の
健

康
を
守
る
職
員
配
置
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

第
６
期
定
員
適
正
化
計
画
を
踏
ま
え

適
正
な
職
員
配
置
を
行
っ
て
い
く
。

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
へ

学
童
・
就
援
の
施
策
が
前
進

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

太
田　
　

�

徹

石
本�

絵
梨
菜

中
林�　

和
江

西
田�　

昌
美

前
川　

�

奈
緒

　市議会では、議員報酬、議員期末手当、議員の定数
及び政務活動費の額を検討していくに当たり、学識経
験のある方等にその調査を依頼するため、９月市議会
定例会で会議の設置を決定しました。
　会議は、平成 29年 10月から行い、平成 30年 3
月には議長へ調査結果を報告する予定です。
　会議は、どなたでも傍聴していただけます。開催日
は、市ホームページで随時、お知らせします。

❖◆ 専門的事項に係る調査会議を設置しました ◆❖

座　長　駒林　良則 氏  （立命館大学教授）
副座長　名取　良太 氏 （関西大学教授）
委　員　土山　希美枝 氏 （龍谷大学教授）
　　　　西宮　啓介 氏  （税理士）
　　　　丹羽　功 氏　 （近畿大学教授）

ごみ収集の様子
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子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て

問　

子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
可
能
性
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
や
支
援
を
拡
充

す
べ
き
と
考
え
る
。
大
阪
府
の
貧
困
実
態

調
査
に
つ
い
て
市
の
所
見
は
。

答　

貧
困
世
帯
ほ
ど
生
活
上
の
課
題
を
抱

え
て
い
る
数
値
が
高
く
、
子
ど
も
の
生
活

面
、
健
康
面
、
教
育
面
等
の
様
々
な
分
野

に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

お
り
、
府
内
市
町
村
共
通
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

経
済
的
な
事
情
で
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

芸
術
な
ど
の
習
い
事
に
通
え
な
い
子
ど
も

に
対
し
て
市
の
見
解
は
。

答　

子
ど
も
が
心
身
共
に
健
や
か
に
成
長

す
る
上
で
、
様
々
な
体
験
は
重
要
な
も
の

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
、
小
学

校
の
放
課
後
に
全
て
の
児
童
が
参
加
で
き

る
放
課
後
子
供
教
室
事
業
や
囲
碁
・
将
棋

活
動
推
進
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
に
つ
い
て

問　

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
に
つ
い
て
不

正
の
疑
い
が
あ
る
家
庭
や
市
民
か
ら
の
通

報
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
調
査
が
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。

答　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
協
力
に
よ

る
現
状
確
認
や
面
談
な
ど
の
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
も
適
正
な
支
給
に
努
め
て

い
く
。

留
守
家
庭
児
童
会
に
つ
い
て

問　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
は

平
成
27
年
に
策
定
さ
れ
た
。
需
要
見
込
み

の
修
正
や
計
画
の
弾
力
的
な
運
用
な
ど
に

つ
い
て
市
の
見
解
は
。

答　

高
学
年
の
受
入
れ
や
延
長
保
育
等
も

含
め
、
入
会
児
童
数
の
状
況
も
見
据
え
な

が
ら
計
画
の
弾
力
的
な
運
用
が
必
要
で
あ

り
、対
応
に
努
め
て
き
た
と
考
え
て
い
る
。

手
話
言
語
条
例
に
つ
い
て

問　

全
国
の
多
く
の
自
治
体
で
制
定
が
進

め
ら
れ
て
い
る
条
例
に
つ
い
て
の
本
市
の

取
組
は
。

答　

相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い

な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す

上
で
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
当

事
者
団
体
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
条

例
制
定
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
て
い
く
。

ヒ
ア
リ
に
つ
い
て

問　

特
定
外
来
生
物
「
ヒ
ア
リ
」
に
対
す

る
市
の
対
応
は
。

答　

市
内
で
ヒ
ア
リ
が
発
見
さ
れ
た
場
合

の
対
応
と
対
策
に
つ
い
て
は
、
環
境
省
近

畿
地
方
環
境
事
務
所
や
寝
屋
川
警
察
署
と

連
携
し
て
駆
除
す
る
と
と
も
に
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
各
小
中
学
校
へ
「
注
意
・
啓

発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
の
配
布
な
ど
に
よ
り

市
民
へ
の
周
知
・
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

街
い
っ
ぱ
い
に
あ
ふ
れ
る
や
さ
し
さ

笑
顔
の
広
が
る
寝
屋
川
市
へ

大
阪
維
新
の
会
議
員
団

中
川　
　

�

健

坂
光　

�

勇
哉

杉
本　

�

健
太

元
橋　

�

理
浩

　寝屋川市は、中核市への移行に向けた取組を進めており、市議
会では、中核市移行調査特別委員会を設置し、これまで、市財政
への影響、保健所設置に関する諸課題や「市中核市移行基本方
針（素案）」等について、調査検討を行ってきました。
　これまでの調査結果をもとに、とりわけ重要と考える事項を取
りまとめ、平成29年８月に中間報告書を議長へ提出しました。
　中間報告書は、市議会ホームページからご覧いただけます。

❖ 中核市移行調査特別委員会 中間報告書を議長へ提出 ❖

　市政に関する重要事項等について検討するた
め、議員全員が集まって開かれる会議です。平成
29 年７月に市地域防災計画改訂について、８月
に市中核市移行基
本方針（素案）に
ついて全員協議会
を開催しました。

❖ 全 員 協 議 会 ❖
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空
き
家
の
対
策

問　

空
き
家
の
所
有
者
に
向
け
た
、
対
策

内
容
の
周
知
が
大
切
で
は
。

答　

空
き
家
対
策
の
内
容
は
広
報
誌
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
く
周
知
を
し
、
所
有

者
へ
は
個
別
に
通
知
し
て
い
く
。

問　

空
き
家
バ
ン
ク
や
相
談
窓
口
が
必
要

と
考
え
る
が
。

答　

空
き
家
バ
ン
ク
の
検
討
の
た
め
、「
大

阪
版
・
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
有
効
性
等
に

つ
い
て
、
検
討
を
進
め
、
相
談
窓
口
は
引

き
続
き
、
担
当
部
局
で
相
談
に
応
じ
る
。

耐
震
改
修
の
促
進

問　

１
階
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
２
・

３
階
木
造
住
宅
の
棟
数
は
。

答　

約
９
４
０
０
棟
。

問　

そ
の
構
造
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
に
は
。

答　

１
階
と
２
階
の
接
合
部
の
工
法
に
課

題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
効
果
的
な
耐
震
改

修
工
法
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

香
里
園
地
域
の
浸
水
対
策

問　

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
浸
水
が
想

定
さ
れ
て
い
る
地
域
の
主
な
原
因
の
一
つ

は
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
考
え
る
が
。

答　

そ
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

問　

京
阪
本
線
の
軌
道
下
を
横
断
す
る
水

路
は
、
全
て
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
。
高
架
化
の

工
事
に
合
わ
せ
解
消
す
べ
き
で
は
。

答　

解
消
し
て
い
く
。

問　

京
阪
本
線
沿
い
の
側
道
に
１
４
３
ミ

リ
対
応
の
雨
水
管
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

浸
水
被
害
が
軽
減
さ
れ
る
の
で
は
。

答　

期
待
で
き
る
方
法
の
１
つ
と
考
え
る
。

成
田
西
町
の
浸
水
対
策

問　

水
路
の
越
流
は
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
が
原

因
と
考
え
る
。橋
梁
の
改
良
が
必
要
で
は
。

答　

地
元
自
治
会
と
協
議
し
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
東
寝
屋
川
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

問　

寝
屋
川
公
園
を
、大
阪
府
か
ら
譲
渡
、

又
は
管
理
主
体
に
な
る
こ
と
の
考
え
は
。

答　

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
含
め
、
メ
リ
ッ

ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
勘
案
す
る
必

要
が
あ
る
。

窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

問　

各
家
庭
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
手
続
が
で

き
る
体
制
が
「
究
極
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
」
と
考
え
る
が
。

答　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
化
は
、
対
人

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
を
研
究
し
つ

つ
、
順
次
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
拡
充

で
、
更
な
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
体

制
が
構
築
で
き
る
の
で
は
。

答　

カ
ー
ド
の
多
目
的
利
用
に
つ
い
て
先

進
市
の
取
組
等
を
調
査
・
研
究
し
て
い
る
。

実
施
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

「
安
全
・
安
心
」
へ
の
探
求

～
現
場
を
歩
き
、
現
場
で
聞
く
～

新
生
ね
や
が
わ
ク
ラ
ブ
議
員
団

松
本　

�

順
一

井
川　

�

晃
一

馬
場　
　

�

才

板
東　

�

敬
治

　
【
７
月
】

18
日　

中
核
市
移
行
調
査
特
別
委
員
会

24
日　

全
員
協
議
会

27
日　

中
核
市
移
行
調
査
特
別
委
員
会

31
日　

幹
事
長
会

　
【
８
月
】

４
日　

中
核
市
移
行
調
査
特
別
委
員
会

22
日　

全
員
協
議
会

29
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
代
表
者
会
議

　
【
９
月
】

４
日　

本
会
議
（
第
１
日
）

　
　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　

議
会
広
報
委
員
会

５
日　

厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

文
教
常
任
委
員
会

６
日　

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　

建
設
水
道
常
任
委
員
会

11
日　

議
会
運
営
委
員
会

13
日　

本
会
議
（
第
２
日
）

14
日　

本
会
議
（
第
３
日
）

15
日　

本
会
議
（
第
４
日
）

20
日　

厚
生
常
任
委
員
会
協
議
会

　
　
　

文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

21
日　

総
務
常
任
委
員
会
協
議
会

　
　
　

建
設
水
道
常
任
委
員
会
協
議
会

22
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

本
会
議
（
第
５
日
）

　
　
　

幹
事
長
会

26
日　

議
会
運
営
委
員
会
代
表
者
会
議

　
【
10
月
】

４
日　

議
会
広
報
委
員
会

議
会
日
誌

特定空家の住宅の例

- 通年議会、一問一答方式等について研究・検討 –

議会運営委員会 代表者会議

　平成29年９月に、議長から、議会運営の重要事
項である「通年議会」「一般質問における一問一
答方式」「所管事項質問」の３項目について、議
会運営委員会で調査するよう諮問があり、議会運
営委員会　代表者会議で調査研究していくことと
なりました。
　代表者会議は、どなたでも傍聴いただけます。
　開催日は、市ホームページで随時、お知らせい
たします。
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９月定例会 議決結果一覧

12 月定例会の日程（予定）市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

ご
覧
く
だ
さ
い

　

誌
面
の
都
合
上
、「
ね
や
が
わ
議
会

だ
よ
り
」
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
情

報
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
市
議
会

の
概
要
や
会
議
の

日
程
、
本
会
議
の

録
画
映
像
、
本
会

議
や
委
員
会
の
会

議
録
な
ど
、
様
々

な
情
報
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。 12 月４日（月）＝本会議

� ５日（火）＝厚生常任委員会、文教常任委員会
� ６日（水）＝総務常任委員会、建設水道常任委員会
� 13 日（水）～ 15日（金）＝�本会議（一般質問）
� 19 日（火）＝本会議

※�いずれも午前10時から。議事の都合で変更される場合が
あります。請願・陳情の提出期限は、11月24日（金）です。

議案番号 件　　名 議決結果

認定第１～７号 平成 28年度寝屋川市一般会計歳入歳出決算認定（他４特別会計、２公営企業会計） 閉会中の
継続審査

報告第８号 平成 28年度寝屋川市一般会計継続費の精算報告 報告終結

報告第９号 平成 28年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告 報告終結

議案第 66号 寝屋川市基金条例の一部改正 可　決

議案第 67号 寝屋川市税条例の一部改正 可　決

議案第 68号 寝屋川市手数料条例の一部改正 可　決

議案第 69号 寝屋川市身体障害者及び知的障害者の医療費の助成に関する条例等の一部改正等 可　決

議案第 70号 寝屋川市立斎場条例の一部改正 可　決

議案第 71号 寝屋川市公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例の制定 可　決

議案第 72号 寝屋川市公の施設に係る指定管理者選定委員会に関する条例の制定 可　決

議案第 73号 平成 29年度寝屋川市一般会計補正予算（第２号） 可　決

議案第 74号 平成 29年度寝屋川市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可　決

議案第 75号 平成 29年度寝屋川市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可　決

議案第 76号 平成 29年度寝屋川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可　決

議案第 77号 財産の取得（災害時用備蓄品） 可　決

議案第 78号 平成 28年度寝屋川市水道事業利益剰余金の処分 可　決

議案第 79号 平成 28年度寝屋川市下水道事業利益剰余金の処分 可　決

議案第 80号 固定資産評価審査委員会委員の選任 同　意

議員提案第６号 専門的事項に係る調査 可　決

議員提案第７号 寝屋川市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 否　決

議員提案第８号 寝屋川市議会議員定数条例の一部改正 可　決

議員提案第９号 受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法の改正を求める意見書 可　決

議員提案第10号 国民健康保険の保険料率の在り方に関する意見書 可　決

議会だより印刷コスト１部 2.24 円（115,000 部発行）

市議会ホーム
ページQRコード

※議案内容・議決結果は、市民情報コーナー、市議会ホームページからご覧いただけます。
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